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序

前橋市は関東平野の北西端部にあたり、市域西寄りを北から南東に貫流する利

根川の、東は赤城山の南麓裾野に、西は榛名山東麓裾野にそれぞれあたります。

これを標高でみると市街地から南東部にかけては100ｍ前後の平坦地ですが､本遺

跡の所在する赤城山南麓は北に向って著しく高度を増し､最北端では600ｍを超え

ます。

芳賀団地遺跡群は、前橋市工業団地造成組合による工業団地・住宅団地造成に

先立ち明らかになったもので、昭和48年度から８年の期間をかけ約40haを対象に

調査が実施されたものです。４８．４９年度には北部団地遺跡が、５０年度には西部団

地遺跡が、そして51～55年度に東部団地遺跡がそれぞれ調査されました。開発に

伴うこうした大規模な埋蔵文化財調査は本市にとって初めての経験であり、調査

にあたっては芳賀団地遺跡発掘調査団が組織され、各遺跡からは古代から中近世

までの膨大な量の遺構・遺物が検出されました。そして引き続き56年度から報告

書刊行に向けて整理作業が始まり、全５巻刊行計画のうち59年度に第１巻が、６３

年度に第２巻が、さらに今年度第３巻が上梓の運びとなりました。本報告書刊行

ができますことは関係各位の長年の御尽力のたまものであることは申すまでもな

く、ここに深く感謝の意を表す次第です。

平成２年３月31曰

前橋市教育委員会

教育長岡本信正



例 Ｆ． 

１．本書は、前橋工業団地造成組合による、工業及び住宅団地の造成に伴い事前調査された、前橋市嶺町・勝沢町・小

坂子町・鳥取町・小神明町・五代町の計約40haに及ぶ、芳賀団地遺跡の発掘調査報告書第３巻である。

2．芳賀団地遺跡群は、北部団地遺跡（嶺・勝沢・小坂子町。昭和４８．４９年度調査。約3.6ha)、西部団地遺跡（鳥取・

小神明・五代町。昭和50年度調査。約2.5ha)、東部団地遺跡（鳥取・小坂子・五代町。昭和51～55年度調査32.78ha）

の３遺跡から成り立つ。

3．調査の実施は、前橋工業団地造成組合の委託を受けて、芳賀団地造成地内埋蔵文化財発掘調査団が行なった。

4．芳賀団地遺跡群の報告書は全５巻を予定しており、その内訳は、東部団地遺跡３巻、西部団地遺跡１巻、北部団地

遺跡１巻で、記述の順に刊行を予定している。

5．芳賀東部団地遺跡は、東西を谷地にはさまれた２つの台地と、両台地間の谷地の北寄りに南端をのぞかせる台地の

計３つの台地から成り立つ。本書は、東部団地遺跡全体の縄文時代と中.近世の遺構・遺物を収録したものである。

なお１，２巻（昭和５９．６３年に刊行）は、芳賀東部団地遺跡の古墳時代～平安時代の遺構・遺物を、東側台地と中央

台地・西側台地にわけて収録してある。

6．調査の組織及び調査担当者、調査員については、第１巻を参照いただきたい。

７．本書に係わる遺物の整理は、井野誠一（担当者)、綿貫綾子（調査員）が中心となって行なった。

８．本書の作成に係わる整理作業は、昭和62年度から実施している。

９．芳賀団地遺跡群の整理作業では、昭和58年度から発掘調査に直接携わった者を中心に作成委員会を組織し、編集委

員・執筆委員を委嘱し、報告書の整理・刊行のための組織化を計った。

〔昭和63年度組織〕

編集委員

松島栄治（県立前橋第二高等学校教諭）松本浩一（県埋蔵文化財調査センター所長）

相澤貞順（前橋市立女子高等学校教諭）中澤充裕（前橋市立芳賀中学校教諭）

中村冨夫（月夜野町立月夜野中学校教諭）前原照子（勢多郡東村立杲小学校教諭）

富澤敏弘（北橘村教育委員会文化財保護係長）唐沢保之（群馬県立歴史博物館教育普及課主任）

福田紀雄（前橋市教育委員会文化財保護課長）浜田博一（同埋蔵文化財係長）

丼野誠一（同埋蔵文化財係主任）

執筆委員

１１１合功（利根教育事務所学校教育課指導主事）木部曰出雄（前橋市教育委員会学校教育課指導主事）

石川克博（前橋市立箱田中学校教諭）白石凌海（東福寺）

飯塚誠（県埋蔵文化財調査センター指導主事）川崎始（伊勢崎市立第二中学校教諭）

田口正美（県埋蔵文化財調査センター指導主事）杉浦つや子（前橋市立下川淵小学校教諭）

鵤木晋一（前橋市立第二中学校教諭）唐沢裕美（渋川市立古巻小学校教諭）

江原清（前橋市南橘公民館主任）松村親樹（前橋市企画調整課主任）

近藤昭一（前橋市立図書館主事）

９．本書の編集は上記編集委員による。事務局側の編集は井野誠一が担当した。執筆は編集委員と執筆委員で行なった。

10．石器について、整理・分類・実測トレース指導・考察の執筆は白石典之（筑波大学大学院生）が担当した。

１１．土器について、分類･考察執筆は前原豊（文化財保護課埋蔵文化財係主任)、富沢敏弘（前出）が担当した。縄文時

代全体の考察は相澤貞順（前出）が担当した。

12．中・近世遺物について、分類・考察執筆は大西雅広（県埋蔵文化財調査事業団）が担当した。中.近世の考察は唐

沢保之（前出）が担当した。

13．本書を作成するのにあたり、遺物・図面整理・図版作成等に対し、下記の方々の手をわずらわした。記して感謝の

意を表するものである。

綿貫綾子（調査員)、粟岡エミ子、阿部栄恵、大塚美智子、竹内敏江、塚越則子、神保千代子、渡辺良子

松田富美子、戸丸澄江、鬼塚成子、柴崎まさ子、田野丼和江、川端久子、湯浅たま江、湯浅道子、白井和子

渋川則子、岩田年代、小林美香代、生形かほる、大澤まさ江

14．関係図面及び出土遺物の整理・保管は、前橋市教育委員会文化財保護課で行なっている。



凡例

1．本書における遺構記号は次のように表わす。（）は略称

Ｊ……縄文土器を伴う遺構

例Ｊ１号住居跡（Ｊ１）、Ｊ１号土坑（ＪＰｌ）、ＪＳｌ号配石遺構（ＪＳ１）

Ｈ……土師器を伴う遺構

例Ｈ１号住居跡（Ｈ１）、Ｈ１号士坑（ＨＰｌ）、大Ｈ１号土坑（Ｈ大Ｐ１）

Ｋ……掘立柱建物跡Ｉ……井戸跡

例Ｋ1号掘立柱建物跡（Ｋｌ）例１１号井戸跡（１１）

Ｔ……鍛冶跡・製錬炉吐Ｗ……溝跡

例Ｔｌ号鍛冶杜（Ｔｌ）例Ｗ１号溝跡（Ｗ１）

Ｆ……Ｂ軽石降下後の土坑Ａ……地下式士坑

例Ｆ１号土坑（Ｆ１）例ＡＩ号地下式士坑（Ａｌ）

Ｎ……用途・'性格不明遺構

例Ｎ１号遺構（Ｎｌ）

2．芳賀東部団地遺跡では、西台地から調査をはじめている。遺構番号は西台地よりはじまる。また昭和55年度調査分

については、各遺構の通算番号の後に、５５年度遺構番号を（）で表わした。

3．遺構挿図中のセクション・エレベーションの基準線標高は、基準線下の数値である。

4．本書における遺構の実測図は、竪穴住居跡発0、土坑・配石遺構等が％oを原則とする。遺物の実測図は遺物により

異なる。付図は1/800である。

5．本書で使用している竪穴住居跡の部位名称は第２巻に準じ、スクリーントーン及び記号は、以下の内容を示してい

る。

焼土蝿炭化物画種子露鑿溌Ｊｓ遺構震雲霧雲

Ｎ遺構雨珂土器・礫･石器▲

■■■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■■ 

■■ 

■■■■■■■■■■■■ 

■■■■■■■ 

■■■■■■■ 

■■■■■■■■■■■■ 

■■■■■■■ 

■■■■■■ 

■□■■■■■ 

■■■■■■ 

■■■■■■■ 

■■■■■■ 

■■■■■■■ 

６．遺物実測図の表現方法は、土器については断面実測図に残存部の拓本を組み合わせるものとした。

７．遺構の記述は、原則として下記の竪穴住居跡の記述方法に準じた。用語・表記は事務局の責任で本書として統一を

はかった。

位置調査区域及びグリッド上での位置。位置する場所の地形、周囲の遺構との関係。

形状形・規模・壁・隅角・周溝・方位・張り出し等の施設。面積は光0図上で、プラニメーターにより３回計測し、

その平均値。方位は長軸方向で測定。

床面踏み固め部分、床面の起伏具合、貼床、焼土の散布状況等。

ピット位置・形状・傾き・柱痕の有無及び柱痕径・規模・その他。

炉位置・形態・規模・構造・焼土の厚さ等。

貯蔵穴位置・形状・規模。

遺物種類・出土位置・出土状況・床面とのレベル差等。

重複重複している遺構名・重複箇所・新旧関係等。

その他遺構の'性格に係わること、または特記事項。

８．遺構挿図中の方位は、磁北を表わす。

９．ピット番号は原則として、北東隅をＰ，として反時計回りに番号をつけている。

10．遺物の記述は、観察表にまとめてある。

11．遺物写真中の遺物番号は遺物挿図の番号と対応している。

１２．遺構は、遺構番号順に掲載してあるが、重複している場合には若い遺構番号の所で扱っている。

13．巻末の遺構一覧表のデータは、ｌ～２巻のデータを修正、補正、再計測したものである。遺構のデータとしてはこ

の一覧表のものを使用されたい。



石器の分類と分析の基準

ここでは、本報文中で用いる石器分類上の用語の定義と、属`性表で用いた諸属’性について解説する。
まず、第一に石器器種の分類基準と各器種の内容について述べたい。ここでは「石器」という用語は、遺跡より出土

した石器の遺物すべてを対象として用いることとする。石器は本遺跡では、住居跡から3,499点、士坑から201点、配石
から39点、遺構外から1,754点の合計5,493点が出土している。これらについては各遺構ごとに器種と石材を明示して、
全点その組成を表に示してある。石器は次には高位レベルの分類基準であるところの「調整加工および使用痕の認めら
れる石器」と「調整加工および使用痕の認められない石器」の二者に大別できる。そのなかで「調整加工および使用痕
の認められるもの｣は住居跡で916点、土坑で41点、配石で12点が検出されているが、これらすべては本書中に図示され
ている。中位レベルの分類としては、前者は「定形石器」・「不定形石器」に二分でき、後者は、この段階に対応するも
のは存在しない。下位のレベルの分類として、定形石器・不定形石器ともに「調整加工のあるもの」・「使用痕のあるも
の」にそれぞれ分類できる。さらに、それらの下位に器種レベルの分類がくる。（別表参照)。
次に前述の基準に従い、個々の器種について解説したい。その中で、定形石器に属する石鎌、石匙、石錐、打製石斧、

磨製石斧、石棒に関しては、従来の`慣習的に広く用いられている定義（鈴木l981等）を踏襲することにしたい。そこ
でここではそれら以外のものについて触れたい。

掻器嬢形を呈するように形状を調整し、刃部は片面からの急角度（45度以上の角度）の剥離により作出されている
もの。

背付き石器剥片を素材とし、その一辺に刃潰し加工を施し、それに相応する辺を刃部としているもの。
尖頭器調整加工によって二側縁の交刃からなる尖頭部を作出し、器長の長軸と短軸の比率が３対1よりも大きくな

るもの。

模形石器方形を呈し、相対し平行する二辺に、平担剥離状の調整加工の施されたものや、潰れ等の使用痕が観察さ
れるもの。

削器剥片素材で、各辺長あるいは器長の光以上にわたって刃部が作出されているもの。刃部の形状により直刃、凸

刃、凹刃、交刃、複刃の五形態に細分する（白石1987.1989参照)。

扶入石器剥片素材で、辺の一部に－ないし複数の扶入が不連続に施されたもの。

鋸歯縁石器剥片素材で、辺の一部に複数の扶入が連続的に施されたもの。

加工痕のある剥片（ＲＦ）剥片素材で、調整加工が施されていて、器種分類のいずれにも該当しないもの。

使用痕のある剥片（ＵＦ）剥片素材で、使用痕が観察できるが調整加工の施されていないもの。

円礫石器円・楕円形を呈する河原の転礫を用い、擦り、敲き等の作業によるとみられる擦痕、磨痕、敲打痕、凹み

が表面に観察できるもの。長径20cm未満のものを対象とする。

敲石・磨石・凹石礫素材で、それぞれ敲痕、擦（磨）痕、凹みを有するもの。

石皿・台石長径20cm以上の礫を用い、平面的に擦（磨）痕が認められるものを石Ⅲ敲痕の認められるものを台石

と呼ぶ。

多凹石長径20cm以上の礫を用い、複数の凹みを表面に残すもの。

棒状石器棒状あるいは偏平な礫を用いて、その端部および側縁に敲打痕が認められるもの。多くの場合、片岩など

の変成岩を用いている。

第二に、属'性表について解説する。

表の番号で、左側のNDIは図版中の石器番号と共通、右側の遺物番号は元番号であり、この番号で遺物台帳に登録され、

収蔵庫に保管されている。

表－１６６出土石器遺構別一覧表

囿
、司祠■団、■■■回■■■■■別■、■剥■同■円、■回■、■n回■ｍｍｎｍｍ１■５ｍｍ■団ｍｎＢ研！■回田岡■■R目囿

＝記■四■■■■■■Ｐ、ｎ回■■■■■■■■■■■■■■■■國印■詞■■研囿
￣■ロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■回■■■四
ｍ刃■、、ｎm■■印■、■､、■祠■回■用囚、■回■■団四■､、、■■■■Ⅳ■、、■ｎm

00 0000 

石鎌 打斧 磨斧 石錐 尖頭器 石匙 掻器 背付 直刃 凸刃 凹刃 交刃 複刃 鋸歯 扶入 模形 礫器 ＲＦ ＵＦ 磨石 敲石 円礫 石棒 棒状 石皿 多凹 凹石 砥石 剥片 石核 礫 その他 計

住居跡 1２ 148 1９ 1３ 1４ １９ 2４ ４ 4０ 6３ 1７ 3６ 3５ 1５ １１ 1１ ６ 1４ 5８ ８ 2７ 220 １０ 1８ 4８ １３ 1０ ６ 2268 1３ 293 1４ 3507 

士抗 1３ １ 1 1 １ ３ ２ １ １ ２ ９ １ １ ４ １０７ １ 5４ 203 

配石 ４ １ 1 1 ２ 1 ２ 1８ ５ 3５ 

遺構外 10 230 ９ ５ ６ ７ 1３ 4６ 3４ 2８ 2３ １３ 2６ ９ ８ 1３ 4９ 7０ ５ 2２ 5７ １ ２ 1４ ７ ６ 1 lOO9 2１ ４ ６ 1754 

計 2２ 395 3０ 1８ 2０ 2６ 3７ ４ 8７ 9８ 4７ 6２ 5０ 4２ 2０ 2０ 2０ 6３ １２８ 1５ 5２ 286 1１ 2１ 6５ 2４ 1６ ７ 3402 3５ 356 2０ 5499 
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に従う。また、刃部角は各刃部の中

・石鎌・背付き石器

調整加工・尖頭器・石錐

のあるもの・石匙・打製石斧

・掻器・磨製石器

・石棒・模形石器山岩、浮安：浮石質安山岩、石安：石英安山

岩、黒：黒曜石、珪：珪岩、赤珪：赤色珪質

岩、流：流紋岩､斑：斑岩、上：ピン岩､蛇：
調整加工およ蛇紋岩、輝：輝緑岩、片：片岩、緑片：緑泥

使用痕・棒状石器

のあるもの・円礫石器・模形石器

び
ら

用痕の認め

るもの
片岩、結片：結晶片岩、黒片：黒色片岩、点

片：点紋緑色片岩、凝：凝灰岩、珪凝：珪質

凝灰岩を用い、その他についてはできるだけ

元のまま使用する。 石

使用痕・装着痕の位置・程度では、図示し

たようにＡ～ｄの各部位に分けて示すことに器
する。Ａ、Ｂが表裏それぞれの面、ａ～ｄが

上下左右の側面を示す。使用痕・装着痕の内

容の略号と数字は、敲：敲打痕で、ｌ：かろ

調整加工・削器類・扶入石器・ＲＦ

定形石-[鱒の:瀧雪憎凧、
のあるもの・凹石・石皿・台石・砥石

不

器

整加工および
･石核・剥片・砕片

･礫
用痕の認めら

れないもの
うじて観察できる、２：明瞭に観察できる、

３：割れて剥離痕状になるものと三段階に細
図－２８７石器の分類樹状図

分する。擦：擦りまたは磨き痕で、１：かろ

うじて観察できる、２：明瞭に観察できるが

粒子による凹凸が残る、３：粒子の凹凸は認められない、の三段階に 、ａ／

己
細分する。凹：凹みで、０：明瞭な凹みを成さない、ｌ～３：凹みの

数、多：凹み数四ケ所以上を表わす。減：磨滅痕で、ｌ：若干観察で

きる、２：稜が明瞭でなくなる、３：磨かれたようになるものに細分

する。潰：稜線または側縁の稜部が潰れているもので、ｌ：若干観察

できる、２：稜が明瞭でなくなる、３，敲き漬されたようになるもの

。
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図版－２１ Ｊ２７（外）・３０号（内）住居・JP107号土坑

（東より）

同遺物出土状態

Ｊ２７号住居炉跡

ＪＰ群一Ｉ（Ｊ２８号住）（東より）

同遺物出土状態

Ｊ29.59号住居跡（南東より）・JPlll号土坑（左上）

Ｊ３１．３２号住居跡（北より）

同遺物出土状態

同炉跡

Ｊ３３（中央）・６０号（外）住居跡・JPll8号土坑（左

Ｊ１号住居跡（南より）

同遺物出土状態（北西より）

同炉跡

Ｊ２号住居跡（東より）

同遺物出土状態（南より）

Ｊ３号住居跡・JPl22～１２４．

号土坑（北東より）

南西隅出土炭化材

同炉跡

Ｊ４号住居跡（北東より）

同遺物出土状態

Ｊ５号住居跡（南西より）

同炉跡1（東側）

同炉跡２（西側）

Ｊ６号住居跡（西より）

同炉跡

Ｊ７号住居跡（北東より）

同遺物出土状態

同出土埋設土器

Ｊ８号住居跡（北西より）
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Ｊ９号住居跡（北東より）

同炉跡

Ｊ１０号住居跡（南西より）

同炉跡・土坑

同炉跡

Ｊ１１号住居跡（北東より）

同遺物出土状態
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Ｊ12号住居跡（西より）

同遺物出土状態

Ｊ１３号住居跡（北西より）
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Ｊ１４号住居跡（西より）

Ｊ１5号住居跡（北より）

Ｊ１6号住居跡（北西より）

Ｊ１7号住居跡（南より）
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Ｊ２０号住居跡（北より）

同遺物出土状態

Ｊ２１号住居跡（北より）

Ｊ２２号住居跡（東より）

Ｊ２３号住居跡（外側竪穴）（北

図版－１

図版－２

図版－２２

図版－３ Ｆ２７９ 

図版－２３

図版－４

図版－２４

下）（東北より）

Ｊ３４号住居跡（北より）

Ｊ３５号住居跡（西より）

住居東側遺物出土状態

同炉跡

Ｊ３６号住居跡（東より）

同遺物出土状態

Ｊ３７号住居跡（西南より）

同遺物出土状態

Ｊ３８号住居跡（南東より）

同遺物出土状態

Ｊ３９．６１号住居跡。ＪＰ６０．１１２号土坑（東より）

図版－５

図版－２５

図版－６

図版－２６図版－７

図版－２７

図版－８

図版－２８

図版－９

図版－２９

同遺物出土状態

Ｊ４０（手前）・４１号（奥）住居跡（北より）

Ｊ４０号住居炉跡

Ｊ４１号住居炉跡

Ｊ４２号住居跡（南より）

同遺物出土状態

Ｊ４３号住居跡（東より）

同焼土分布状態

Ｊ４４号住居跡（西より）

Ｊ４６号住居跡（西より）

Ｊ４７号住居跡（北より）

同遺物出土状態

同炉跡

Ｊ４８号住居跡（西より）

同出土種子

同炉跡

Ｊ４９号住居跡（東より）

同炉跡１（奥側）

同炉跡２（手前側）

Ｊ５０号住居跡（西より）

同遺物出土状態

同土器出土状態

Ｊ５１号住居跡（南より）

同遺物出土状態

同炉跡

Ｊ５２号住居跡・ＪＰｌ３８・’39号土坑

（北西より）

同遺物出土状態

図版－１０

図版－３０

図版－１１

図版－３１

図版－３２図版－１２
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図版－１６
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図版－１８ 図版－３７

Ｊ２３号住居跡（外側竪穴）（北より）

Ｊ２４号住居跡（北より）

Ｊ２５号住居跡（北より）

同遺物出土状態

同炉跡

Ｊ２６号住居跡（南より）
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図版－１９ 図版－３８

図版－２０ 図版－３９



Ｊ５３号住居跡（北より）
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坑
１
 

坑
土

士
号

外
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中
１
 

下
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１
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１
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坑
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坑
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坑
坑
坑
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坑
坑
坑
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川
坑
坑
内
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士
士
士
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士
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士
中
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号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
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く
号
号
く

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
９
０
１
８
３
４
５
 

４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
５
６
６
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Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
 

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
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図版－４０ 図版－５１

図版－４１

図版－４２

図版－４３

図版－５２

図版－４４

図版－４５

図版－４６

図版－５３

図版－４７

ＪＰ６６号土坑

ＪＰ６７号土坑

ＪＰ６９号土坑

ＪＰ７０号士坑

ＪＰ７１号土坑

ＪＰ７２号士坑

ＪＰ７３号土坑

ＪＰ７４号土坑

ＪＰ７５号土坑

ＪＰ７６号土坑

ＪＰ７７号士坑

ＪＰ７８号土坑

同遺物出土状態

ＪＰ７９号土坑

ＪＰ８０号土坑

ＪＰ８１号土坑

ＪＰ８２（右）・８３（左）号土坑

ＪＰ８４号士坑

ＪＰ８５号土坑

ＪＰ８６号士坑

ＪＰ８７号土坑

ＪＰ８８号士坑

ＪＰ８９号土坑

ＪＰ９１号土坑

ＪＰ９３号士坑

ＪＰ９４号土坑

ＪＰ９９号土坑

JPlOO号土坑

JP101号士坑

JP113号土坑

JPll4号土坑

図版－５４

図版－４８

図版－５５

図版－４９

図版－５６

図版－５０

図版－５７

図版－５０



Ｆ1３（中央）・１４（左）号土坑

Ｆ１６（手前）・１７（奥）号土坑

Ｆ２１（右）・２２（左）号士坑

Ｆ２３（左）．２４（右）号土坑

Ｆ２７（右）号土坑・’２２（左）号井戸跡

同遺物出土状態

Ｆ3０（右手前川３１（右奥）・３２（左奥）号土坑

Ｆ３３（左）・３７（右奥）号士坑

Ｆ４０（右奥）・４１（左手前）号土坑

Ｆ42号土坑

Ｆ43号土坑

Ｆ４４（奥）号土坑

Ｆ４５（奥断面）号土坑

Ｆ46号土坑

Ｆ47号士坑

Ｆ48号土坑

Ｆ４９（中央）・５０（左）号士坑

Ｆ５１（左奥）・５２（右手前）号土坑

Ｆ53号士坑

Ｆ５４（左）・５５（中央）・５６（右）号土坑

Ｆ５７（左手前川５８（左奥）・５９（右）号士坑

Ｆ60号土坑

Ｆ61号土坑

Ｆ62号士坑

Ｆ63号土坑

Ｆ64号土坑

Ｆ6０．６１（左）・６２（左奥）・６３．６４（右）号土坑

坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
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士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
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号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
く

９
２
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１
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１
１
１
１
１
１
１
１
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図版－５８

図版－６５

図版－５９

図版－６６

図版－６０

図版－６７

図版－６１

Ｆ65号土坑

Ｆ６５（中央左）・６６（右手前）号土坑

Ｗｌ５（中央）号溝跡

同遺物出土状態

Ｆ66号士坑

Ｆ67号土坑

Ｆ６８（右）・６９（左）号土坑

Ｆ70号土坑

Ｆ71号士坑

Ｆ72号土坑

Ｆ３９（左）・７３（右）号士坑

Ｆ75号士坑

Ｆ76号士塘（人骨出土）

Ｆ77号土塘（人骨出土）

同出土古銭

Ｆ80号土坑

Ｆ81号士坑

Ｆ81号士坑土居断面

Ｆ83号土壌

Ｆ85号士坑

Ｆ86号土坑

Ｆ87号土坑

Ｆ93号土坑

Ｆ94号士坑

Ｆ95号土坑

Ｆ９６（右）・９７（左）号土坑

Ｆ98号土坑
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坑

坑
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士
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Ｆ
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図版－６８

図版－６２

図版－６９

図版－６３

図版－７０

図版－６４

図版－７１



１２２号井戸跡

１５（奥）・１１（手前）号井戸跡

１６号井戸跡

１７号井戸跡

１１０号井戸跡

１１１号井戸跡

１１３号井戸跡

図版－７２１１４号井戸跡

１１６号井戸跡

１１８号井戸跡

１１９号井戸跡

119号井戸跡遺物出土状態

Ｗ75号溝跡（犬走り）（トー26区）

Ｗ75号溝跡（トー26区南より）

同士層断面

図版－７３Ｗ75号溝跡遺物出土状態

Ｗ76号溝跡・ＡＩ号地下式土坑

（ニー25区南より）

Ｗ-76号溝跡（へ-26区東より）

Ｗ-75号溝跡は-25区東より）

Ｗ-77号溝跡（リー29区南より）

AII号地下式士坑

AII1号地下式土坑

図版－７４７－３区北半部（東より）

７－３区南半部（東より）

７－３区南半部（西より）

７－３区北半部（北より）

７－３区北半部（東より）

７－３区北半部（東より）

１３区（北より）

１４－２区（北より）

図版－７５１４－３区（南より）

１４－４区（西より）

１４－５区（西より）

１４－５区（南東より）

１９区調査風景

１９区Ｗ２．３．４号溝跡（南より）

２０－１区Ｍ１号墳周濠（北より）

調査風景

図版－７６Ｊ１．２．３号住居跡出土土器

Ｊ２．３．４号住居跡出土土器

図版－７７Ｊ４．５号住居跡出土土器

Ｊ５．６号住居跡出土土器

図版－７８Ｊ６号住居跡出土土器

Ｊ６．７号住居跡出土土器

図版－７９Ｊ７．８号住居跡出土土器

Ｊ８．９号住居跡出土土器

図版－８０Ｊ９号住居跡出土土器

Ｊ１０号住居跡出土土器

図版－８１Ｊ１０．１１号住居跡出土土器

Ｊ１１．１２号住居跡出土土器

図版－８２Ｊ１２．１４号住居跡出土土器

Ｊ１３．１５号住居跡出土土器

図版－８３Ｊ１3.15号住居跡出土土器

Ｊ１３．１６．１７号住居跡出土土器

Ｊ１７号住居跡出土土器

Ｊ17号住居跡出土土器

Ｊ１７．１８号住居跡出土土器

Ｊ１７．１８号住居跡出土土器

Ｊ１８号住居跡出土土器

Ｊ１８．１９．２３号住居跡出土土器

Ｊ１９．２３号住居跡出土土器

Ｊ１９．２３号住居跡出土土器

Ｊ１９．２３．２０号住居跡出土土器

Ｊ２０．２１号住居跡出土土器

Ｊ２１．２２号住居跡出土土器

Ｊ２２号住居跡出土土器

Ｊ２２号住居跡出土土器

Ｊ２２．２４号住居跡出土土器

Ｊ２４．２５号住居跡出土土器

Ｊ２５号住居跡出土土器

Ｊ２５号住居跡出土土器

Ｊ２５号住居跡出土土器

Ｊ２５・２６号住居跡出土土器

Ｊ２６．２７．３０号住居跡出土土器

Ｊ２７．３０号住居跡出土土器

Ｊ２７．３０号住居跡出土土器

Ｊ２７．３０号住居跡出土土器

Ｊ２７．３０号住居跡出土土器

Ｊ２７．３０号住居跡出土土器

ＪＰ群一Ｉ（Ｊ２８）出土土器

ＪＰ群－１（Ｊ２８）出土土器

Ｊ２９号住居跡出土土器

Ｊ２９号住居跡出土土器

Ｊ２８．２９号住居跡出土土器

Ｊ２８．２９号住居跡出土土器

Ｊ３１号住居跡出土土器

Ｊ３３号住居跡出土土器

Ｊ３４．３５．３６号住居跡出土土器

Ｊ３６号住居跡出土土器

Ｊ３６．３７号住居跡出土土器

Ｊ３７．３８号住居跡出土土器

Ｊ３８．３９号住居跡出土土器

Ｊ３９号住居跡出土土器

Ｊ３９号住居跡出土土器

Ｊ４０．４１号住居跡出土土器

Ｊ４０．４１号住居跡出土土器

Ｊ４２号住居跡出土土器

Ｊ４３．４４号住居跡出土土器

Ｊ４４号住居跡出土土器

Ｊ４４．４６号住居跡出土土器

Ｊ４６・４７号住居跡出土土器

Ｊ４８．４９号住居跡出土土器

Ｊ４９．５０号住居跡出土土器

Ｊ５０号住居跡出土土器

Ｊ５０．５１．５２号住居跡出土土器

Ｊ５２号住居跡出土土器

Ｊ５２号住居跡出土土器

図版－８４

図版－８５

図版－８６

図版－８７

図版－８８

図版－８９

図版－９０

図版－９１
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図版－９３
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図版－９５

図版－９６

図版－９７

図版－９８
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図版－１００

図版－１０１

図版－１０２

図版－１０３

図版－１０４

図版－１０５

図版－１０６

図版－１０７

図版－１０８

図版－１０９
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Ｊ４０．４１．４２号住居跡出土石器

Ｊ４３．４４号住居跡出土石器

Ｊ４４号住居跡出土石器

Ｊ４４号住居跡出土石器

Ｊ４６号住居跡出土石器

Ｊ４７号住居跡出土石器

Ｊ４７．４８号住居跡出土石器

Ｊ４８号住居跡出土石器

Ｊ４８号住居跡出土石器

Ｊ４８号住居跡出土石器

Ｊ４８．４９号住居跡出土石器

Ｊ４９号住居跡出土石器

Ｊ５０号住居跡出土石器

Ｊ５０．５１．５６号住居跡出士石器

Ｊ５２号住居跡出土石器

Ｊ５３．５４．５５号住居跡出土石器

Ｊ５５．５８号住居跡・ＪＰ土坑出土石器

ＪＰ土坑出土石器

ＪＰ土坑・ＪＳ配石遺構出土石器

住居跡・士坑出土石鎌・石錐・石匙・削器

模形石器・棒状石器・垂飾品・映状耳飾り

Ｊ４～８号住居跡出土石器

Ｊ９～１１号住居跡出土石器

Ｊ１３．１７．１９～２４．２７号住居跡出土石器

ＪＰ群－１（Ｊ２８）・３１．３２．３５．３６．４２．４３号住居跡

出土石器

Ｊ３７．４３．４４．４９．５０号住居跡・ＪＳ配石遺構出土石

Ｊ５３．５４号住居跡出土土器

Ｊ５３．５４号住居跡出土土器

Ｊ５４号住居跡出土土器

Ｊ３４．５５号住居跡出土土器

Ｊ５７．５８号住居跡・ＪＰ土坑出土土器

図版－１１１ 図版－１３８

図版－１３９図版－１１２

ＪＰ土坑出土土器

ＪＰ土坑出土土器

ＪＰ士坑出土土器

ＪＰ土坑出土土器

ＪＰ土坑出土土器

ＪＰ土坑出土土器

ＪＰ土坑出土土器

ＪＰ士坑出土土器

ＪＰ土坑出土土器

ＪＰ土坑出土土器

ＪＰ土坑出土土器

ＪＰ土坑出土土器

Ｊ1.2号住居跡出土石器

Ｊ３．４号住居跡出土石器

Ｊ４号住居跡出土石器

Ｊ５．６号住居跡出土石器

Ｊ６．７号住居跡出土石器

Ｊ７．８号住居跡出土石器

Ｊ８．９号住居跡出土石器

Ｊ９号住居跡出土石器

Ｊ１０号住居跡出土石器

Ｊ１０号住居跡出土石器

Ｊ１１．１２号住居跡出土石器

Ｊ１２．１３号住居跡出土石器

Ｊ１4.15号住居跡出土石器

Ｊ１5.16号住居跡出土石器

Ｊ１７号住居跡出土石器

Ｊ１７号住居跡出土石器

図版－１１３ 図版－１４０

図版－１１４ 図版－１４１

図版－１１５ 図版－１４２

図版－１１６ 図版－１４３

図版－１１７ 図版－１４４

図版－１１８ 図版－１４５
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Ｉ調査及び整理の経過

芳賀東部団地遺跡は、昭和51年から昭和56年まで長期間の調査を行なってきた。調査の詳細な経過については１．２

巻を参照されたい。第３巻で扱う縄文時代・中・近世は調査期間が1.2巻と重なるので、以下調査の簡単な経過と、言と＝照己』し/こい。」末；ｄ苞ＦＣｊＤＺフホＦＢﾉﾑﾛ守1、。＋・〕LLL|/J､同１可工ﾆﾛﾆbUI白｣ｽﾉｭ１．△うきこ』圭と'よＣｕノヒ、」づ人｜、詞｡Eエリノ間二

３巻千Ｉ行までの整理の経過を言己す。

昭和51年６月７曰。発掘調査事務所の整備と調査区のグリッド設定と試掘をはじめる。雨が多い。

７月遺構（Ｈ－２．３、Ｊ－ｌなど）の検出が続く。

８月山王廃寺調査のため、トレンチ設定と写真・図版整理を主として行う。

９月鍛冶杜検出。台風。

１０月土師器を伴う竪穴住居跡の検出が続く。（Ｈ－ｌ３～28）

１１月１０月に同じく検出が続く。（Ｈ-29～53）

１２月住居跡はＨ－７９．Ｊ－５まで検出される。２７日に本年度の調査を終了し、整理作業に入る。

昭和52年５月９日。本年度の調査開始。Ｔ－２検出。

６月Ｈ－８８，Ｊ－７まで検出。見学・視察が続く。

７月中旬より山王廃寺調査で休み。

８月下旬より調査再開。ＮＨＫ取材。

９月Ｈ-91、Ｊ－ｌ２まで検出。排土・精査を行う。

１０月縄文時代の遺構の検出が続く。

１１月試掘と遺構の検出が多い。

１２月２３日まで調査を続ける。以後整理作業に入る。

昭和53年４月２４曰より調査を開始。研修を実施する。調査区に地区名をつける。

５月８曰より本`格的調査を開始する。

６月相沢忠祥氏調査員に依嘱。下旬より雨が多い。

７月暑さきびしい・表土排士に機械力導入検討。

８月９区の表土除去に機械力導入。９区で墓曠の検出が多い。

９月グランド区に入る。遺構の検出が多い。

１０月カマド内焼土の熱残留磁気測定行なわれる。

1１月７－３区に入るが、ここも遺構の検出が多い。見学・視察が多い。

12月引き続き７－３区の調査。２８日に現地調査終了整理に入る。

昭和54年４月２３曰。調査開始。研修実施。

５月５３年度に続き７－３区より本格的調査に入る。

６月土器盗難。下旬より雨が多い。

７月１３区で掘立柱建物跡多く検出される。

８月中学生体験学習を行う。

９月作業員研修実施。

1０月標高点の再計測を実施。

１１月遺構の磁気探査実施。東側台地の調査に入る。

１２月東側台地にグリッド設定。２８曰現地調査終了。

昭和55年１月～３月次年度予定区の表土除去を行う。

４月21曰。現地調査開始。遺構番号を５Ｈ－Ｌ５Ｊ－ｌのように55年［４月21曰。現地調査開始。遺構番号を５Ｈ－ｌ、５Ｊ－ｌのように55年度分についてつけることとする。

５月現地調査に併行して遺物の接合、復元作業もはじめる。

６月古墳。石田111期住居跡群調査。航空写真撮影。強風の曰が多い。

７月雨が多い。土居鑑定。見学・視察が多い。

８月親子体験発掘を実施する。作業員研修。

９月航空写真撮影実施。見学・視察が多い。

１０月強風や雨が多い。今後の整理計画について検討はじまる。

１１月航空写真撮影実施。撤収にそなえ器材の整理を行う。

12月２曰。現地より撤収。元総社の分室にて整理作業に入る。発掘成果説明会。

昭和56年２月出土鉄製品の保存処理依託。

３月調査団の解団式を行う。報告書の整理・刊行計画と写真集の刊行決定。

４月～12月土器の復元を中心とする整理作業を続ける。

Ｉ 



昭和57年１月～６月第１巻収録分の土器の復元を終了する。

７月～12月遺物実測及び遺構図面の検討・トレース・版組。

１０月調査報告書作成のための作成委員会・編集委員会の発足にむけて準備会を開く。

昭和58年１月～５月遺構図版作成を続ける。

４月第２回の準備会を開く。

５月作成委員会発足。委員の委嘱を行う。執筆委員会開催。執筆を依頼する。

６月～12月原稿依頼に伴う遺構データー覧表の作成を行う。

１０月編集委員会開催。

１１月原稿完成。編集委員会開催、用語等の検討を行う。

１２月土器の胎士分析を行う。図版ほぼ完成する。

昭和59年１月～１２月第２巻に収録の遺物の接合・復元を行う。

１月遺物の化学分析を実施する。

３月第１巻を刊行する。

昭和60年１月～12月第２巻に収録する遺物の接合・復元を行う。

６月考察について編集委員会開催。

７月執筆委員会。図面整理作業を実施。

昭和61年１月～12月第２巻に収録の遺物の実測と遺構のデータ表作成を行う。図版作成。

９月編集委員会。考察について検討。

１０月執筆委員会。図面整理作業・原稿依頼。

昭和62年１月～12月第２巻に収録の図版作成。第３巻の遺構図面検討。

１１月編集委員会開催。整理・刊行計画について。

昭和63年１月～３月第２巻の校正と刊行。第３巻に収録の遺物の接合・復元。

４月～９月第３巻に収録の遺構のデーター覧表作成。遺物の実測・トレース。拓本作成。

９月執筆委員会開催。第３巻の原稿依頼。

９月～12月第３巻に収録の遺構のトレース、遺物のトレース。

１２月編集委員会開催。第３巻の考察について検討。

昭和64年１月～平成元年３月第３巻用図版作成。遺物写真撮影準備。

平成元年１月編集委員会開催。第４巻以降の委員会の体制について検討。

５月作成委員会開催。編集委員の委嘱を行う。

６月編集委員会開催。第３巻の考察について検討。

７月～考察の執筆作業、編集作業。第４巻の遺物整理に入る。

平成２年３月編集委員会開催。第４巻の刊行計画について。

３月第３巻刊行。

２ 



Ⅱ基本層序

基本層序は第２巻と基本的に同じである。士層断面図中に表記されている土

居の記号は、基本層序の記号と対応する。

第１層耕作士･表土。粒子が荒く、さらさらしている。厚さ30cm前後。

第ＩＩ－ａ層Ｂ軽石を多量に含む砂質士。厚さ１０cm前後。

第ＩＩ－ｂ層Ｂ軽石純層。厚さ１０cm前後。

第Ⅲ層黒褐色士。黒色士と褐色土がブロック状にまじりさらさらして

いる。ＦＰ．Ｃ軽石を含む。厚さ20cm前後。

第1V層黒色士。ＦＰ．Ｃ軽石を含む。厚さ10～20cm前後。

第Ｖ層ＦＡの純層かＦＡブロック層。厚さ５cm前後。

第ＶＩ－ａ層Ｃ軽石を多量に含む黒色士。厚さ２～４cm前後。

第ＶＩ－ｂ層Ｃ軽石純層。厚さ２～４cm前後。

第VH層黒色士。浮石をふくまない。粘性がある。厚さ１０cm前後。

第VⅢ層漸移層１．黒褐色士。粘性がある。厚さ20cm前後。

第１X層漸移層Ⅱ。褐色士。厚さ10～１５cm前後。

第Ｘ層ローム層。

基本層序にあてはまらない土居については個々に説明を付している。

図－１地層対照図

構と遺物遣Ⅲ 

1．慨要

芳賀東部団地遺跡は、昭和51年から昭和55年にかけて、前橋市鳥取町、小坂子町、五代町にわたる32.78haの調査を行

なってきている。遺跡内には、東と西の大きな台地と、その中間の小さな台地の大部分が含まれる。

各地の調査例をみても、台地のほとんどを調査した例は少なく、貴重な調査例となるものである。

芳賀東部団地遺跡は、全体で1500に近い遺構とパン箱670箱の遺物が検出・出土している。

縄文時代竪穴式住居跡６０士坑１４０配石遺構など７遺物パン箱約130

古墳時代古墳４竪穴式住居跡７５

奈良・平安時代竪穴式住居跡４１１竪穴遺構１０掘立柱建物跡２０６鍛冶趾・製錬杜５

溝８３士坑１２５井戸３遺物パン箱約630

中。近世地下式土坑４士坑２９３井戸２０溝２３遺物パン箱約１０

’性格不明３７

第３巻では縄文時代と中．近世を扱うが、概要は以下の通りである。

縄文時代の住居跡は、台地の全域に分布をしているが、その分布は奈良・平安時代の住居跡と同様の傾向があり、東

側台地の調査区では全域に散在する。中央台地ではその南端。西側台地では南半に集中している。これは古代からの住

居跡の適地を示すものである。中期の敷石住居跡が一群として西側台地の南西端で検出されている。住居跡の占地につ

いては考察の項をみられたい。

縄文時代の士坑は140が住居跡と同様の傾向で分布が認められる。また、140の士坑には形態その他で、いくつかに分

類ができる。用途ともあわせて考えられるものである。詳細は士坑の項を参照のこと。

その他の縄文時代の遺構には配石遺構などがあるが、その様相はさまざまである。

出土遺物は、土器は主たる文様を拓本で掲載し、石器のほとんどは実測図で掲載した。これらのほとんどは写真図版

としても掲載したので、それぞれ資料として活用されたい。

中．近世の遺構は、台地全域から検出された土坑と、中央台地（９区）より検出された中世の地下式士坑と、方形に

区画される溝．近世の墓域群から成る。墓塘は、他にも土葬のもの火葬と推定されるものがある。全体図と中央台地の

図遺構一覧表、写真図版、考察の項を参照されたい。 （井野）
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2．竪穴式住居跡

Ｊ１号住居跡（図－２．６０．６１、表－１～３、図版-1.76.119）

位置西台地の東南寄りＣ－４区に位置する。形状隅丸方形で、東壁側は直線的だが、西壁周辺は円形にちかい。

主軸方位はＮ-24.-Ｗである。規模は南北6.30ｍ、東西6.26ｍ、面積34.6m?である。壁高は東99cm、西56cmで、周溝は

ない。ピット主柱穴とみられるピットは５つある。Ｐ５は下部で２つに分れ、Ｐ３も２つ分の長楕円形であるが、基

本的には径20～30cm、深さ53～85cmあり、全体的に内側へ傾斜している。炉炉はＰ２とＰ３の中間地点、西壁から

13ｍ離れてある石囲い炉で､細長い石で三辺を囲み､西南辺は石がなくゆるく傾斜する。炉内は全体に赤く焼けている。

規模は38×27cm、深さ15cmである。東北隅の壁下には略円形の貯蔵穴とみられるピットがある。規模は155×175cm、深

さ40cm前後である。住居の約中央で、炉と貯蔵穴との中間点に浅いピットがある。126×99cm、深さ20cmの不整形で、位

置と大きさから推定すれば炉跡であったとも考えられる。他に、この浅いピットと炉との間には68×55cm、深さ54cmの

しっかりしたピットＢがある。重複溝ＷｌとW96とが重複し、西南隅ちかくにＷ２がある。遺物土器は諸磯

ｂ式が主体で、石器は石斧、削器、石核、石錐、凹石がある。（相沢）

Ｊ２号住居跡（図－３．６２～64,表４～６，図版－２．７６．１１９）

位置西台地南端近く、南への緩斜面のＥ・Ｆ－４区に位置する。４０ｍ北にＪ３号住、東40ｍにＪ１号住が位置する

が、他の遺構とは離れている。形状長方形。長軸・短軸は5.0×3.3ｍで、面積は16.2㎡である。壁高は40～76cmを

測る。ロームに掘り込まれ、立ち上がりは鋭角である。周溝･張り出し等の施設はない。長軸方向は推定でＮ－８８ｏ－Ｗ

である。床面はローム層でほぼ平担であるが、西側はわずかに高くなっている。ピット方形に配されたピット４基

が確認される。径は30～40cm・深さの資料はない。炉写真等では存在が確認されない。遺物土器は諸磯ｂ式が

主体で、石器は黒色頁岩製の打製石斧、複刃削器、扶入石器や黒色安山岩の打製石斧などが出土している。

(井野）
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黒褐色土。ＦＢＣ軽石含。茶色味帯びる。

黒褐色土。軽石わずかに含。茶色味帯びる。
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Ｊ３号住居跡（図－４．６５～68,表７～９、図版－３．７６．１１９）

位置西台地上Ｆ－５．６区に位置する。西60ｍにＪ１号住～北40ｍにＪ２号住がある。形状平面は矩形で南北

5.0ｍ、東西は推定4.5ｍ、面積は推定19.6ｍ?である。主軸はＮ－３．－Ｅを示す。壁高は88～１０６cmで、周溝は認められな

い。東壁に寄って方形の落ち込みがみられ、東壁を除く三方が１４～29cmの段状をなす。この段差は、地層断面で時間的

差が認められないことから同時期と推定される。ピット柱穴状のものが東壁際と、それに平行して数ケ所みられる

が、いずれも浅い。Ｐｌは96×69cm、深さ25cm、断面袋状をなす。Ｐ２は53×42cm、深さ17cm、Ｐ３は31×15cm、深さ１７ｃｍ

である。炉住居南西隅近くに２石をＬ字状に配し中が落ち込む形状で、周囲に炭化物が多く散布していた。規模は

46×29cmである。又、地層断面で覆土中に焼土や炭化物の混入が多くみられ、焼失家屋の可龍性がある。重複住居

北東隅でJPl22、南壁でJP124、西壁でJPl23、F279と重複する。前後関係は不明である。遺物土器は諸磯ｂ

式が主体で、石器は掻器、石斧、石錐、敲き石が出土している。

（中村）

Ｊ４号住居跡（図－５．６９～71,表－１０～１２、図版－４．７７．１１９．１２０．１４７）

位置西台地のほぼ中央部で、やや東に寄ったＤ－９区に位置する。北東へ14ｍ離れてＪ５号住が、また南東へ28ｍ

離れてＪ34.35号住がある。さらにその中間には土坑４基が存在する。形状南隅が飛び出した不整の台形を呈する。

床面上の中央付近で南北長5.1ｍ、東西長5.5ｍを測る。面積は25.3m?である。周溝は存在せず、低い壁が緩い傾斜で立

つ。壁高は確認面まで41cm残る。主軸はＮ-53.-Ｗに取る。ピット床面上には径１０～20cm、床面よりの深さが１０ｃｍ

前後のくぼみが不規則に存在するが、柱穴とみられるものは確認されない。炉存在しない。重複北東隅でHP

107と重複する。遺物土器は前期初頭の繩文尖底が主体で、石器は石斧、削器、快入石器が出土している。

（富沢）
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Ｊ５号住居跡（図－６．７２～74,表-13～15、図版－５．７７．１２０．１４７）

位置西台地の中央部やや東寄りＣ－ｌＯ区に位置する。南・南西方向25～30ｍにＪ４，３４，３５号住及びＪＰ４４～46,

110号土坑がある。形状主軸をＮ－７７ｏ－Ｅに取る。隅丸長方形で、北西隅がやや張り出しぎみを呈す。規模は床面上

で南北7.7ｍ、東西8.2ｍを測る。面積は張り出し部を含め57.5㎡である。壁は直に立ち、壁高は北側で84cm、南側で６４

cmある。周溝はない。ピット北壁より1.2ｍ内側に、Ｐ１～P3、Ｐ５のピットが約2.40ｍの間隔で、主軸と並行するよ

うに並ぶ。Ｐ,がl23xlO2cnP2が96×90cm、Ｐ３が40×35cm、Ｐ５が43×42cmを測る。柱穴とみられる。またＰ２と対応

する位置にＰ４が認められるが、他に柱穴とみられるピットはない。この他、北西隅に床面上で360×150cmの長楕円形

を呈すピットがある。貯蔵穴であろう。炉南壁より2.60ｍ内側で、主軸にほぼ平行して２つの石囲い炉がある。５．

２ｍの間隔で、それぞれ４～５石の山石を斜めに差し込み、炉としている。重複東壁及び南壁寄りでＨ２5号住、Ｈ６

号竪穴と重複し、本跡より新しい。遺物土器は諸磯ｂ・ｃ式が主に出土している。石器は片刃礫器、砥石、円礫石

器が出土している。

(富沢）
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」６号住居跡（図－７．８．７５～78、表-16～18、図版-6.77.78.120.121.147）

位置西台地の南西端Ｐ－４区に位置する。南西方向への緩い傾斜地形で、西20ｍにＪ１0号住がある。形状南西

方向に張り出しをもつ柄鏡型（敷石）住居跡で、主軸をＮ－２５ｏ－Ｅに取る。主体部は南、北壁が弧を描いて張り出し、

東西壁が直線的な方形を呈する。規模は、東西3.50ｍ、南北も最大で6.50ｍを測る。面積は張り出し部を含め16.1mlを

測る。床面は扁平な転石をまばらに敷いているが、西側半分の範囲は敷石の無い部分が認められる。敷石の周囲には範

囲を区画するよう転石が－列並ぶ｡特に奥壁は長さ30～40cm､径１０cmの棒状の転石を並べ､高さ10cm程の低い壁を形造っ

ている。東西壁もやや大振りの転石が－列並べられ、これらの石列の外側に径５cm前後の小石を主とした黒褐色土が帯

状に囲んでいる。この周礫は、厚さ20ｃｍ・４０～50cmの幅で、張り出し部分を除いた三壁の外側に認められる。住居は敷

石の外側170cmの所より全体的に約30cm掘り込み、さらに周礫部は溝状に掘り込まれている。張り出し部は５～10cm全体

的に掘り込み、幅1.5ｍ、長さ2.5ｍの長方形を呈す。中には多数のピットが不規則に存在し、敷石はない。炉住居

主軸線上にあり、主体部中心よりやや張り出し方向に寄った地点に、方形石囲い炉がある。細長い山石を１～２段積み

囲んだもので、石の表面は熱を受け脆くなり、剥がれたり、割れたりしている。石の外法で南北72cm、東西64cmを測る。

主体部と張り出し部の接続付近は浅く掘り込まれピットが存在するが、埋甕はない。ピット周礫と重複して、主体

部の周囲に８個（P,～P5、Ｐ９～P12）の柱穴とみられるピットが存在する。いずれも径30～40cm、深さ50～70cmを測る。

張り出し部には径20～30cm、深さ10～20cmの浅いピットがやや不規則に存在する。Ｐ13,Ｐ17、P2o、Ｐ２４とP15、P19、Ｐ２５

は直線的に並ぶ傾向にある。遺物土器は加曽利Ｅ４式が主体で、称名寺１．２、堀之内式も出土する。石器は石鍍、

削器、礫石、凹石、石棒が出土している。

(富沢）
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Ｊ７号住居跡（図－９．７９～81、表-19～21、図版－７．７８．７９．１２１．１４７）

位置台地の西、等高線上で西への傾斜転換点あたりのＰ－８区に位置する。Ｊ６号住居跡の北約70ｍに所在する。

形状平面は隅丸方形で、南北6.1ｍ、東西6.4ｍ、面積32.9,fを測る。壁高は52～84cmで、壁下周溝は認められない。

住居の中央は９～26cm凹んでいるが、段になる程明瞭なものではない。ピット住居内に15ケ所認められるが、Ｐ2.

P5・Ｐ４の西隅ピット、ＰＩＯ・P12が径40～108cm、深さ50cm前後であることから主柱穴と考えられる。また、その位置も

ほぼ壁に平行している。炉炉は明瞭でないが、住居の南寄りＰ８近くに埋設土器があり、また、住居中央南寄りに

平面不整形の落ち込みＰ`があり、さらに、Ｐ２の近くでＰ，に接し石が認められた。いずれも焼土や炭化物は認められ

ず炉と断定しがたい。遺物土器は諸磯ｂ式で、石器は黒色頁岩の石斧、削器や、結晶片岩の棒状石器、緑泥片岩製

の敲き石、安山岩の円礫石器、凹石、多凹石、浮石質安山岩の石皿などが出土している。

(中村）
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Ｊ８号住居跡（図－１０．１１．８２～85,表-22～24、図版－８．７９．８０．１２１．１２２．１４７）

位置西台地の西南端に寄ったＲ－３区に位置している。形状住居は柄鏡型をなし、西やや南の傾斜の低い方へ

張り出し部がある。住居のほぼ中央に石囲い炉があり、炉の周辺から張り出し部にかけて石敷がある。敷石は炉の北側

にも敷かれていた可能性もあるが、床面の状態から全面に敷石があったとはみられない。住居は東やや北の傾斜の高い

方を掘りさげ半堅穴状に構築され、周縁部には礫がある。周縁部には25×30cm程の大きさの石が６個、周礫にたてかけ

る状態で点在していた。床面の規模は南北3.75ｍ、東西3.30ｍ、面積10.4,2．周礫を含む壁高は13～22cmである。張り

出しは先端へゆるく傾斜し、1幅は接合部接近が狭く、先端部が広い。長さ1.80ｍ、最大幅1.50ｍ、面積2.411fである。敷

石本体と張り出しとの接合部には埋甕がある。ピットピットは炉の近くに３つあるが柱穴とは考えられない。周礫

内あるいはそれに接して、８つのピットがある。位置的にはよいが、やや浅く多少疑問が残る。炉炉は偏平な石で

円形に近く囲い、現状で６石あり、北側は何石か失なわれたようにみえる。炉内には埋設土器がある。遺物遺物は

土器と石器である。土器は称名寺１．２式が主体である。石器は打製石斧３，磨製石斧１があり、他に円礫８，敲石２，

石棒１，石皿ｌ、等あり豊富である。 (相沢）
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図－１１Ｊ８号住居跡遺物分布図

Ｊ９号住居跡（図－１２．８６～90,表-25～27、図版－９．７９．８０．１２２．１４８）

位置台地の西縁付近、Ｓ－２区に位置する。西20ｍにＪ８号住がある。形状幅20～75cm、厚さ10～15cmの周礫

帯の内側に、平板な石が数石敷かれている。敷石と周礫帯との接点は、細長い石を横に使い区画している。南西部は周

礫を欠いている。平面形は、円形とも隅丸方形ともとれ、周礫帯の内側で南北5.0ｍ、東西5.2ｍ、面積は推定で20.3㎡

を測る。壁高は15～33cmである。また南、南北方向に張り出しがあったかどうかは不明である。ピット柱穴と推定

されるのは、床面周辺に接し周礫帯内にあるものと、炉周辺にあるものとがある。前者は径30～85cm、深さ25～57cmの

大きさである。後者もほぼ同様か平面規模がやや大きい。炉住居中心からやや南西にあり、山石10石が残存する石
／ 

囲い炉である。内法は1.20×1.06ｍで、炉内には厚さ17cmの焼土が認められた。重複本住居より新しいHP124が炉

の北にある。さらに、住居北の周礫帯に接してJPl20がある。新旧関係は不明である。遺物土器は称名寺２式が主

である。石器は石斧、削器、円礫石器、石棒等が多く出土している。（中村）
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１．黒褐色砂質土。

2．黒褐色土。

３．暗褐色砂質土十Ⅸ＋焼土。

４．黒色砂質土十ローム＋木炭。

５．黒褐色土十木炭十暗褐色土塊。

６．ＶH＋ローム。

７．ＶH＋木炭。

８．ＶⅢ＋黒色砂質土。

９．黒褐色土。黒色粒子多･

１０．暗褐色土。粘性。

a、暗褐色土。灰、焼土塊、木炭含。

b・黒色砂質土。焼土点在。

ｃ・褐色土。
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Ｊ１０号住居跡（図－１３．１４．９１～95、表-28～30、図版－１０．８０．８１．１２３．１４８）

位置西台地の西側部分Ｒ－４区に位置する。西40ｍで崖際となる。東・西20ｍにＪ6.11号住、南10ｍにＪ５３号住

がある。形状南側に張り出しをもつ柄鏡型（敷石）住居跡である。主体部は幅40cm程の周礫と重なるよう柱穴が巡

る。この様子から主体部の平面形は円形を呈していると考えられる。主体部は周礫から40～50cm内側より－段低くなっ

ており、この面は張り出し部まで続く。主体部の規模は、柱穴間で東西3.6ｍ、南北7.0ｍ、面積は張り出し部を含め20.

6,2を測る。主軸はＮ－１８ｏ－Ｅに取る。敷石は炉の周囲より張り出し部にかけて１幅60cm､長さ160cmの範囲に認められる。

さらに張り出し部との接続付近には、６０cm伸びた後東へ直角に曲がる石列がある。この石列は張り出し部東壁ぞいの石

列へ繋る。張り出し部は幅1.6ｍ、長さ4.0ｍで、途中幅が狭くなるが、中間で20cmの段差があり、先端部分が高くなっ

ている。ピット主体部の周礫と重なるよう11個のピットがある。径20～50cm、深さ20～77ｃｍとばらつきがあるが、

1.0ｍ前後の間隔で囲んでいる。主柱穴とみられる。張り出し部との接続部には、張り出し部に向かって「ハ」字形に開

く深さ１０cm程の長方形ピット（P,４，Ｐ,5)があり、その間隔は30ｃｍと狭い。張り出し部中央には46×50cm、深さ22cmの方

形ピット(P13)があり、その他柱穴とみられるものは無い。また主体部中央には径1.34ｍ、深さ1.2ｍで円形の土坑があ

る。埋土上部に、炉石とみられる石があり、土坑南縁が炉の下に入ることから、炉を築く以前に埋められた土坑と考え

られる。炉住居主軸線上に乗り、主体部中央からやや南寄りに位置する。大振りの転石の、側面を出して囲んだ石

囲い炉で、北側の石は土坑の中に崩れ落ちている。規模は石の内法で東西20cm、南北60cm以上の細長い形をなす。内部

上面に灰が残り、その表面は良く焼け、底面より土器片が出土している。重複張り出し部西壁際でＨＰ108.109.

125と重複し、本跡より新しい。遺物土器は称名寺２式が主で、他に１式、堀之内式も出土する。石器は、石斧、削

器、円礫、石皿、凹石、石棒等が多種で多量に出土している。
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J１１号住居跡（図-15.16.96～98,表-31～33、図版-11.81.124.148）

位置西台地の南西隅Ｓ－４区に位置する。西側25ｍで崖線となる。本跡南西側には住居跡､土坑が多く、東側20～４０

ｍで同時期と考えられるＪ６，１０号住居跡が並列する。形状南西側に張り出し部をもつ柄鏡型（敷石）住居跡であ

る。奥壁及び左右両壁寄りに残る周礫の状況から、主体部は方形を呈していたとみられる。規模は床面上で南北426ｍ、

東西4.4ｍ、面積は張り出し部を含め推定で20.611fである。床面は西側部分が攪乱を受け、全体的に残りが良くない。東

側床面に扁平な石が散在する。全面に敷石されていたか判然としないが、あったとしてもまばらに存在していただけと

考えられる。周礫は幅30～40cmで認められ、この部分は浅い溝となっている。住居主軸はＮ-67.-Ｅに取る。張り出し

部は幅11.2ｍ、長さ2.6ｍの範囲が30cm程掘り込まれ、先端に行くにつれ幅狭となる。炉主体部中央で、転石からな

る石囲い炉が存在する。外法で、南北93cm、東西68cmを測る。石表面は強く焼けている。また張り出し部との接続部分

に扁平な石が置かれているが、埋甕はない。ピット周礫と重なる部分を中心に12個のピットがある。深さ20～40ｃｍ

で、柱穴とみられる。この他石囲い炉を囲む形でＰ12～P16の５個のピットがあり、15～39cmの深さでやや浅いが、主柱

穴と考えられる。張り出し部には浅いピットが多数検出されたが、柱穴とは考えがたい。重複奥壁北寄りでＦ280号

土坑と重複する。新旧関係は、Ｊ１１号住→Ｆ280号土坑の順で新しい。遺物土器は加曽利Ｅ４式が主であるが、他に

称名寺１．２式が出土する。石器は石斧、模形石器、石核、円礫、多凹石、石棒が出土している。
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Ｊ１２号住居跡

（図－１７．９９～100、表－３４

～36、図版－１２．８１．８２．１２４）淫

》
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リ

位置西台地の西南端に近い

Ｓ－５区にあり、Ｊ１１号住の北に位

置している。形状住居の平面

形はほぼ長方形で西南辺が少し広

い。主軸方位はＮ－６８ｏ－Ｅで、規

模は床面で長辺5.4ｍ、短辺、３．

６０～4.40ｍ、面積は推定で216,2

である。壁は北東が高く６３cm、南

西は自然傾斜でも低いのに、遺構

の重複があり､20cmの高さである。

周溝はほぼ全周しているが、北西

壁の中央と南西壁の西半分では確

認されなかった。周溝の幅は

15～45cm、深さは７～17cmある。

ピット床面と周溝内には径

20～50cm、深さ13cm以上のピット

が15あるが、位置的に対をなすの

はなく、主柱穴と認める状態では

なかった。炉炉は北東壁から

1.16ｍ、北壁から1.28ｍの位置に

あり、地床炉である。焼土は76×

40cm、厚さ８cmである。この焼土

に接して北西壁との間に80×８０

cm、深さ６cmの浅い凹みがあり、

この凹みの西端には26×６cmの細

＜円
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図－１９Ｊ１３号住居跡遺物分布図
長い石が据えてあり、炉に関係す

る遺構のようにみえる。重複この住居の南西隅付近ではＨＰ３１とＨ１0号竪穴とが重複している。これらは地層より、

Jl2→Ｈ１0号竪穴→ＨＰ３１の順で新しくなる。遺物土器は縄文を中心とする文様構成で黒浜式が主体である。石器

は打製石斧、円礫石器、削器、尖頭器等が出土している。（相沢）

J１３号住居跡（図－１８．１９．１０１～103,表-37～39、図版一１３．８２．８３．１２４．１４８）

位置西台地先端､Ｕ・Ｖ－８区に位置する。北東30ｍにＪ１4号住､南100ｍにＪ6.10.11号住居跡が存在する。形

状南西側に張り出しを持つ柄鏡型(敷石)住居跡である。主体部は周辺が攪乱を受け残存状態が良くないが､敷石､柱穴

の状態から西壁の一部が直線的に伸び、東、北、南壁が弧を描く方形を呈するものとみられる。敷石の外側に巡る柱穴

間で、東西4.7ｍ、南北5.7ｍ以上、面積は張り出し部も含め推定20.3,2以上であろうか。敷石は主体部中央、西端部、

及び東端部を除く範囲に認められる。扁平な転石・亜角礫を敷いており、張り出し部との接続付近には大振りな石が敷

かれている。敷石の外側には幅20～30cmで周礫が巡っていたとみられ、北、東壁にその一部が残存する。張り出し部は

幅12ｍ、長さ2.0ｍの長方形を呈し、先端付近には大振りの扁平な石を敷き、緑泥片岩等の棒状の転石で縁を造ってい

る。尚、周囲の地面（確認面）と敷石面との比高差は１０～60cmある。張り出し部を含め南北6.20ｍ、東西4.80ｍの卵状

に南西斜面を掘り込み、住居を構築している。従って北東部では高さ40～60cmの壁が周礫の外側に認められるが、南西

側では段差はごくわずかである。ピット周礫と重なって23個のピットがある。この内Ｐ４～Ｐ９を除いたＰ,～P3、Ｐ１ｏ

～P23の各ピットは径20～50cm、深さ30cmで80～100cmの間隔で並ぶ。主柱穴と考えられる。Ｐ４～Ｐ９は、Ｐ３とＰ１ｏの問

に接するよう直線的に並び、径20～30cm、深さ15cm前後と浅い。この付近は住居の掘り込みが浅く、ほとんど壁がなく、

丸太等を接する形で立て、壁としたことも考えられる。張り出し部はＰ１４とP16、Ｐ２４とＰ２５が対応する位置にあり、

先端にはP26がある。これらはいずれも深さ１０cm前後と浅いが、柱穴とみられる。炉主体部の中央より南寄りで住

居の主軸線上に造られている。かなり攪乱を受けているが、残存する縁石から一辺が50cm程の方形石囲い炉であったこ

とが分かる。２５cm掘り込み、中には焼土、焼けたロームが厚く堆積していた。また主軸線に乗り、主体部と張り出し部

の接続部に埋甕があり、周囲に大振りの転石が土器を囲むように敷かれている。遺物土器は加曽利Ｅ４式が主であ

る。石器は石斧、削器、円礫、石棒が出土している。（富沢）

2１ 



J１４号住居跡（図－２０．１０４．１０５，表-40～42、図版－１４．８２．１２５）

位置台地の西縁近くのＵ－９区に位置する。Ｊ13号住の北東約28ｍに所在する。形状平面は方形で南北5.0ｍ、

東西4.9ｍあるが、南壁がやや短い。面積は24.3,2である。壁高は地層断面図から55～70cmで、西、南壁が低い。壁下に

は周溝が深さ６～17cm、幅８～25cmの規模で全周している。床面はほぼ水平である。ピット住居内に８ケ所ある。

西壁からＬ３ｍの位置に壁と平行して４本並んでいる。Ｐ４、Ｐ５の間隔はＰ,、Ｐ７の間隔にくらべて狭く、Ｐ,、Ｐ４、Ｐ５、

Ｐ７は台形を呈す。Ｐ`、Ｐ８は中央に寄っている。炉Ｐ１とＰ７の中間に川原石が南北に壁と平行して存在する。焼土、

ピットは認められないが、炉の可能性もある。その他、住居内の北東及び東側に炭化物の出土があることから、焼失家

屋の可能性もある。

遺物土器片は少数で形態の判明するのはなく、文様は羽状縄文を主体として、黒浜式に比定される。石器は打製

と磨製の石斧が２個づつ出土している。他に削器、円礫、敲き石が出土している。（中村）

Ｊ１５号住居跡（図－２１．１０６．１０７、表-43～45、図版－１４．８２．８３．１２５）

位置西台地の西端縁際にあたるＶ－９区に位置する。付近には30ｍ東に離れてＪ１３．１４．１６号の各住居跡が存在す

る。形状２軒の住居跡が重複する。規模が小さく、深く掘り込まれた住居をＪ１５Ａ号住居跡とし、規模が大きく、

浅く掘り込まれている住居をＪ１５Ｂ号住居跡と呼ぶこととする。平面的にはＪｌ５Ａ号住居跡が、Ｊ１５Ｂ号住居跡の南西

部分に重なっている。

Ｊ１５Ａ号住居跡は、床面上で南北2.50ｍ、東西2.30ｍの方形を呈し、面積5.6,2を測る。主軸はＮ－３０ｏ－Ｅに取る。壁

は直に立ち、西及び南壁で42cm程ある。､東及び北壁はＪｌ５Ｂ号住居跡と重複し、６～８ｃｍと低くなっている。周溝は存

在しない。また壁際には深さ10～20cm前後のピットＰ,～Ｐ５があるが、柱穴と考えられるものは見当たらない。北壁よ

り内側に入った地点に埋甕がある。明確な炉跡は存在しないが、この埋甕付近が炉であった可能｣性がある。

Ｊ１５Ｂ号住居跡は、床面上で南北3.54ｍ、東西3.50ｍの方形を呈し、面積10.011fを測る。住居の主軸はＮ-55.-Ｗに

取る。１２～24cmの壁高が残り、壁は直に立っている。周溝は存在しない。また床面上には小ピットが存在するが、柱穴

とみられるものは無い。重複埋土の様子から、Ｊ１５Ａ→Ｊ１５Ｂの前後関係が知れる。またＨＰ３７がその後掘られ、

その上をＷ５号溝が東西方向に走行する。さらに北西壁上端で、Ｎ40号遺構に重複する。遺物土器は黒浜式を主と

する。石器は尖頭器、掻器、凸刃削器が出土している。

（富沢）

J１６号住居跡（図－２２．１０８．１０９，表-46～48、図版－１５．８３．１２５．１４７）

位置西台地の西端で、南北では中央からやや北寄りのＲ-11.12区に位置している。形状住居の平面形はやや

菱形状の長方形で、主軸方位はＮ－３ｏ－Ｗである。北東隅と南西隅が鋭角であるが、南東隅は隅が切られたような隅丸

を呈している。規模は西辺560ｍ、東辺6.80ｍ、北辺6.17ｍ、南辺5.55ｍ、面積37.511fである。壁は地層の状態から確

定しにくい部分があり、全体に凹凸があり、急傾斜部分と緩傾斜部分とがみられた。壁高は自然地形に添って、東側が

高く４８cm、西側が低く２３cmであった。南壁下東寄りには一部周溝状の凹みがあるが、浅くて部分的であり、周溝か否か

疑問である。ピットピットは直径20～１００cm、深さ13～31cmの規模のが８つあるが、位置的にみて対をなすものはみ

あたらず、骨格となるような主柱穴は確認されなかった。炉床面中央付近には浅い凹みはあるが、焼土はなく、炉

と認められるものは見い出せなかった。主柱穴、炉を欠くこの竪穴は住居か否かの疑問もあるが、遺物の出土状態、竪

穴の状態はこの時期の住居と共通しており、炉の施設のない点がやや特異ではあるが、竪穴住居と推定される。遺物

遺物は土器と石器が出土している。土器の文様は縄文が中心であり、黒浜式である。石器には石錐、石匙、円礫石器、

掻器がある。（相沢）
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J１７号住居跡（図－２３．２４．１１０～115,表-49～51、図版－１５．８３～８５．１２６．１２７．１４７．１４８）

位置西台地の北北西端付近Ｔ･Ｕ－ｌ６区に位置する｡西側40ｍで崖となる｡東側１２ｍにＪ１8号住がある。形状Ｎ-

22.5.-Ｗに主軸を取る台形を呈する｡周溝が二重に囲んでいる｡周溝は北壁部で切れる。住居の規模は内側周溝の外法で

南北4.06ｍ､東西は北壁寄りで3.40ｍ、南壁寄りで3.74ｍある。また外側周溝では、南北5.20ｍ、東西は北壁寄りで3.84

ｍ、南壁寄りで4.46ｍ、面積は推定21.5,fである。地層断面の観察から、内側周溝部から外側周溝部の範囲まで住居を

拡張したと考えられ、両段階においても南側がやや広がる台形状の平面形であったとみられる。壁は直に立ち、北壁及

び東壁部分で24cm前後、南・西壁部分では１０～20ｃｍと浅くなっている。このことは付近の地形が南西斜面になっている

ことに起因している。炉床面には３ケ所の炉が存在する。炉ｌは住居中央より東へ1.0ｍの位置にあり、径54cmの円

形に焼土が存在する。地床炉である。炉２は北西隅にあり、埋甕炉である。炉３は住居中央より西へ１０ｍの地点にある。

炉ｌと対応するようにあり、３０×25cmの範囲が若干焼けている。この他炉２の東側50cm、住居主軸線上に40×30cmの浅

い落ち込みがある。中より３個の石が出土している。明確な焼土等は認められなかったが、その位置から炉として使わ

れた可能性も考えられる。ピット床面上から10個のピットが検出された。Ｐ,～P4、Ｐ７～Ploが2.7～3.0ｍの間隔を

あけ、住居主軸に沿って並列し、Ｐ４とＰ７の中間にＰ５、Ｐ６が各80cmの間隔で存在する。しかし床面からの深さについ

てみると主柱穴と考えられるものは、深さ40cmのＰ３、６３cmのＰ４、６８cmのＰ７のみであり、他のピットはいずれも深さ

１０cm前後の浅いものであった。尚、これらのピットが拡張前後の何れの住居に伴うものか判然としなかった。ただＰ５、

Ｐ６は拡張前の住居の出入口に関係する支柱穴とみることもできそうである。重複ＨＰ51,120,126,127,128及び
F284、285と重複し、いずれも本跡より新しい。遺物土器は黒浜式を主とする。石器は多様で、垂飾品、石錐、尖

頭器、石斧、石匙、削器、円礫などが出土している。

(富沢）
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Ｊ１８号住居跡（図－２５．１１６～118,表-52～54、図版－１６．８５．８６．１２７）

位置西台地の北西隅、Ｔ－ｌ６区に位置する。形状住居の平面形は南北に少し長い長方形で、周溝部分を除く床

面での規模は南北3.7ｍ、東西3.3ｍ、面積10.8㎡である。主軸方位はＮ－７ｏ－Ｅである。壁高は自然地形にしたがい東

が高く４９cm、西が低く３３cmである。壁下には幅の広い周溝が、北壁の東３分の２を除いて全周している。ピット住

居床面には柱穴らしいピットはなく、周溝内にピットがある。ピットは南辺、東辺にそれぞれ２つ穿たれている。西辺

の溝は深く、全体がピットと見られる状態である。周溝の幅は上幅35～75cm、下幅20～40cm、深さは８～１６cmである。

周溝内のピットは床面より13cmのが１つあるが、他は26cm､２９cm以上の深さであり、西側の周溝は深さ38～43cmである。

炉炉は埋設土器炉である。北壁中央から70cm南に埋設土器があり、この土器を中心として直径50cmが浅く凹んで焼け

込んでいる。またこの土器より住居の中央にかけて、９０cmの範囲に焼土がブロック状に混入する土が厚さ24cmで堆積し

ていた。特に下部７cm前後では炭化物も混入していた。重複この住居に接して西側にＨ92号住居が、西南隅にはF

286がある。遺物遺物は土器と石器があり、土器は黒浜式が主体であり、土製円盤も出土した。石器は打製石斧、石

匙、磨石、尖頭器、掻器等がある。（相沢）

Ｊ１９．２３号住居跡（図－２６．１１９～124、表-55～57、図版－１６．１８．８６～８８．１２７．１２８．１４７．１４８）

〔Ｊ１９〕位置西側台地の南西端Ｒ－ｌ区に位置する。周辺は台地内でも竪穴住居跡･士坑の多いところであるが、

その西端に所在する。形状円形に近い隅丸方形｡規模は､南北3.6ｍ､東西3.7ｍ､面積lL3m2を測る。壁現高は13～２５

cmで､地層断面では64cmを測る｡長軸方向はＮ－８８ｏ－Ｅｏ周溝が全局する｡幅は22～36cmで深さは４～９cmである。ピッ

ト床面６ケ所。うち２ケ所は周溝内（P4、Ｐ５)。Ｐ３がややずれているが、Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ６が主柱穴で、Ｐ４、Ｐ５は出

入口に係わるものか。径はＰ,、Ｐ２、Ｐ６が40～60cm、Ｐ３が－回り小さい。深さは25～47cm・Ｐ４、Ｐ５は長円形でやや浅

い。炉床面中央部やや南に焼土の分布がみられた。やや掘りすぎてはいるが、円形ピット状の掘り形をなす。径約

40cm。重複Ｊ２３号住（旧)、Ｗ8８（新）と重複する。

〔Ｊ２３〕形状不整方形。規模は南北4.5ｍ、東西4.8ｍ、面積19.3,2を測る。壁現高は25～52cm・周溝はない。長

軸方向はＮ－８８ｏ－Ｅ。ピット壁際、壁下、周囲に16のピット。Ｊ１9.23に係わるピットのうち位置と、底面レベル

がＪ１9床面上より高いことでＪ２３のピットとした。しかし、Ｐ２，Ｐ５、Ｐ７、Ｐ９、P14、P15、Ｐ１６についてはＪｌ９に係わる

とみることもできる。径20～30cmで深さ１０cm程度のもの､径70～40cmで深さ20cm程度のものとがある。壁内のピット(Ｐ,、

P3、Ｐ４、Ｐ６、P1o、Ｐ,,、Ｐ13)は径が60～70ｃｍと大きく、深さも40～60ｃｍと深い。地層断面からＪ２３に伴うピットである。

柱居内施設はＪｌ９との重複で失なわれ不明である。遺物平面的にはＪ２３住とみられるものもあるが、レベルでみる

とＪ１９住とみられる。土器は黒浜式を主とする。石器は石鎌、削器、石匙、棒状石器、石斧、掻器、石核、円礫、多凹

石が出土している。

（井野）

J２０号住居跡（図-27.125～129、表-58～60、図版－１７．８８．１２８．１４７．１４８）

位置西側台地南西端のＲ－１．１０１区に位置する。形状長方形｡北辺に比べ南辺が長く台形に近い｡規模は南北4.

6ｍ､東西3.8ｍ､面積は16.4,2.壁現高は13～40cm､地層断面からは40cmを測る｡長軸方向はＮ－ｌ２ｏ－Ｗｏ周溝が全周する。

幅20～39cmで、深さは９～26cmあり、しっかり掘られている。ピット床面３ケ所。Ｐ,、Ｐ２は北辺周溝内にある。径

は25～28cmで深さ40～48cm・柱穴と考えられる。Ｐ３は床面中央に近く、径47～67cm、深さ23cmで周囲より焼土が検出さ

れている。炉Ｐ３のやや東より焼土面が検出されている。８０×45cm・厚さ４cm。また、Ｐ３の北より埋設土器が検出さ

れている。重複JPl40と重複する。地層断面よりJPl40が新しい。また壁際上面でＦ287,288と重複する。遺

物土器は黒浜式が主とする。石器は石錐、尖頭器、石斧、削器、円礫などが出土している。

（井野）

Ｊ２１号住居跡（図-28.130～132,表-61～63、図版一'７．８８．８９．１２９．１４８）

位置西台地の南西端にあたるＱ－１区に位置する。付近にはＪ１９．２３号住を初めとして20軒程の住居跡と多数の士

坑が存在する。形状Ｎ－２０ｏ－Ｅに主軸を取る方形である。東西幅は北壁側に比べ南壁側の方が40cm程広くなってい

る。規模は壁下端間で、東西は北壁寄りで3.6ｍ、南壁寄りで4.0ｍ、南北4.0ｍを測り、面積は15.4㎡である。壁下には

上幅20cm、床面よりの深さ10cm程の周溝が巡る。しかし、北東隅及び北壁東側半分の範囲には、周溝は存在しなかった。

炉住居中央Ｐ，付近においても焼土等の痕跡は認められなかった。ピット床面上には径40～80cm、床面よりの深

さ18～30cmの隅丸方形のピットが４個（Ｐ,～P4）存在するが、柱穴とみられるものはない。重複北壁上半部でＨＰ

53号土坑と重複する。遺物土器は諸磯ａ式を主とする。石器は石斧、削器、円礫、磨石、石Ⅲが出土している。

（富沢）
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Ｊ２２号住居跡（図－２９．１３３～137,表-64～66、図版－１８．８９．９０．１２９．１４７．148）

位置西側台地南西端のＱ-101,102区に位置する。台地西縁近くで南西への緩傾斜面にあたる。付近は住居跡、士

坑の多いところで、南にＪ２５号住、北にＪ２０．２１号住が所在する。奈良、平安期の住居跡の多いところでもある。形

状北壁がやや張り出し、東壁にくらべ西壁の長い不整方形である。各壁とも削平、攪乱をうけている。規模は南北5.

2ｍ、東西4.7ｍ、面積22.4,2である。壁現高は最大で54cmを測る。周溝は確認されなかった。長軸方向は真北をさす。

ピット床面に６個確認されている。Ｐ１～Ｐ４が柱穴と考えられる。Ｐ2、Ｐ４は二重のピットとなっている。内側のピッ

トは小さく深い。方形に配置されている。中央のＰ５、Ｐ６も柱穴ともみられるが、Ｐｌ～Ｐ４より小さく浅い。

炉床面北側に長円形の焼土があり、中央に埋設土器があった。焼土下には３個のピットが検出されている。Ａ(26×

24×17cm）Ｂ（73×46×７cm）Ｃ（56×53×24cm）遺物土器は諸磯ａ式を主とする。石器は石鎌、石錐、石匙、石

斧、削器、敲き石、棒状石器、石Ⅲ、多凹石などが出土している。

（井野）

J２４号住居跡（図-30.138～141,表-67～69、図版一'８．９０．９１．１３０．１４８）

位置西側台地の南端中央部Ｍ、Ｌ－１区に位置する。南への緩斜面である。本跡西側は縄文住居跡が多く構築され、

十数軒が検出されている。また東側は奈良、平安時代の遺構が多く検出されているが、縄文時代の遺構はほとんど検出

されていない。形状大型の方形住居跡である。壁は削平をうけているところが多く、北東隅が比較的のこりが良い。

規模は南北7.2ｍ、東西8.0ｍを測る。面積は53.0㎡である。壁現高は18～62cmである。長軸方向はＮ－７８ｏ－Ｅである。

周溝･各種施設は検出されなかった。ピット柱穴は７個検出され、ほぼ方形に配されている。Ｐ１～P5が柱穴で、Ｐ６

は炉の掘り形、Ｐ７は住居内施設と考えられる。またＰ７は上面に焼土があり、埋士中に若干土器片を含んでいた。－部

さらに深くなっている。炉Ｐ６の位置と考えられる。中より土器片が検出されている。重複ＨＰ３．４と重複す

る。遺物土器は諸磯ａ式を主とする。石器は石鍼、石斧、模形石器、削器、円礫が出士している。

（井野）

J２５号住居跡（図-31.142～146,表-70～72、図版－１９．９１～93.130.131.147）

位置調査区域南西部、R-lO2区に位置する。西台地南西部の住居群のうち最も南西隅に所在する。形状南北４

８ｍ、東西3.7ｍ、面積は推定で14,8㎡を測り、南北が少し長い楕円形である｡主軸方位はＮ-12.-Ｅである。壁高は自然

地形にしたがい北が高く南が低い。最高50cm、最低18cmである。周溝は認められない。ピット中央部に比較的小規

模なものが重なって２つ、さらに中央より北寄り８０cm､北東寄り80ｃｍと計４つ確認されるが主住穴とは考えにくい。炉

中央より北西寄り80cmの床面上に、およそ25×35cmの長円形の範囲に焼土が認められる。また床面上埋土には、全体的

に炭化物が混入する。中央部の重複するピットの南側床面下に土器片が埋設されているが炉であったとは考えがたい。

中央北寄りのピット北側にほぼ完形の埋設土器がある。土器西側に半壊した石（10×25cm）が接して置かれており、炉

であった可能`性が考えられる。埋設土器と石との位置関係及び住居内の存在は、Ｊ２６号住の場合と類似している。重

複住居西壁内側を南北にW88が通過する。またＪＰ３９が住居西壁北側の一部で重複する。地層断面から住居との前後

関係を判断できないが、住居に付属する施設とは思われない。遺物遺物は中央部から南半部に集中して散布する。

土器は黒浜式が主である。石器は石鑑、模形石器、尖頭器、石匙、石斧、棒状石器が出土している。

（白石）

J２６号住居跡（図-32.147～１４９，表-73～75、図版－２０．９３．１３１）

位置調査区域南西部、Q-lO2区に位置する。西台地の南西最末端部の緩傾斜面上に所在する。形状遺物の散布

状態から住居跡のおおよその形状が推定されるだけで四方向とも壁は確認されない。南北５ｍ、東西4.5ｍ、面積は推定

で19.0,2と南北が少し長い円形あるいは、隅丸方形と思われる。主軸方位は、Ｎ－３ｏ－Ｗである。張り出し等の施設は

ない。床面と推定される面は、北東から南西に傾斜する自然地形にしたがい北東部が高く南西部との比高差はおよそ２０

cmである。ピット、周溝は認められない。炉埋設土器炉と推定される。位置は南北軸上で住居の中心より北寄り約

１ｍである。南北に横たわる長石（およそ10×50cm）の下に甕が埋設されている。その位置は長石の中央部よりやや住

居の中心寄りで甕の西半部を覆う。甕は口縁の一部を残すが底部を欠く。また長石下に隠れる部分の多くを欠損してい

る。甕が埋設されているのにもかかわらず、全形をとどめず、周囲に焼土も確認されないこと等から炉として機能して

いたかどうか不明である。埋設土器と長石との位置関係及び住居内の所在は、Ｊ２５号住の場合と類似している。重複

Ｈ１09,110号住がＪ２６号住上面に重なって検出された。（全体図参照）遺物遺物の出土状態は、住居中央部に集中し、

炉と推定される場所より北側にはほとんどみられない。土器は黒浜式が主である。石器は黒色頁岩の背付き石器、打製

石斧、交刃削器、石核、複刃削器、安山岩の円礫、線刻礫が出土している。（白石）
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図－３２Ｊ２６号住居跡

J２７．３０号住居跡（図-33.150～156、表-76～78、図版－２１．９３～９６．１３１．１３２．１４７．１４８）

〔Ｊ２７〕位置西側台地南西部N-lO2区に位置する。縄文時代の竪穴住居跡、士坑が多く検出されるところである。

形状やや円形に近く、西壁が直線的な隅丸方形。南辺は残存状態が悪い。規模は、南北推定5.5ｍ、東西5.6ｍ、面積

は推定で26.411fである。周溝はない。長軸方向はＮ－８３ｏ－Ｅである。壁現高は17～43cmで、地層断面からは44cmを測る。

床面はＪ３０号住上にＪ２７号住の床面が作られており、Ｊ３０号住との重複部は貼床となっている。地層断面および、遺物

の出土レベルからも同様に床面が確認される。ピットＪ２７．３０号住で18ケ所検出されている。地層断面からＰ１は

Ｊ２７号住に属する。位置よりみて、Ｐ,～Ｐ７がＪ２７号住のものと思われるが、他のＰ,o～P,８にも同様の可能性がある。

P,～Ｐ７は径40～70cmで深さ20～50cmのものが多い。炉Ｊ３０号住との北東隅の重複部に埋設土器と２石があり炉と想

定される。重複Ｊ３０号住とJPlO7はＪ２７号住より旧い。

〔Ｊ３０〕形状方形で南半分はややひろがっている。規模は南北3.8ｍ、東西4.1ｍ、面積は14.1㎡である。壁現高

は14～31cmである。周溝はない。長軸方向はＮ－８ｒ－Ｅである。ピット床面に11ケ所(P8～P18)ある。規模はまち

まちであり、柱穴と確定しがたい。炉北辺やや南にある。２石が方形を想定して配され、焼土がみられた。掘り形

は凹んでおり、径30cm、深さ14cmである。遺物土器は諸磯ａ式を主とする。遺物中には黒浜式のものもまじるが出

土レベルからみるとＪ３０号住の遺物と考えられるものは検出されなかった。ほとんどがＪ２７号住の床面より上のレベル

で出土している。土製円盤が出土している。石器は多種多量に出土している。石鍼、模形石器、石匙、石斧、削器、石

核、円礫、棒状石器、軽石製石器、石Ⅱなどが出土している。黒色頁岩製が多いが、安山岩製のものも出土している。

（井野）
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J２９．５９号住居跡（図－３４．１５７～160、表-79～81、図版－２２．９７～９９．１３３）

〔Ｊ２９〕位置西側台地南西のM-lO2区に位置する。近接して竪穴住居跡、土坑が多く検出されている。形状Ｊ

29号住は上半部を耕作等で削平を受けており、確認できないところがある。南北にやや長い方形と推定され、北西、北

東隅はやや鈍角で、東壁南隅近くには張り出しがある。規模は南北3.9ｍ、東西3.8ｍ、面積は14.0㎡を測る。壁現高は

１４～37cmであるが、地層断面では52cmを測る。長軸方向はＮ－ｌＯｏ－Ｗｏ周溝はない。張り出しは120×30cmで床面とのレ

ベル差はない。ピット確認されていない。炉不明。重複Ｊ５９号住、JPlllと重複する。Ｊ５９号住とは地層

断面より本跡が旧い。又JP111に関しては同時期の可能性が強い。

〔Ｊ59〕形状Ｊ29号住との重複その他の削平により不明な部分があるが、長円形と推定される。規模は、南北推

定5.0ｍ、東西6.8ｍ、面積は28.4,2である。壁現高は22～27cmである。地層断面からは30cmを測る。周溝はない。主軸

方位はＮ－６９ｏ－Ｗｏ床面中央にあたるところが、Ｊ２９号住と重複するため不明のところが多い。ピット確認されて

いない。炉不明。遺物土器は黒浜式と諸磯ａ式に分けられるが、Ｊ２９号住は諸磯ａ式が主で、Ｊ５９号住は黒浜

式が主である。JPlllは諸磯ａ式が出土している。石器は尖頭器、石斧、削器、扶入石器、模形石器、円礫が出土して

いる。ほとんどが黒色頁岩製である。

（井野）

J３１．３２号住居跡（図-35.161～164,表-82～84、図版－２３．９９．１３３．１３４．１４９）

位置中央台地の南端二・ホー23区に位置する。中央台地では南端に住居跡５軒と士坑が検出されたのみで、台地の

北は中・近世の遺構・遺物が占めている。Ｊ３１号住はＪ３２号住との重複である。

〔Ｊ３１〕形状楕円形を呈す。Ｈ１52号住との重複で東壁が失なわれている。南北6.9ｍ、東西は現状で6.1ｍ、面積

は現状で34.9,2である。壁高は23～55cmを測る。周溝、張り出し等の施設は認められない。ピットＪ３１号住のピッ

トとして検出されたものはなかった。炉南西隅に焼土域（径80cm）と炉が検出されたが、焼土面のレベルが床面レ

ベルより上であることと、焼土域の範囲が石囲い炉の焼土域に重なりレベルが上であるので、焼土域がＪ３１号住の炉で

あると考えられる。

〔Ｊ32〕形状やや東壁にむかいひろがる方形をしている。東壁はＨ１52号住により半ば失なわれている。規模は南

北5.2ｍ、東西4.8ｍ、面積は現状で23.5m’である。周溝や施設は認められない。壁現高は６～22cmである。Ｊ３１号住よ

り旧いので壁全体が削平をうけている。ピット床面に１個(Ｐ,)。157×156×20cmで住居施設の一部であろうか。炉

南西隅に石囲い炉がのこる。２石がのこり、方形と推定できる。規模は28×24cmで石の南に焼土域（94×72cm）がひろ

がる。炉の地層断面からは、石の内側から南40cmの範囲に焼土域があった。重複Ｊ３１．３２号住は重複するが、遺物

のレベル、地層断面、焼土域、炉のレベルによりＪ３１号住が新しいとした。さらにＪ31.32号住をＨ１52号住が切り、ま

たＪ３１．３２号住をＷ１０号溝が切っている。遺物土器は黒浜式と諸磯ｂ・ｃ式が主として出土している。位置レベル

よりＪ３１号住は諸磯ｂ・ｃ式が主で、Ｊ３２号住は黒浜式が主と考えられる。Ｊ３２号住内のＰ，内の土器は黒浜式であり、

同住居に伴うものと考えられる。石器は石斧、削器、円礫、石Ⅲなどが出土している。

（井野）

j３３．６０号住居跡（図-36.165～166,表-85～87、図版-24.100.134）

位置中央台地南端、ホー23区に位置する。中央台地での縄文時代の遺構は南端に限られ数も少ない。Ｊ３３号住とＪ

60号住は重複している。

〔Ｊ33〕形状やや南北に長い楕円形である。規模は南北3.3ｍ、東西2.8ｍ、面積は推定で7.5m?である。Ｊ60号住

と重なり上半を削平されている。壁高は地層断面で32cmを測る。周溝はない。長軸方向はＮ－５ｏ－Ｗである。

ピットＪ３３号住と考えられるピットはない。炉床面中央部にあるJP118の北縁と重なるように焼土域（120×

25cm）がある。JPll8はＪ３３号住よりも新しいので、焼土域のほとんどはJPll8に削平されたと推定される。

〔Ｊ６０〕形状Ｊ33号住の上に作られている。西半及び東半の一部が検出されており、楕円形の住居跡と推定され

る。西壁はＨ１52号住と重複して削平されている。規模は現状で南北5.9ｍ、東西5.2ｍであるが、推定で径約６ｍ、面積

は現状で21.2m?である。壁高は21～44cmを測る。周溝は検出されていない｡長軸方向はＮ－３ｏ－Ｅである。ピットＪ

60号住と考えられるピットはないが、JPll8がＪ６０号住に付く施設の可能性がある。炉ほぼ中央に円形の焼土面が

あり、その広さは90×80cmである。重複地層断面からの判断で、一番旧いのがＪ３３号住、次にJP118とJP115が

でき、さらにＪ６０号住、それをＨ１52号住が切り、その上をW11が南北に通っている。台地南端であり、覆土が厚くおおっ

ていた。遺物土器は諸磯ａ・ｂ式が主であるが、JPll8。Ｊ６０号住に属すると考えられる。Ｊ３３号住に伴うものは

ない。石器は削器、敲き石、円礫、石皿が出土している。

（井野）
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図－３６Ｊ33.60号住居跡

J３４号住居跡（図-37.167、表-88～90、図版-24.100.134.150）

位置西台地のやや中央より東側の平坦地Ｂ・Ｃ－８、Ｃ－９区に位置する。地形は南へ緩やかな傾斜をし、住居は

西側一部を除いて南北に走る舗装道路により切り取られている。形状現存するのは住居跡の一部のみであるが､一辺

7.1ｍ以上の方形住居跡と推定される。現存する規模は南北7.1ｍ、東西１０ｍ、面積は現状で5.7,2である。住居の主軸方

位はＮ－１８ｏ－Ｅｏ壁高は87～96cmで、壁下にビット列が並ぶ。ピットの大きさは20～30cmで､３０～40cm程の間隔で規則

的に壁下に並んでいる。ピットは壁に付く型式の壁柱穴と考えられる。住居の床面は純粋なローム層ではないが、硬く

しまっている。又西壁下中央に３ケ所焼土が存在した。炉炉の施設等は現状では確認できなかった。重複Ｋ６

号掘立と重複。遺物土器は黒浜式。石器は削器と石皿が出土している。

（江原）
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図－３７Ｊ３４号住居跡

J３５号住居跡（図-38.169.170、表-91～93、図版－２５．１００．１３４．１４９．１５０）

位置西台地の中央から東へやや寄った、Ｂ・Ｃ－７．８区に位置する。北側30cmほど離れた所に、土坑群をはさん

でＪ４号住がある。形状Ｎ-8.5.-Ｅに主軸を取る長方形を呈する。壁下端間で南北4.74ｍ、東西3.8ｍ、面積17.5

,2を測る。壁は直に立ち、壁高は北壁・南壁・東壁部分で40cm前後ある。壁に沿って周溝が全周する。また、周溝内に

は径20～30cm、深さ５～30cmの小ピットが、２０～１００cmの範囲で不規則な間隔で掘られている(Ｐ,～P28)。壁柱穴と考え

られる。ピット東壁より80cm内側に入った地点で、南、北壁の周溝に接するようＰ29.P3Cがある。4.8ｍの間隔で、

住居の主軸に並行するようにあり、主柱穴とみられる。P29が床面上で34×26cm、床面よりの深さ44cm、P3Cが同じく径

33×24cm、深さ55ｃｍとなる。他に主住穴とみられるものは無い。この他南西隅に径80×68cm、深さ60cmのピットＰ８が

あり、貯蔵穴と推定される。炉住居主軸上で、住居中央よりやや北へ寄った地点に、埋甕を伴う石囲い炉がある。

住居中央部側に土器（NO1）を埋め、その北側に山石を３石敷き、その周囲に５石側面を立てて囲んでいる。炉の周辺

は床面と比較して１０cm前後くぼんでいる。炉の西側の床面には焼けている所がみられる。重複住居の東側にＨ１48号

住居跡が接しており、東壁の一部が削られている。また南西部上半でＫ７号掘立と重複する。遺物士器は黒浜式。

石器は削器と石皿が出土している。

（富沢）
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J３６号住居跡（図-39.171～175,表-94～96、図版－２６．１００．１０１．１３５．１３６．１４９）

位置西側台地南西端のN-102区に位置する。形状東西に長い長方形で、北辺･南辺はやや内にはらむ。東辺は

西辺にくらべやや狭い。規模は拡張前で南北4.3ｍ、東西4.7ｍ、面積19.0,2で、拡張径は南北で4.8ｍ、東西5.7ｍ、面

積23.7,2となっている。壁現高は20～49cmで、地層断面からは52cmを測る。周囲にしっかりした周溝が全周するが、Ｈ

１26号住との重複部分では削平をうけている。幅は27～54cmで、深さは19～44cmで、拡張後も周溝が認められる。地層断

面より、東・西辺の周溝の埋土が同じで、西辺の東よりの周溝の埋士は異なっており、貼床状をなし、西に拡張したも

のと考えられる。ピット床面１０ケ所に検出された。Ｐ１，Ｐ２，Ｐ５、Ｐ６が当初の住居跡の主柱穴と考えられる。西辺の

周溝内の２つのピットは拡張後の施設に係わるものであろうか。当初の主柱穴は径20～40cmで深さは14～35cm、西辺周

溝内のピットは径20～30cmで深さは50cm前後と深い。炉東壁際より埋設土器が検出されており、炉の一部と考えら

れる。重複東辺がＨ１26号住と、西辺がＨ１59号住と重複し、－部削平をうけている。遺物土器は黒浜式を主と

する。石器は石匙、耳飾、石斧、削器、円礫、敲き石、石Ⅲ、棒状石器、多凹石等が多量に出土している。

（井野）

J３７号住居跡（図－４０．１７６．１７７，表-97～99、図版一２７．１０１．１０２．１４９．１５０）

位置西側台地南西端に近いＰ.Ｎ－１．２区に位置する。傾斜はほぼ平坦な地である。周囲には住居跡が十数軒と

多数の士坑が存在する。台地のなかでも遺構の多いところである。形状隅丸の方形であるが、東辺は凹凸がある。

規模は南北5.1ｍ、東西5.2ｍ、面積は23.4,2を測る。壁現高は24～45cmである。地層断面からは44cmを測る。周溝・張り

出し等はない。長軸方向はＮ-30.-Ｗ。ピット床面５ケ所。Ｐ,～Ｐ４が主柱穴と考えられるが、Ｐ１は他のピットに

比して小形で径約30cm･Ｐ３は他のピットにくらべ浅く、深さ９cm･他は径が50～70cmで､深さ20～60cmである。炉炉

は確認されなかった。その他柱穴の内側がやや落ち込むが、段差をなすほどではない。遺物土器は称名寺２式

が主である。石器は円礫、多凹石、台石等が出土している。

（井野）

J３８号住居跡（図-41.178～182、表－１００～１０２、図版-28.102.136）

位置調査区域の南西端、西台地の緩く南へ傾斜するＮ-101区に位置する。形状住居は南北4.2ｍ、東西4.3ｍ、

面積は推定で18.5㎡を測り、隅丸方形である。北壁と東壁および住居の半分程は重複し、破壊されていた。壁高は20ｃｍ

から48cmで壁下に周溝等は存在しなかった。主軸方位はＮ-69.-Ｅを示す。ピット５個検出された。住居の三隅に

径38～54cmのピット３個があり、主柱穴の一部と推定される。他に住居南西側に径82×68cm、深さ45cmのＰ４、９０×87cm、

深さ46cmのＰ３２個があり、貯蔵穴とみられる。炉Ｈ１56号住と重複の為破壊されたと考えられ、不明である。遺

物土器は諸磯ａ式を主とする。石器は石錐、石匙、石斧、掻器、削器が出土している。

（江原）

J３９．６１号住居跡（図－４２．１８３～186、表－１０３～105、図版－２９．１０２．１０３．１３６．１３７.150）

位置西側台地の西南に近いＮ－１０１．１０２区に位置する。周囲には竪穴住居跡14～５軒の他、土坑も多い。台地内で

は住居跡が多く検出されているところである。

〔Ｊ39〕形状やや南北が長い方形であるが、Ｊ６１号住と重複している為不明な部分が多い。規模は南北推定5.1ｍ、

東西4.6ｍ、面積は22.3,2を測る。壁現高は37～45cm、地層断面からは48cmである。周溝･張り出し施設は確認されない。

主軸方位はＮ-13゜－Ｗ。ピット床面15ケ所。その形状と床面よりの深さにより、Ｊ３９号住の拡張前･後とＪ６１号住

の柱穴とした。Ｊ３９（拡張前）のピットはＰ,,、Ｐ,、P14、Ｐ８で径が50～90ｃｍと大きく、深さは30cm前後が多い。拡張

後は柱穴の配置の様子と柱穴ののこりの様子から前記４ビットのやや南に柱穴が位置する。Ｐ10､Ｐ３､Ｐ15,Ｐ7.径は30～５０

cm、深さは50～１００cmである。いずれも柱穴４個は方形に組まれ、Ｐ１４とＰ１５が重複している。炉Ｐｌ３の北に50×８０

cmの焼土域があり、石が出土していることからこの付近と考えられる。

〔Ｊ６１〕Ｊ39号住と重複する。地層断面図等よりＪ６１号住が旧いと推定される。形状推定円形。規模はＨ１27号

住とも重複しており不明な点が多いが、現状南北４８ｍ、東西４０ｍ、面積は推定5.2,2．壁高は南、西壁で９～29cmを測

る。周溝.施設は検出されていない。長軸方位はＮ－１３゜－Ｗである。ピット円形に配されたＰ２、Ｐ４、Ｐ５、Ｐ６、Ｐ８

内のＰ９、P12が主柱穴と考えられる。径30～40cmで、深さは20～60cmである。炉不明であるが、Ｊ６１号住の柱穴の

ほぼ中央にP13が位置し、炉跡とも考えられる。重複Ｊ３９号住にはＪ６１(旧)、JPll2(旧)、Ｈ１27(新)、HPl29(新）

が、Ｊ６１号住にはＪＰ６０（不明)、ＨＰ129（新）が重複する。遺物土器は諸磯ａ式が主である。Ｊ６１号住に属する

と考えられる土器は出土しなかった。石器は打製と磨製の石斧、削器、模形石器、円礫、多凹石が出土している。

（井野）
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J４０．４１号住居跡（図-43.187～190,表-106～108、図版-30.104.137）

位置西側台地、東縁の中央部南ロ・ハー７区に位置する。芳賀東部団地遺跡では縄文住居跡が西側台地の南西と東

縁の中央部やや南に集中して検出されており、Ｊ４０．４１は後のグループの南東に所在している。Ｊ４０．４１号住は重複し

ている。

〔Ｊ４０〕形状西壁がやや直線を呈する円形である。規模は土居図より推定で南北4.5ｍ、東西4.8ｍ、面積は推定

17.2ｍ?である。壁高は34～52cmを測る。周溝は検出されなかった。長軸方向はＮ－８３ｏ－Ｗである。ピット床面７個

検出されている。Ｐｌ、Ｐ２、Ｐ４、Ｐ６、Ｐ７は円形に配され、主柱穴と考えられる。Ｐ３は床面南端にあり、柱穴もしくは出

入口の施設に係わるものと考えられる。Ｐ５は不明である。柱穴の径は40～50cmである。深さは記録がなく不明であるが、

径もしくはそれ以上の深さがあるとみられる。炉Ｐ，とＢの問に92×84cmのピットがあり、礫の散布ともあわせて

炉の跡と考えられる。またＰ６の西床面にも多数の石と土器片が散布していた。

〔Ｊ４１〕南壁が北壁よりやや長い長方形をしている。新しいＪ40号住に切られている。規模は現状で南北4.3ｍ、東

西3.3ｍ、面積は現状で14.1ｍPである。壁は28～38cmを測る。周溝･張り出し等の施設はないとみられる。ピットＪ

41号住に附随するとみられるものは検出されなかった。炉床面中央やや北。平面は方形で48×48cmの規模である。

掘り形は80×69cmである。礫８石で囲み、底面敷石される。重複Ｊ４０号住の南壁とＪ４１号住の北壁が重複するが、

地層断面図によりＪ４０号住が新しい。遺物土器は花積下層と諸磯ｂ・ｃ式が主である。出土位置よりＪ４１号住が花

積下層で、Ｊ４０号住が諸磯ｂ・ｃ式とする。石器は石斧、削器、敲き石、凹石、円礫が出土している。

（井野）

J４２号住居跡（図－４４．１９１．１９２，表－１０９～111、図版－３１．１０５．１３７．１４９）

位置西側台地東縁中央部やや南のイー８区に位置する。この付近は遺構の検出数が多いところである。形状ほ

ぼ正方形に近い方形の住居跡である。壁はしっかりと掘り込まれている。四隅はほぼ直である。規模は南北４６ｍ、東西

4.8ｍ、面積は20.411f・壁高は73～92cmを測る。周溝や張り出し等の施設は検出されなかった。主軸方位はＮ-84.-Ｅで

ある。床面はよくしまった硬いローム面である。床面北東部より炭化物を検出している。土居にも炭化物が含まれてい

る。ピット床面に４個検出されており、いずれも主柱穴である。径は30～70cm、深さはＰ４を除くと30～50cmであ

る。ほぼ方形に配されている。炉床面中央部の方形ピット。規模は33×33cmである。重複Ｈ237号住、ＨＰ５５と

重複している。Ｈ237号住はＪ４２号住の北壁上半で重複し、ＨＰ５５は南東隅で壁と重複している。遺物土器は諸磯ｃ

式が主である。石器は石斧、削器、敲き石、円礫、石Ⅲが出土している。

（井野）

J４３号住居跡（図－４５．１９３．１９４，表-112～114、図版－３２．１０５．１３８．１４７．１４９）

位置西側台地東縁南のハー６区に位置する。当初は２住居跡の重複と考えたが、検討の結果Ｊ４３号住一軒のみで、

JPl29・'30.131との重複と判断した。形状南北に長い長方形の住居跡である。北壁にくらべ南壁がやや長い。規

模は南北が士層断面からの復元で5.1ｍ、東西4.1ｍ、面積は19.5㎡である。主軸方位はＮ-11.-Ｅ・壁は住居北半では

ロームをしっかり掘り込んでいてわかりやすいが、南半では自然地形のロームがさがっているので壁は、はっきりしな

い。壁高は43～76cmで、地層断面図からは82cmを測る。周溝・張り出し等の施設および柱穴は確認されなかった。床面

はＪＰ１２９・'30.131の上にある。床面凹凸があるのは精査時にＪＰの覆土を掘ったためである。炉床面北に焼土域

がある。規模は150×146cm。また南壁近くに石囲い炉がある。２石がのこり、規模は27×23cmである。北壁際より石が

多く検出された。遺物北東隅より炭化物が検出された。状況からみて住居構築材・施設のものと考えられる。土器

は黒浜式を主とする。石器は石匙、石斧、削器、石Ⅲ、台石が出土している。 （井野）

J４４号住居跡（図－４６．１９５～199,表-115～117、図版－３３．１０６．１０７．１３８．１３９.147.149）

位置谷西の台地東縁に近くＡ－８区に位置する。形状平面形は、東西方向が長い均整のとれた隅丸方形を呈す

る。規模は、東西4.1ｍ、南北5.3ｍ、面積は21.8,2を測る。主軸方位はＮ－４１ｏ－Ｗである。壁はほぼ垂直に掘りこまれ

ており、現存高46～54cmのローム層の壁面を確認した。また、覆土中には焼土及び炭化物の小粒が含まれていた。床面

には小さな凹凸が認められたが比較的平坦で、全面に亙って強く踏みしめられていた。ピット南壁下に３個（Ｐ３

～p5)、北壁際に２個の攪乱によるピット（Ｐｌ～P2）が有ったが、柱穴は検出されなかった。炉炉は中央から1.6ｍ

西よりの位置に地床炉が設けられていた。径15ｍ程の範囲に亙って弱い焼け込みが認められ、床面下には長径81cm、短

径71cm､深さ10cmの長円形の窪みが穿たれており、内部から焼けた河原石２個が出土したが特別な施設は検出されなかっ

た。遺物土器は黒浜式を主とする。石器は石錐、石匙、石斧、掻器、磨石、円礫、棒状石器、敲き石、砥石などが

多量に出土している。（飯塚）

5０ 
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J４６号住居跡（図－４７．２００～202,表-118～120、図版－３３．１０６．１０７．１３９.147）

位置西側台地東縁の中央部南、ロ－９区に位置する。南への緩斜面にあたり、台地内では住居跡が多く検出されて

いるところである。形状やや南北に長い楕円形の住居跡である。北西でＨ245号住と重複する。各壁ともにしっかり

と掘り込まれている。規模は南北が6.1ｍ、東西5.1ｍ、面積は24.3,2である。壁高は60～66cmを測る。周溝や、張り出

し等の施設はないとみられる。主軸方位はＮ－２０ｏ－Ｅである。ピット床面に８個検出されている。Ｐｌ～P3、Ｐ５、Ｐ６

が主柱穴で円形に配されている。Ｐ１はＨ245号住貯蔵穴と重複する。－部データの不明なものもあるが、柱穴は径が、

30～60cmで、深さは15～30cm前後である。炉明瞭ではないが、床面中央に礫と埋設土器があり、炉跡と考えられる。

重複ＪＰ８５は遺物の出土状況からＪ４６号住床面下である。又、前記したごとく北西部でＨ245号住と重複し、立ち上り

遺物土器は諸磯ｃ式を主とする。石器は石鍼、削器、礫器、磨石、円礫が出土している。黒色頁岩部を欠損する。

製が多い。

(井野）
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J４７号住居跡（図-48.203～205、表－１２１～123、図版-34.107.140）

位置西側台地東縁の中央南、ロ－８区に位置する。形状南北に長い長方形の住居跡である。カマ掘り等の攪乱

により、壁の残りは良くない。南壁にくらべ北壁が長くなっている。規模は、南北が5.4ｍ、東西が3.8ｍ、面積は推定

19.0,2である。壁高は地層断面から17cmを測る。周溝や張り出し等の施設は検出されなかった。長軸方向はＮ－ｌｌｏ－Ｗ

である。ピット壁にそって６個の柱穴が検出されている。南西で重複するピットはＫ107号掘立の柱穴である。大Ｈ

Ｐ５の縁にそっているピットは、大ＨＰ５の関連のピットとみられる。本跡に伴うピットは、深さのデータがないが、

径は40～60cmである。炉中央やや北に位置し、石囲い炉で、規模は42×34cmである。方形に３石が配され、中央に

一石が敷かれている。掘り形は106×82cmである。重複大ＨＰ５，Ｋ１０７，Ｈ247号住と重複する。遺物土器は黒

浜式を主とする。石器は石斧、掻器、削器、ＵＦ、磨石、円礫、敲き石等が出土している。

(井野）
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｣４８号住居跡（図-49.206～210,表-124～126、図版－３５．１０７．１４０～142）

位置ロ－９区に位置する。形状平面形は、南北方向が長い隅丸方形を呈する。規模は東西４４ｍ、南北5.3ｍ、

面積は推定216m’である。主軸方位はＮ-17゜－Ｅである。壁はほぼ垂直に掘り込まれており、現存高62cmのローム層の

壁面を確認した。覆土中にはＹ・Ｐ、焼土、炭化物が含まれ、硬く締まっていた。床面には小さな凹凸が認められたが比

較的平坦で、全面に亙って強く踏み締められていた。北、西壁際には幅20～42cm、深さ４～６cmの周溝が検出された。

ピット東西及び北壁際に径20～58cmの大小17個のピットが穿たれていた。炉中央から1.2ｍ北寄りの位置に板状の

礫岩を使用した方形の石囲い炉がある。規模は東西39cm、南北53cmで、南側は開放されていたが、底面には河原石が３

個敷かれていた。掘り形は長径123cm、短径76cmの不整長円形を呈する。重複Ｈ246,261号住が重複しており、南東

隅及び北東壁上半部を壊されていた。遺物ほぼ全域に散在していたが、北東隅から炭化した橡の実がまとまって出

土した。土器は関山式を主とする。石器は石鑑、石匙、石斧、掻器、削器、ＵＦ、石核、円礫、敲き石、台石等が多量

に出土した。特に円礫が19個と多かった。

(飯塚）
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図－４９Ｊ４８号住居跡

J４９号住居跡（図－５０．２１１～213,表-127～129、図版－３６．１０７．１０８．１４２．143.149）

位置東台地の最南端にあたるワ･カー１１０．１１１区に位置する。付近には住居跡は無く、士坑が散在するのみである。

形状主軸をＮ－６２ｏ－Ｅに取る。東壁が広がる五角形を呈し、壁下端間で南北6.2ｍ、東西は最も広い部分で7.1ｍ、面
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図－５０Ｊ４９号住居跡
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積は37.9㎡である。壁は直に立ち、４０～55cmの壁高が残る。掘り込み面から推定すれば、当初は85cm程の壁高があった

とみられる。周溝はない。ピット床面より１０個のピットが検出された。いずれも床面上で径50～60cm、床面よりの

深さ35～70cmの規模をもつ。平面的にはＰ,、Ｐ６、Ｐ５が住居の主軸と並行に並び、Ｐ２、Ｐ４が2.7ｍの間隔をあけて先の

P1、Ｐ５の東側に存在する。しかしＰ６とＰ３の間隔は3.3ｍとなり、住居の東壁が広くなっている分だけ柱間も広がっ

ている。また、Ｐ６とＰ３の中間にはＰ７があり、これらのＰｌ～Ｐ７が主住穴とみられる。この他、壁際には張り出すよ

うＰｕ～Ｐ１３のピットがある。径66～１１６×80～139cm、深さ60～132cmでＰ,～PIOと比較して大きく、Ｂ２は袋状士坑を

なし、本住居に伴う貯蔵穴と考えられる。炉住居の中軸線に乗る位置に、２つの石囲い炉が造られている。炉ｌは

Ｐ４とＰ５の中間にあり、４個の山石で囲んでいる。石の内法で34×40cmを測る。径50×70cm、深さ20cmのすり鉢状に掘

り込み、石を据えたもので、北側に石は存在しない。中には焼土混じりの黒褐色土が埋まっている。炉２はＰ１とＰ２の

中間にある。炉ｌと同様に南側を除いた３方向に５石の山石を据えている。中には炭化物、焼土を混ぜる暗褐色士が埋

まっている。遺物土器は諸磯ｃ式を主とする。石器は石斧、削器、ＵＦ、石核、円礫、凹石、敲き石、棒状石器、

砥石、石皿等が出土している。

(富沢）
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1．黄褐色士。ＹＰ、焼土、炭化物含みロームブロツク点在。

硬。

2．黄褐色土。ｌに青白スコリア含。

3．茶褐色土。焼土、炭化物含み軟質。

4．明黄褐色土。ＹＰ、焼土、炭化物含み黒色ブロック点在。
5．明黄褐色土。４よりやや硬質。
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図－５１Ｊ５０住居跡
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J５０号住居跡（図－５１．２１４～217、表－１３０～132、図版－３７．１０８．１０９．１４３．１４４．１４９）

位置東西に丘を二分する谷に北から南へ伸びる小丘上の南端ハー22区に位置する。形状平面はほぼ方形で、南

北6.1ｍ､東西4.2ｍで南に3.8×08ｍのやや半円形の張り出しがみられる｡面積は21.8,2である。主軸方位はＮ-24.-Ｗ

を示す。壁高は19～46cmで、南側が地形的に低い。また、住居の中央に東西に長い楕円形の落ち込みがある。これは地

層断面からすると住居より新しい時期の遺構と解釈できる部分もある。規模は3.4×2.7ｍ、周囲より12cm低い。その中

央の低い所から遺物が集中的に出土している。ピット５ケ所に認められるが、最も深いピットでも他の住居のそれ

に比較すると浅い。炉埋土中には炭化物･焼土がみられるが床面上では明瞭でない。また住居の北に大石があるが、

床面を掘って設置されたとは考えがたい。重複W99とW100が住居の南と北を東西に切っている。地層断面から溝が

新しい。遺物土器は中央の落ち込み内より諸磯ｃ式が出土し、他に諸磯ｂ式、黒浜式も出土しており、中央の落ち

込みが新しい可能性もある。石器は石錐、尖頭器、打斧、礫器、削器、円礫、台石等が出土した。

（中村）

Ｊ５１号住居跡（５Ｊ－１）（図－５２．２１８．２１９，表-133～135、図版－３８．１０９．１４４．１４７）

位置東台地の北縁、カー13.14区に位置する。周辺には遺構がみあたらない。形状南北4.8ｍ、東西2.65ｍの矩

形プランをもち、面積は12.7,2である。南半は重複するＨ279号住により壁高は計測不能であるが、残存した北半より

86～96cmを測る。長軸方向はＮ-17.-Ｗ。炉床面中央部よりやや北に偏して、石囲い炉がある。長辺44cm、短辺３４

cmの長方形プランをもち、長円形の礫を６個体使用して、構築されている。構築にあたっては、まず深さ20cmのピット

を穿ち、長円形の礫を敷き、これに乗せるか、あるいは接する形で礫を立てて築いたものと考えられる。南辺が開放さ

れており、ここより火入れを行なったものであろう。底部の礫は強く火を受けた痕跡をとどめている。重複南半を

Ｈ279号住によって切られている。遺物土器は関山式を主とする。石器は扶状耳飾、掻器、石斧、削器、円礫等が出

土している。
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Ｂ－ １．黒褐色土。若干炭化物含。硬質。しまる。

2．黒褐色土。１に似る。やや褐色味強。

３．黒黄色土。ロームブロック混。非常に硬質。しまる。
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図－５２Ｊ５１号住居跡
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９．暗褐色粘質土。炭化物若干。
１０．黒褐色土。炭化物、ローム含。
11．褐色土と暗褐色土の混土。やや粘'性、炭化物若干含・

三一

１２．暗褐色粘質土。炭化物含。
図－５３Ｊ５２号住居跡
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J５２号住居跡（５Ｊ－２）（図－５３．２２０～223,表-136～138、図版－３９．１０９．１１０．１４４）

位置谷西の台地上にあって、台地の東端近く、イー５区に位置する。形状ほぼ円形に近い。規模は南北6.8ｍ、

東西7.4ｍで、面積は約43.3,2．壁の高さは最高132cm、最低57cmである。壁は垂直ではなく、やや傾斜をもつ。主軸方

位はＮ-38.-Ｗで、周溝はみられない。ピット床面ほぼ中央部（Ｐ,）と南壁近く（Ｐ２）の２つが認められた。Ｐｌは

66×61cm、深さ91ｃｍｏＰ２は45×37cm、深さ87cm。ともに性格は不明。炉床面には明確な炉跡と思われる焼け跡は確

認できなかった。重複ＪＰｌ３８・’39と重複する。断面図より、JPl39は住居より旧く、JPl38は新しい。又、北

東壁上半でＨ343号住と重複する。遺物床面に埋設された状態で甕が２個出土している。１個は北東壁近く、他は南

西壁近くで、Ｐ，を中心にして対になるような格好で埋設されている。両甕とも底部は抜けていて、炉の一部として使用

されていたと推定される。土器は諸磯ｂ式を主とする。石器は打製石斧、磨製石斧、削器、石核、円礫、敲き石、砥石、

石皿等が出土している。

（中澤）

J５３号住居跡（５Ｊ－３）（図－５４．２２４．２２５，表-139～141、図版－４０．１１０．１１１．１４５．150）

位置谷西の台地上にあって、台地の東端に近いＡイー１０区に位置する。形状ほぼ長方形をしている。しかし、

東壁が西壁よりも長く、北壁は南壁と平行でない。規模は最大で南北5.4ｍ、東西3.5ｍ、面積は約16.8m?。周溝はない。

壁の高さは平均して80cmほどである。主軸方位はＮ－ｌ６ｏ－Ｅ。ピット壁面下から都合18個のピットが確認されてい

る。住居の隅角にあるピットを除くと、北壁下に６，南壁下に５，束壁下に３を数えることができる。ピットの規模は

10～30cm程である。１８個のうち住居の中心部にやや内(頃するピットは１０個(Ｐ１、Ｐ２、Ｐ４、Ｐ６、Plo、P13、P15、P16、Pl7、

P18)ほどある。』性格としては柱穴と考えられる。炉住居内やや北寄りに石囲いとそれに接する埋甕の炉が認められ

ている。石皿を敷きその周辺に石のコパを表面にして９石並べて作っている。炉の南側には甕が１個埋設されている。

また、北西隅を中心に、床面の焼け跡が認められる。重複北壁部上半でＨ332号住居跡と重複。遺物本住居跡か

ら炉に使用された石Ⅲを含め、合計４個の石Ⅲが出土している。他に石器では削器、棒状石器、円礫が出土している。

土器は関山式である。
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1．茶褐色士。パミス、焼土、炭化物含。黒色味強。しまり

無。

２．黒茶褐色士。パミス、焼土、炭化物多量含。硬質、しま

る。

３．茶褐色土。焼土、炭化物若干含、２より硬質。
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図－５４Ｊ５３号住居跡

J５４号住居跡（５Ｊ－４）（図－５５．２２６．２２７，表-142～144、図版－４１．１１０．１１１．１４５）

位置東側台地南東端の、谷地に近いツー101区に位置する。南への緩傾斜地である。形状円形であるが北壁と東

壁は北端で直に交わっている。規模は南北が4.0ｍ、東西3.5ｍ、面積は12.1ｍ?である。壁高は38～63cmで地層断面から

は54cmを測る。平坦な床面で、周溝はみられない。長軸方向はＮ-33゜－Ｗである。南側に、方形の張り出しがある。規

模は46×78cm・出入口の施設に係わるものと考えられる。床面に柱穴と考えられるものはない。

ａ２ 



炉床面ほぼ中央にある。方形に４石を配し、中央に平石を置く。規模は現状で34×39cmである。

之内２式を主とする。石器は凸刃削器とＵＥＲＦが出土している。いずれも黒色頁岩製である。

遺物土器は堀
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１．黒褐色土。ローム粒、軽石含。やや砂質。

2．茶褐色土。炭化物少量、小軽石含。やや硬質。

3．黒褐色土。ローム、軽石小粒含。一部褐色味。

4．黄褐色土。ローム質土。硬質。粘'性。Ｃ－ 一Ｃ′
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図－５５Ｊ５４号住居跡

J５５号住居跡 (５Ｊ－５）（図－５６．２２８．２２９，表-145～147、図版－４２．１１２．１４５．１５０）

位置谷西の台地上でＡ－９区に位置する。台地の東側で、近くにはＪ５３号住居跡がある。形状ほぼ長方形を示

す。東壁がやや外側に湾曲している。規模は南北4.7ｍ、東西3.05ｍ、面積約13.0ｍ’である。壁の高さは最高65cm～最低

41cmを測る。周溝は認められない。主軸の方位はＮ－ｌ２ｏ－Ｅｏピット壁面下を中心に合計３個確認されている。ピッ

トの径は１０～30cm程にわたっている。深さも１０～40cm程にかけて測ることができる。しかし、Ｐｕ～Ｐ１３は深さが１０cmな

いしそれ以下である。ピットの分布をみると北壁下から西壁下にかけて多く認められるが、Ｐ,、Ｐ３、Ｐ９，Ｐ１０は主柱穴

と推定される。炉住居中央より北寄りで石で造った炉が見つかっている。炉の底部は自然石の面を三石並べ、その

周辺に石のコパを使ったり面を使ったりして８石ほど置いている。石の表面には焼け跡が認められる。また、Ｐ８あたり

から北にかけて床全体に焼け跡がみられる。重複南壁側でＨ328号住と重複する。遺物土器は関山式を主とする。

石器は掻器、削器、ＵＦ、円礫、石皿等が出土している。

（中澤）
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１．黒茶褐色土。パミス、

焼土粒、炭化物少量含゜

２．茶褐色土。若干黒色味。

パミス、炭化粒、焼土粒

含。ざらつく。

３．茶褐色土。２より含有物

多、硬質。しまる。

４．黒茶褐色士。パミス多量、

炭化粒、焼土粒含。３よ

りしまる。

５．褐色士。ローム主体。

硬質、粘`性有。

６．褐色土。ローム質土。

５より黄色味。
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図－５６Ｊ５５号住居跡
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１．黒褐色土。浮石、炭化物、焼土含。非常に細かい。硬く

しまる。

０２.暗褐色土・’に比べややローム混り、硬くしまる。 ４ｍ 

愛
図－５７Ｊ５６号住居跡
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色
色
色
・

褐
褐
褐
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土。汚れたローム、Ｃ軽石粒含。硬質、しまる。

土。汚れたロームプロック、Ｃ軽石含。しまり無。

土。ローム粒、Ｃ軽石、茶褐色粒子含。硬質、し

土。黄色味強。汚れたローム、Ｃ軽石含。硬質、

１
２
３
 

、黄褐色４ 

しまる。

暗褐色士。

茶褐色土。

硬質、し：

褐色土。汚れたローム、Ｃ軽石粒含。しまり無。

褐色土。ｌより黄色味強。汚れたローム、Ｃ軽石粒含。
質、しまる。
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図－５８Ｊ５７号住居跡
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J５６号住居跡（５Ｊ－６）（図-57.230、表-148～150、図版-43.144）

位置ノレ･ヲ－２区にかけて位置する。Ｍ１号古墳主体部から北東10ｍ程の所にあり、古墳周堀に－部かかっている。

形状古墳周堀により住居東側から北側にかけての壁面が削られていて確認できないが、南北方向に長軸をもつ楕円形

とみられる。南北3.85ｍ、東西2.7ｍ、面積8.2,2である。長軸方向はＮ－２５ｏ－Ｗｏ壁高は20cm前後である。ピット西

壁沿い南寄りに２個（P,、Ｐ２)、東壁沿い南寄りに２個（P3、Ｐ４)、住居中央付近に１個（P5）を検出。Ｐ１は30×24cm、

深さ29ｃｍｏＰ２は26×１３cm、深さ28cm・Ｐ３は１７×１１cm、深さ19cm、Ｐ４は27×10cmである。Ｐ５は66×44cm、深さ７cmで

断面が鍋底型をしており、位置からも炉であった可能性が強い。重複Ｍ１号古墳の墳丘下より検出され、古墳構築

時に削平をうけたものと思われる。遺物石器でＵＦ（珪質頁岩製）が出士している。土器の出土はなかった。

（松村）

J５７号住居跡（５Ｊ－７）（図－５８．２３１．２３２、表-151～153、図版-43.112）

位置東側台地ほぼ中央のワー７区に位置する。周辺には縄文時代の遺構はほとんどない。形状やや南北に長い

円形である。規模は南北3.5ｍで、東西3.3ｍ、面積は9.5,2である。壁は傾きがやや強く、壁現高は33cmである。現状で

は周溝はみられない｡長軸方向はＮ-22゜~Ｅである。柱穴や施設はみられない。ピット床面ほぼ中央にＰ,(38×35×

－）がある。位置からみると炉とも考えられる。遺物土器は関山式である。石器は複刃削器、模形石器、交刃削器

が出土している。

（井野）

J５８号住居跡（５Ｊ－８）（図－５９．２３３．２３４，表－１５４～156、図版-44.112.145）

位置ト・チー４区にかけて位置す

る。谷東の台地上にあって、本住居跡

は台地の西端に位置する。形状ほ

ぼ円形をしていて、その規模は南北3.

6ｍ､東西3.4ｍ､面積は約9.6m?である。

壁の高さは最高52cm､最低22cm、（西側

の壁）で、周溝はない。主軸の方位は

Ｎ－ｌｌｏ－Ｅｏピット都合６個認め

られている。６個とも壁面のすぐ下で

なく、やや壁から離れて住居中心部寄

りに位置する。径の最大ピットはＰ５

で38×38cm、深さ42cmである。最低は

Ｐ２で19×14cm、深さ19cm。なお、Ｐ５の

埋士の中からは石器が出土している。

ピットの性格は不明。炉石組み等

の炉はみつかっていないが、住居中心

より、やや北寄りで40×30cmの範囲で

焼け跡を確認している。その焼士域の

西側に40×30ｃｍほどの自然石がみつ

かっている。石の表面には焼けを認め

ることはできない。重複本住居跡

を北から南にかけてほぼ中央をＷ56号

溝が走っている。本住居跡が|日。遺

物土器は諸磯ｂ式が主である。石器

は打製石斧とＵＦ（いずれも異色頁岩

製）が出土している。

（中澤）

。
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⑤つ
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Ｂ－ 
－Ｂ′ 

1５１．５０ １ 

Ｃ－ －Ｃ′ 

l5L50l・茶褐色土。パミス少量、
炭化粒、焼土粒含。硬質。

２．茶褐色士。ｌに似る。硬

質。しまる。

３．暗褐色土。パミス多量含。

硬質。しまる。

４ｍ 

図－５９Ｊ５８号住居跡
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図－６０Ｊ１号住居跡出土土器

表－１Ｊ１号住居跡出土土器観察表（図-60、図版-76）

Ｊ１号住居跡出土石器属性表

[ 
２ 

6７ 

番号 遺物番号 文様構成・文様施文・器形の特徴 ①胎士②色調③残存 時期 出土位置 備考

１ 雑
矢羽根刻み浮線。ＲＬの地文。 ①砂粒②にぶい黄榿色③口

縁部

諸磯ｂ

２ 雑
矢羽根刻み浮線。ＲＬの地文。 ①砂粒②明黄褐色③胴部 諸磯ｂ

３ 雑
平行沈線。ＲＬの地文。 ①砂粒②榿色③胴部 諸磯ｂ

４ 雑
平行沈線。 ①砂粒②榿色③胴部 諸磯ｂ

５ 雑
櫛歯の平行沈線。 ①砂粒②にぶい燈色③胴部 諸磯ｃ

６ 雑
細い平行沈線。 ①砂粒②黄榿色③胴部 諸磯ｂ

７ 雑
平行沈線。ＲＬの地文。 ①砂粒②にぶい榿色③胴部 諸磯ｂ

８ 
雑

ＲＬ・ＬＲループ？の横位施文。 ①繊維②榿色③胴部 関山

９ 雑
ＲＬの地文。 ①砂粒②榿色③底部 諸磯ｂ

1０ 雑
ＲＬ？の地文。 ①砂粒②榿色③底部 諸磯ｂ

NＯ 
遺物

番号
器種

最大長

(c､） 

最大幅

(c､） 

最大厚

(c､） 

重量

(９） 
石材 刃角

使用痕・装着痕の位置・程度

Ａ Ｂ ａ ｂ Ｃ ． 
備考

1 雑 石錐 ５．０ 2.6 ０．７ ６ 頁 覆

２ １３ 打製石斧 (7.7） 6.0 ２．７ １１５ ﾉノ
刃部欠

＋９ 

３ 雑 交刃削器 ５．１ 5.2 1.2 2０ 珪頁 4５ 覆

４ 雑 打製石斧 ７．０ 5.1 1.9 8５ 黒頁 7０ 潰２ 覆

５ ２ 複刃削器 ７．９ (8.6） 1.7 8０ 〃 ０５ ３４ 潰１
半欠

＋1６ 

６ ７ 〃 ５．９ 7.7 1.0 5２ 〃 ００ ３４ 潰１
直十凹刃
＋８ 

７ 雑 ＵＦ ４．１ 5.2 1．２ 2０ 珪頁 4０ 刃
刃部交刃

覆

８ ６ 石核 1２．０ 8.0 ５．７ 575 黒安 ＋１４ 

９ 1１ 円礫石器 １３．５ 8.7 ３．７ 610 安
凹ｌ・擦２

→敲２
擦２→敲２ 敲２ 敲２ 敲２ 敲２

使用→火→欠

＋８ 

１０ 雑 〃 1０．２ 6.8 ３．３ 300 〃 凹３→擦１ 敲１→擦１ 敲１ 敲1 敲１ 敲1 使用→火覆

1１ 雑 〃 ９．５ 5.8 ４．０ 340 〃 擦１→凹１ 擦１→凹1 敲１ 敲１ 覆
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表－３Ｊ１号住居跡石器器種・石材別一覧表
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図－６２Ｊ２号住居跡出土土器（１）

6９ 

石鍼 打斧 磨斧 石錐 尖頭器 石匙 掻器 背付 直刃 凸刃 凹刃 交刃 複刃 鋸歯 扶入 模形 礫器 ＲＦ ＵＦ 磨石 敲石 円礫 石棒 棒状 石皿 多凹 凹石 砥石 剥片 石核 礫 その他 計

色頁岩 ２ １ ２ ９ 1４ 

珪質頁岩 １ １ ２ 

黒色安山岩 ６ １ ７ 

安山岩 ３ ２ ５ 

計 ２ １ １ ２ １ ３ １５ １ ２ 2８ 
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鰯艤議iiii：

3２ 

１０cｍ ０ 
￣ 

図－６３Ｊ２号住居跡出土土器（２）

表－４Ｊ２号住居跡出土土器観察表（図－６２．６３図版-76）

の砂粒②にぶい赤褐色③胴｜諸磯ｂ

①砂粒②榿色③胴晋＜Ｌの地文。矢羽根巾 諸h醤ｂ

、

番号 遺物番号 文様構成・文様施文・器形の特徴 ①胎士②色調③残存 時期 出土位置 備考

１ 雑
平行沈線。深鉢。平口縁。内傾。 ①砂粒②浅い黄榿色③口縁

部

諸磯ｂ

２ 雑
平行沈線。深鉢。平口縁。内傾。 ①砂粒②榿色③口縁部 諸磯ｂ

３ 雑
平行沈線。深鉢。緩い波状口縁。 ①砂粒②にぶい赤褐色③口

縁部

諸磯ｂ

４ 雑
平行沈線。 ①砂粒②榿色③胴部 諸磯ｂ

５ 雑
平行沈線。 ①砂粒②にぶい榿色③胴部 諸磯ｂ

６ 雑
平行沈線。 ①粗砂粒②にぶい褐色③胴

部

諸磯ｂ

７ 雑
平行沈線。 ①砂粒②にぶい赤褐色③胴

部

諸磯ｂ

８ 雑
平行沈線。ＲＬの地文。 ①砂粒②灰褐色③胴部 諸磯ｂ

９ 雑
平行沈線。ＲＬの地文。 ①砂粒②榿色③胴部 諸磯ｂ

1０ 雑
平行沈線。ＲＬの地文。 ①粗砂粒②にぶい榿色③胴

部

諸磯ｂ

11 雑
平行沈線。ＲＬの地文。 ①粗砂粒②にぶい榿色③胴

部

諸磯ｂ

1２ 雑
平行沈線。ＲＬの地文。 ①砂粒②にぶい榿色③胴部 諸磯ｂ

1３ 雑
平行沈線。ＲＬの地文。 ①砂粒②にぶい榿色③胴部 諸磯ｂ

1４ 雑
ＲＬの地文。浮線。 ①粗砂粒②明赤褐色③胴部 諸磯ｂ

1５ 雑
縄文ＲＬ。 ①砂粒②明赤褐色③胴部 諸磯ｂ

1６ 雑
縄文ＲＬ ０ ①繊維②にぶい黄榿色③胴

部

黒浜

1７ 雑
羽状縄文。 ①繊維②榿色③胴部 浜

１８ 雑
ＲＬの地文。浮線。 ①砂粒②にぶい赤褐色③胴

部

諸磯ｂ

1９ 雑
ＲＬの地文。浮線。 ①砂粒②にぶい赤褐色③底

部

諸磯ｂ

2０ 雑
ＲＬの地文。浮線。 ①砂粒②にぶい燈色③底部 諸磯ｂ

2１ 雑
ＲＬの地文。浮線。 ①砂粒②明赤褐色③胴部 諸磯ｂ

2２ 雑
ＲＬの地文。浮線。 ①砂粒②明赤褐色③胴部 諸磯ｂ

|”｜“｜RLの地文｡矢羽根状刻孵線。｜①砂粒②榿色③胴Ⅷ｜諸磯、｜’
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図－６４Ｊ２号住居跡出土石器

刀

番号 遺物番号 文様構成・文様施文・器形の特徴 ①胎土②色調③残存 時期 出土位置 備考

2４ 雑
ＲＬの地文。矢羽根状刻み浮線。 ①砂粒②榿色③胴部 諸磯ｂ

2５ 雑
ＲＬの地文。矢羽根状刻み浮線。 ①砂粒②明赤褐色③胴部 諸磯ｂ

2６ ４ 
矢羽根状刻み浮線。 ①砂粒②にぶい黄榿色③底

部

諸磯ｂ 位置不

2７ 雑
矢羽根状刻み浮線。 ①砂粒②榿色③底部 諸磯ｂ

2８ 雑
有節沈線、波状沈線、隆帯によって構成される。口唇部

は尖っており、口唇下にも有節沈線がみられる。

①中粒、砂粒を多く混入

②赤褐色③口縁部

阿玉台

2９ ２ 
無文部。横方向の撫で。 ①中粒、白色鉱物②榿色

③胴部

前期？ 位置不 32と同一個体

3０ 東北部
無文部。梨地のザラツキ。 ①中粒、白色鉱物②榿色

③胴部

前期？ 標高不

3１ 雑
無文部。横方向の削りの後、縦方向の磨き。 ①中粒、黒色鉱物②榿色

③胴部

前期

3２ １．２ 
内外横撫で。２～３段の浅鉢。 ①微砂粒②にぶい赤褐色

③胴部

諸磯ｂ 位置不



Ｊ２号住居跡出土石器属性表
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表－６Ｊ２号住居跡石器器種・石材別一覧表

ＬⅢｍｍｍＨ朋回園nｍ目囲囹圃曰
￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■囚■■■面
…■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■回
…■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
…■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
＝■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロー￣￣

蝋、

|鑿１９;j慰曇篝
０１０ｃｍ 
￣－￣ 

図－６５Ｊ３号住居跡出土土器（１）

Z２ 

NＣ 
遺物

番号
器種

最大長

(c､） 

最大幅

(c､） 

最大厚

(c､） 

重量

(９） 
石材 刃角

使用痕・装着痕の位置・程度

Ａ Ｂ ａ ｂ Ｃ ． 
備考

１ 雑 打製石斧 13.0 ４．８ ２．４ 140 頁 4０ 刃 覆

２ 雑 〃 ８．８ 6.2 １．４ 100 安 2５ 刃 減２ 覆

３ 雑 〃 (8.2） 5.5 1.8 １０５ ﾉノ 潰
刃基部欠

覆

４ 雑 ﾉノ (5.5） 4.3 1．４ 5０ ﾉノ 3５ 減２
基部欠

覆

５ 雑 複刃削器 ４．９ 5.5 1．１ 3２ 頁 備 潰
刃角3０，３０，３０

覆

６ 雑 扶入石器 ４．７ ４．８ Ｌ４ 3５ ﾉノ ００ ６６ 
2刃

覆

７ 雑 ＵＦ ５．５ 5.7 ０．５ １８ ﾉノ 2０ 潰
直刃

覆

８ 雑 鋸歯縁石器 ５．５ 5.5 1.2 3５ ﾉノ 6０ 覆

９ 雑 円礫石器 (7.7） (5.2） 3.0 135 浮安 擦２ 擦２ 敲２ 敲２ 欠覆

石鎌 打斧 磨斧 石錐 尖頭器 石匙 掻器 背付 直刃 凸刃 凹刃 交刃 複刃 鋸歯 扶入 模形 礫器 ＲＦ ＵＦ 磨石 敲石 円礫 石棒 棒状 石皿 多凹 凹石 砥石 剥片 石核 礫 その他 計

色頁岩 １ １ １ １ １ 1１ 1６ 

黒色安山岩 ３ ６ １ １０ 

浮石質安山岩 １ １ 

黒曜石 1 １ 

ホノレニー

フェノレフ〈 １ １ 

計 ４ １ １ １ １ １ 1９ １ 2９ 
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図－６６Ｊ３号住居跡出土土器（２）

表－７Ｊ３号住居跡出土土器観察表（図－６５．６６図版-76）

⑪二・・②‐÷・・③：

7３ 

番号 遺物番号 文様構成・文様施文・器形の特徴 ①胎士②色調③残存 時期 出土位置 備考

１ １ 
ＲＬの地文。爪の刻み浮線。平口縁。 ①微細粒②浅黄色③完形 諸磯ｂ 壁面

２ 雑
ＲＬの地文。爪の刻み浮線。 ①白色粒②浅黄榿色③胴部 諸磯ｂ

３ 雑
ＲＬの地文。爪の刻み浮線。 ①白色粒②にぶい黄榿色

③胴部

諸磯ｂ

４ 雑
ＲＬの地文（浅い)。浮線。 ①白色粒②黄榿色③胴部 諸磯ｂ

５ ６ 
貝殻腹縁刺突列。口縁端側面刺突。 ①微砂粒②榿色③口縁部 浮島 床面

６ 雑
平行沈線。口縁端付近内傾。 ①砂粒②にぶい榿色③口縁

部

諸磯ｂ

７ ８ 
平行沈線。 ①砂粒②榿色③胴部 諸磯ｂ 床面

８ ２ 
平行沈線。 ①砂粒②榿色③胴部 諸磯ｂ 床面

９ 雑
平行沈線。 ①砂粒②にぶい榿色③胴部 諸磯ｂ



①胎士②色調③残

①砂粒②にぶい榿色③胴普

①砂粒②にぶい榿色③胴苔

の微砂粒②榿色③胴部｜諸磯えの地文。千行’

(1)砂粒②

③胴召

①｛ 登色③胴普

①砂粒②明黄褐色③胴普

①繊維② ２門弘

③胴：

①微砂粒②浅黄榿色③底苔

iTjiIlDll ； j〆1Ｖ
1Ｖノ

３ 

臼』ｃ〉乏二

（ １脚｝ ！ 露 騨

Ｉ
 

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
 

●
ノ
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４ 

Ｃ＞ 
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＜二＞◇５ 
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八
ｈ
Ｖ
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１ I） 。

８二二己廷二コ ｎ
Ｊ
 

廷三己＜二三三己

図－６７Ｊ３号住居跡出土石器（１） ０ １０cｍ 

7型

番号 遺物番号 文様構成・文様施文・器形の特徴 ①胎士②色調③残存 時期 出土位置 備考

1０ 雑
平行沈線。 ①白色粒②にぶい榿色

③胴部

諸磯ｂ

１１ 雑
平行沈線。 ①砂粒②にぶい榿色③胴部 諸磯ｂ

1２ 雑
平行沈線。 ①砂粒②にぶい榿色③胴部 諸磯ｂ

1３ 雑
ＬＲの地文。平行沈線。 ①微砂粒②榿色③胴部 諸磯ｂ

1４ 雑
平行沈線。 ①砂粒②にぶい赤褐色

③胴部

諸磯ｂ

１５ 雑
平行沈線。 ①砂粒②にぶい榿色③胴部 諸磯ｂ

１６ 雑
集合沈線。 ①砂粒②明黄褐色③胴部 諸磯ｂ

１７ ３ 
ＲＬ・ＬＲ交互施文の羽状繩文。 ①繊維②にぶい黄榿色

③胴部

関山 ＋２９ 

1８ 雑
撫で。 ①微砂粒②浅黄榿色③底部 諸磯ｂ
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￣ 図－６８Ｊ３号住居跡出土石器（２）

Ｊ３号住居跡出土石器属性表表－８

」３号住居跡石器器種・石材別一覧表

制
噴

[|手口JJil
7５ 

No. 
遺物

番号
器種

最大長

(c､） 

最大幅

(c､） 

最大厚

(c､） 

重量

(９） 
石材 刃角

使用痕・装着痕の位置・程度

Ａ Ｂ ａ ｂ Ｃ ． 
備考

１ ５ 複刃削器 1０．３ ８．２ １．６ 130 黒頁 ０５ ６４ ＋３ 

２ ４ 打製石斧 (10.2） 5.3 ３．５ 200 〃
刃部欠
－３ 

３ 雑 〃 (10.1） 4.3 1.2 7０ 安 潰
刃部欠

覆

４ 雑 ﾉノ (5.2） 4.3 １．１ 3５ 黒頁 1５ 減１ 覆

５ 雑 凸刃削器 ４．０ ６．４ 1.3 3２ 〃 3０ 覆

６ ６ 石匙 6.6 ２．２ ０．８ 1０ 珪頁 4５ －３ 

７ 雑 石錐 6.5 ２．３ ０．６ ７ 頁 潰 覆

８ 雑 交刃削器 ６．６ 6.6 1.5 5０ 珪頁 ００ ３４ 覆

９ 雑 直刃削器 ６．０ 4.0 1.7 4０ 頁 6０ 覆

1０ 雑 ＵＦ ５．０ ５．０ 0.9 2０ 珪凝 3０ 刃
刃部凹状

覆

１１ 雑 〃 5.5 ５．４ １．２ 2５ 黒頁 3０ 覆

1２ 雑 円礫石器 1１．５ ７．０ ４．１ 525 安 凹２→擦１ 凹２→擦1 敲１ 敲２ 覆

1３ ７ 敲き石 １３．７ 7.2 ５．０ 600 頁 敲１ 敲１ －３ 

石鎌 打斧 磨斧 石錐 尖頭器 石匙 掻器 背付 直刃 凸刃 凹刃 交刃 複刃 鋸歯 扶入 模形 礫器 ＲＦ ＵＦ 磨石 敲石 円礫 石棒 棒状 石皿 多凹 凹石 砥石 剥片 石核 礫 その他 計

色頁岩 ２ １ １ １ 1 １ 1３ 2０ 

珪質頁岩 １ １ ２ 

頁岩 １ １ 

黒色安山岩 １ ８ ９ 

安山岩 １ 1 ２ 

黒曜石
４ ４ 

珪質凝灰岩 １ １ 

珪岩
８ ８ 

計 ３ 1 1 １ １ １ １ ２ １ １ 3３ １ 4７ 
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図－６９Ｊ４号住居跡出土土器

表－１０Ｊ４号住居跡出土土器観察表（図－６９図版－７６．７７）

7石

番号 遺物番号 文様構成・文様施文・器形の特徴 ①胎士②色調③残存 時期 出土位置 備考

１ 雑
Ｒ・Ｌ１組の撚糸側面圧痕。刺突。 ①繊維②暗灰黄色③口縁部 花積下層

２ 6９ 
ＲＬ・ＬＲの羽状縄文。刻み入浮線。 ①繊維②浅黄榿色③口縁部 諸磯ｂ 位置不

３ 雑
０段多条ＲＬ・ＬＲ（不規則に施文)。 ①繊維②黒褐色③口縁部 縄文尖底 ９と同一個体

４ 雑
０段多条ＲＬ・ＬＲ（不規則に施文)。 ①繊維②にぶい褐色③胴部 縄文尖底 ９と同一個体

５ 雑
０段多条ＲＬ・ＬＲ（不規則に施文)。 ①繊維②明黄褐色③胴部 縄文尖底 ９と同一個体

６ ４ 
０段多条ＲＬ・ＬＲ（不規則に施文)。 ①繊維②にぶい燈色③胴部 縄文尖底 ＋１６ ９と同一個体

７ 雑
０段多条ＲＬ・ＬＲ（不規則に施文)。 ①繊維②にぶい黄榿色

③胴部

縄文尖底 ９と同一個体

８ 雑
０段多条ＲＬ・ＬＲ（不規則に施文)。 ①繊維②榿色③胴部 縄文尖底 ９と同一個体

９ ３．雑
０段多条ＲＬ・ＬＲを重なるよう深く全面施文。内面横

撫で。

①繊維②にぶい黄榿色

③胴部～底部

縄文尖底 ＋１９ 
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図－７１Ｊ４号住居跡出土石器（２）

Ｊ４号住居跡出土石器属性表

i１ 
1１ 

718 

NＯ 
遺物

番号
器種

最大長

(c､） 

最大幅

(c､） 

最大厚

(c､） 

重量

(９） 
石材 刃角

使用痕・装着痕の位置・程度

Ａ Ｂ ａ ｂ Ｃ ． 
備考

１ 雑 打製石斧 1４．８ 6.7 ４．４ 340 黒頁 7０ 火覆
２ ９ 〃 １３．５ 8.0 ４．２ 510 〃 8０ 潰 ＋１８ 

３ ２ ﾉノ ９．３ 5.2 1.3 7５ 〃 3０ 減１ 減１ ＋１５ 

４ 雑 複刃削器 ６．５ 5.0 1.3 3０ 〃
5０ 

～6０ 

３刃

覆

５ 雑 〃 (9.0） 6.5 1.8 9８ 〃
凸４５

凹5０
覆

６ 雑 直刃削器 ６．４ 3.8 1.9 5０ 〃 4５ 覆

７ 6１ 背付き石器 ６．３ 2.8 ０．９ 2０ 〃 2０ 位置不

８ 雑 快入石器 5.5 4.2 1.9 3０ 〃 7０ 刃 覆

９ 雑 交刃削器 7.5 ３．５ 1.3 3０ 安 4５ 覆
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図－７２Ｊ５号住居跡出土土器（１）

7９ 

NOL 
遺物

番号
器種

最大長

(c､） 

最大幅

(c､） 

最大厚

(c､） 

重量

(９） 
石材 刃角

使用痕・装着痕の位置・程度

Ａ Ｂ ａ ｂ Ｃ ． 
備考

1０ １ 片刃礫器 ６．８ 1０．５ 2.6 190 黒頁 5０ ＋２０ 

1１ 雑 ＵＦ ７．２ 7.2 2.8 1００ 頁 3０ 刃・漬1
刃部凹状

覆

1２ ５ 砥石 1２．５ 9.4 1.8 250 砂 擦３ 擦３ 擦２ 擦２ 擦２ 擦２ ＋1３ 

1３ 1２ 円礫石器 1０．０ 9.1 4.0 480 安 凹ｌ・敲１ 擦ｌ・火 擦２火 火 火 火
使用→火

＋1０ 

1４ 1１ 〃 11.8 1０．２ 3.5 575 〃 敲1 敲1 敲１ 敲1 敲１ 敲１ －２ 

1５ ７ 〃 1１．３ ９．６ ４．４ 545 〃 擦１ 擦１ 擦1 擦１ 擦１ 擦１ 住外

１６ ８ 〃 1１．５ 9.9 5.0 800 〃 擦２ 擦２ 敲1 敲１ 敲１ 敲１ ＋１２ 

1７ １０ 〃 1０．５ 8.9 3.4 450 〃 擦１ 擦１ 敲１ 火･敲１ 火･敲1 敲1
使用→火

住外

1８ ６ 〃 1９．７ ７．７ ５．５ 1.250 〃 擦１ 擦1 敲１ 擦１ 擦２ 擦１ 住外

石鎌 打斧 磨斧 石錐 尖頭器 石匙 掻器 背付 直刃 凸刃 凹刃 交刃 複刃 鋸歯 快入 模形 礫器 ＲＦ ＵＦ 磨石 敲石 円礫 石棒 棒状 石皿 多凹 凹石 砥石 剥片 石核 礫 その他 計

黒色頁岩 ３ １ １ ２ １ １ 2５ 3４ 

頁岩 １ １ ２ 

黒色安山岩 １ ２ ３ 

安山岩 ６ ６ 

砂石 １ １ ２ 

計 ３ 1 1 １ ２ １ １ １ ６ １ 2８ 1 4７ 
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図－７３ Ｊ５号住居跡出土土器（２）

表－１３ Ｊ５号住居跡出土土器観察表（図－７２．７３図版-77）

8０ 

番号 遺物番号 文様構成・文様施文・器形の特徴 ①胎士②色調③残存 時期 出土位置 備考

1 雑
貝殻腹縁刺突列。平行沈線の菱形。口縁端に縦位刻み列

外反平口縁。

①砂粒②榿色③口縁～胴部

中位

浮島

２ 雑
集合沈線。緩く外反。平口縁。 ①砂粒②黄榿色③口縁部 諸磯ｃ

３ １ 
ＲＬ全面施文。口縁下にＲＬの側面圧痕３条。口縁付近

撫で。肩を張り一旦すぼまった後外反。平口縁。

①砂礫②にぶい榿色③完形 貯蔵穴内 上渚にススが付着

４ 雑
異状のＲＬ・ＬＲの第一種結束羽状繩文。波状口縁。口

縁端若干内傾。

①繊維②浅黄榿色③口縁部 黒浜

５ ５ 
ＲＬの斜縄文。 ①砂礫②榿色③胴部 諸磯ｂ 床面

６ 雑
ＲＬの斜縄文。 ①砂礫②浅黄榿色③胴部 諸磯ｂ

７ 雑
口縁に平行する細い横位沈線。細縄文ＲＬが充填施文。 ①細粒②黄榿色③口縁部 称名寺1 7～９は同一個体

８ 雑
口縁に平行する横位沈線と斜位の沈線。 ①細粒②黄榿色③胴部 称名寺１

９ 雑
2本の沈線で曲線が描出｡片方は研磨によって消される。 ①細粒②黄榿色③胴部 称名寺１

1０ 雑
縦位貝殻腹縁刺突。 ①細粒②浅黄榿色③胴部 浮島
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図－７４Ｊ５号住居跡出土石器

Ｊ５号住居跡出土石器属性表
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表－１５ Ｊ５号住居跡石器器種・石材別一覧表

庄同目Ⅲ回Ⅷ曰
回司彌■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■回■■■囮
■弓關關■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
臣列屈罰■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
囹冴、■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
回石弓■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

8１ 

番号 遺物番号 文様構成・文様施文・器形の特徴 ①胎土②色調③残存 時期 出土位置 備考

1１ 雑
波状口縁。口縁部に沿って深く太い沈線が入る。さらに

2本１組の曲線が描出。

①細粒②赤褐色③口縁部 加曽利Ｅ １１．１２．１３は同一個体

１２ 雑
2本１組の沈線で曲線が描出。 ①細粒②赤褐色③口縁部 加曽利Ｅ

1３ 雑
2本１組の沈線が垂下する。 ①細粒②赤褐色③胴部 加曽利Ｅ

NOL 
遺物

番号
器種

最大長

(c､） 

最大幅

(c､） 

最大厚

(c､） 

重量

(９） 
石材 刃角

使用痕・装着痕の位置・程度

Ａ Ｂ ａ ｂ Ｃ ． 
備考

１ 雑 扶入石器 6.7 ５．２ １．７ 6０ 黒頁 7０ 潰
扶入部３

覆

２ ４ 複刃削器 6.2 ４．５ 1.1 2５ 〃 4５ 床面

３ 雑 磨石 3.6 ２．７ ２．４ 3０ 石安 減２ 減２ 覆

４ 1５ 敲き石 7.7 7.0 ７．０ 530 安 敲２ 敲２ ＋１９ 

５ 雑 円礫石器 1１．７ 6.4 ４．３ 500 花 凹３ 敲ｌ→擦２ 敲３ 敲２ 敲２ 覆

６ １０ 
石皿十多凹

石
(15.3） (11.5） ６．０ 1.360 安 減１．火 凹３

使用→火→欠
＋1６ 

石鍍 打斧 磨斧 石錐 尖頭器 石匙 掻器 背付 直刃 凸刃 凹刃 交刃 複刃 鋸歯 扶入 模形 礫器 ＲＦ ＵＦ 磨石 敲石 円礫 石棒 棒状 石皿 多凹 凹石 砥石 剥片 石核 礫 その他 計

黒色頁岩 １ １ 1１ １３ 

石英安山岩 １ １ 

安山岩 １ １ ３ ５ 

花崗岩 1 1 

黒曜石 ３ ３ 

計 １ １ １ １ １ １ 1４ ３ 2３ 
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図－７６Ｊ６号住居跡出土土器（２）

表－１６Ｊ６号住居跡出土土器観察表（図-75.76図版－７７．７８）

①胎士②色調③雇

①細粒・砂粒②明赤褐色

３口縁召

①細粒・砂粒②榿色③口霜

①細粒②浅黄色③胴晋

①細粒②浅黄色③胴苔

①細粒②灰黄褐色③胴剖

①細粒②浅黄色③胴吉

①細粒②榿色③口縁剖

8３ 

番号 遺物番号 文様構成・文様施文・器形の特徴 ①胎士②色調③残存 時期 出土位置 備考

１ ７．１４８ 
平口縁。口縁部は隆帯による無文帯。隆帯状には瘤が貼

付。縦位区画内には縄文ＲＬが施文。最上部は羽状。

①細粒・白色鉱物②黄榿色

③口縁部

加曽利Ｅ

４ 

＋９ 

床直

２ 雑
平口縁。口縁部は隆帯による無文帯。隆帯には瘤。斜行

する隆帯。縄文ＬＲが施文。

①細粒・砂粒②明赤褐色

③口縁部

加曽利Ｅ

４ 

３ 2４．３０．３１ 
平口縁。口縁に平行して１条の隆帯。隆帯には刻み。口

縁内面には５～６条の撫でが顕著。

①細粒・砂粒②榿色③口縁

部

中～後期 ＋１７ 

床直十６

４ 2９．１１５．１４６ 

垂下する隆帯には円形の刺突。縄文Ｌ・無文帯には浅い

磨き状の沈線が入る。

①細粒・砂粒②榿色③胴部 中～後期 ＋８ 

＋５ 

＋３ 

３と同一個体

５ ９ 
微隆起にナゾリ。縄文ＲＬｏ内面は丁寧な撫で。 ①細粒②浅黄色③胴部 加曽利Ｅ

４ 

＋１６ 

６ 7７ 
微隆起。縄文ＬＲ。 ①細粒②浅黄色③胴部 加曽利Ｅ

４ 

住外

７ 炉内
微隆起。縄文ＬＲが羽状に施文。 ①細粒②灰黄褐色③胴部 加曽利Ｅ

４ 

炉内

８ 180 
微隆起。 ①細粒②浅黄色③胴部 加曽利Ｅ

４ 

標高不

９ 5７ 
太く深い沈線。沈線内には列点。 ①細粒②榿色③口縁部 称名寺２ ＋８ 



ｴ|形刺突で曲線が描出。沈線文。｜①細粒②淡黄色③胴部｜後斑リ

8４ 

番号 遺物番号 文様構成・文様施文・器形の特徴 ①胎士②色調③残存 時期 出土位置 備考

1０ 126 
太く深い沈線。列点。 ①粗粒・砂粒が多い。②晴

赤色③胴部

称名寺２ －１２ 

1１ 雑
沈線、列 ①細粒②にぶい黄榿色

③胴部

称名寺２

1２ 雑
沈線。長めの列点。 ①粗粒・砂粒多い②黄榿色

③胴部

称名寺２

1３ 5４ 
平口縁。口縁に平行した１条の沈線。その下部に文様が

展開される。

①粗粒・砂粒多い②明黄褐

色③口縁部

称名寺２ ＋３１ 

1４ 1１７．１１８ 
波状口縁。波頂部にＣ字状貼付。内面は丁寧な撫で。 ①細粒.やや砂粒②にぶい

黄色③口縁部

称名寺 ＋３１ 

＋２３ 

1５ 雑
平口縁。口縁部に平行する１条の沈線。その下に縄文Ｒ

Ｌ 。

①細粒②にぶい黄色③口縁

部

称名寺１

1６ 6５ 
平口縁。沈線区画内に細縄文ＬＲが充填される。 ①細粒②榿色③口縁部 称名寺１ ＋８ 

1７ 雑
平口縁。太く深い沈線。縄文ＬＲが充填される。 ①細粒②榿色③口縁部 称名寺１

1８ 7４ 
太く深い沈線。縄文ＬＲが充填される。 ①細粒・砂粒が多い②黒褐

色③胴部

称名寺１ ＋１９ 

１９ 8１ 
太く深い沈線｡撚の粗い縄文ＲＬが区画内に充填される。 ①粗粒②にぶい榿色③胴部 称名寺１ ＋２７ 

2０ 8７ 
大形の把手。口唇部には刺突。文様は太く深い沈線によ

り区画され縄文ＬＲが充填される。

①細粒②榿色③把手 称名寺１ ＋４２ 

2１ 雑
把手。口縁に平行する１条の沈線。刺突。内面に円形刺

突と沈線。

①細粒・砂粒が多い②榿色

③突起

称名寺２

2２ 雑
突起。内面にＣ字状の沈線と刺突。口縁内面に縁が付け

られる。

①細粒②榿色③突起 称名寺

2３ 1０６ 
C字状隆起突起。円形の貫通孔あり。 ①粗粒・砂粒多い②榿色

③突起

称名寺 ＋２２ 

2４ 雑
8字状貼付文。沈線。 ①細粒②にぶい榿色③胴部 堀之内

2５ 4１ 
沈線。隆帯上に沈線が入る。交点はやや高まり刺突が入

る ◎ 

①細粒②にぶい黄榿色

③胴部

堀之内’ ＋３５ 

2６ 雑
楕円形の区画が沈線と隆線で構成される。沈線区画内に

列点が入る。

①細粒②榿色③胴部 称名寺２

2７ 雑
隆帯状に円形刺突。円形区画をなす。沈線による曲線が

描かれ、細縄文ＬＲが施文される。

①細粒②にぶい黄榿色

③胴部

堀之内１

2９ 120 
沈線区画と列点。列点は円形刺突具を斜めに使用。 ①細粒②榿色③胴部 称名寺２ ＋２９ 

3０ 102.145 
無文部。 ①細粒・白色鉱物②明褐灰

色③胴部

後期 ＋２ 

－４ 

3１ 7５ 
縦方向の条線。条線は非常に浅い。 ①中粒・白色鉱物②黄榿色

③胴部

中～後期 ＋９ 

3２ 5５ 
鉢形土器。内外面とも丁寧な研磨がなされ、沈線によっ

て浮き出された横方向の隆線が３条。

①細粒②褐灰色③口縁部 堀之内１ ＋1０ 

3３ 6１ 
無文部。縦方向の撫で。 ①中粒・白色鉱物②褐灰色

③底部

後期 ＋９ 

3４ ４ 
無文部。 ①中粒②浅黄榿色③底部 中～後期 ＋２０ 

3５ 雑
ＲＬ地文。平行沈線。口縁部内傾し、口縁端に突起と粘

士瘤貼付。

①中粒②灰黄褐色③口縁部 諸磯ｂ

3６ 
付加条（ＬＲ＋？）？。上げ底ぎみの平底。 ①砂粒②にぶい榿色③胴

～底部

|”｜“’ 
沈線３条と連続する円形刺突で曲線が描出。沈線文。 ①細粒②淡黄色③胴部 後期



織河

JiiJJJ iJiLJL 
１、

○ 
【）

' 
／ 

V 

Ⅱ 

Ｉ 

“
》
騨
鐘
や
厳
釣
銭
毒

も
Ｇ
Ｂ

．Ｃも、、》》薄さ態牽巨”

Ｉ （ 

地山,豊J1｣端i１
墓illiiiii'｣l））庭i壽諭皿’

'１１ 

LIh::jiil 
４ 

に二コ」

、

穴(､
グー(ｴｰ､
～ 爪ⅢⅡＩⅡ１１１１１〃１８

茂
み

句
剛
ｉ
訓
込

鹿JＪｉ
Ｒ（ソ

近。
ン

瓠、 「、三
、

,```i;’ 
７ ？ Ｅ･ｏｎ｡｡ 

（ 

IiJHJiJ 
~ﾐミ

'／ 
ノノ

Liilj 
Ｉ 

LjfLJJ 
N 
II 

！ 
Ｉ 

:こｚＪｑ､､ゴノ

Ｉ い
】／ 

（ 
、、

／ 

Z 
、

、
／ １０ 

1１ ／ 

ﾐﾐﾐ塾』;…ｼﾞﾀｼﾞ／
へ

_二､自動…＜4垂

「了

が息Ｔ
＝r二

（、

JHliJiF 1３ 

ここ。，

図－７７Ｊ６号住居跡出土石器（１）

8５ 



四
日

Ｃ三コ
ｒｌ 

Ｌ」 ０cｍ 

1６ 

図－７８Ｊ６号住居跡出土石器（２）

Ｊ６号住居跡出土石器属性表

Ｉ 
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表－１８Ｊ６号住居跡石器器種・石材別一覧表

Ｌ 
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8６ 

NOL 
遺物

番号
器種

最大長

(c､） 

最大幅

(c､） 

最大厚

(c､） 

重量

(９） 
石材 刃角

使用痕・装着痕の位置・程度

Ａ Ｂ ａ ｂ Ｃ ． 
備考

1 雑 石鑑 3.0 ２．２ ０．４ ５ 頁 覆

２ 1０１ 直刃削器 ５．５ 3.5 ０．８ 1９ 〃 5０ 位置不

３ 5１ 棒状石器 8.0 ３．３ ０．９ 3３ 片 擦１ 敲1 敲1 ＋３０ 

４ 143 礫器 1６．６ ８．３ 4.0 800 上 9０ 敲２ 敲２ 研磨
鋭刃による敲

－４ 

５ 1３ 円礫石器 1３．９ ８．５ ４．５ 900 安 擦２→敲１ 擦２→敲１ 敲1 敲１
敲1

→擦２

敲１

→擦２
＋９ 

６ 9６ 〃 7.8 ６．２ ３．８ 195 浮安 敲２．変色 敲２.変色
赤く変色
＋２４ 

７ 6８ 〃 1３．３ 7.0 4.1 520 不明 敲１→擦２ 敲１→擦２
擦→火

－３ 

８ １９ 〃 1０．６ ８．５ ４．７ 670 花 擦２→敲２ 擦２→敲２ 敲1 敲１ 敲１ 敲１ ＋1２ 

９ ２ 〃 1１．４ ８．３ 4.3 590 安 凹２ 凹２ 敲１ 敲1 敲１ 敲１ ＋３ 

1０ 1７ 〃 1０．６ ６．５ 4.0 435 〃
擦ｌ→敲２

・凹２

擦ｌ→敲２

･凹２
敲２ 敲２ 敲２

敲→火

＋９ 

1１ 2５ 〃 1２．５ ８．３ ４．０ 720 〃
擦２→凹１

･敲１

擦２→敲1

→火
敲１ 敲１ 敲１ 敲1 ＋７ 

1２ 雑 凹石 1１．５ ９．０ 5.0 630 ﾉノ 火→凹３ 火→凹３ 火 火 火 火
火→敲→凹

覆

1３ １ 〃 8.5 7.2 5.7 350 〃 火→凹1 火→凹１ 火 火 火 火
火→凹→欠

＋９ 

1４ 5３ 〃 1０．７ ７．８ １．２ 9６ 結片 凹１ ＋１３ 

1５ 7６ 多凹石 2４．７ 1５．４ 1０．０ ３．６５０ 安 凹３ 凹３
－部欠
＋１５ 

1６ 104 石棒 4０．８ 1１．０ 9.1 ７．２００ 緑片 敲 擦２ 敲 敲 敲
頭部欠
＋６ 

1７ 103 
石棒欠損品を

利用した石器
2１．１ ８．７ ３．７ 930 〃 8５ 敲 敲 ＋８ 

石鎌 打斧 磨斧 石錐 尖頭器 石匙 掻器 背付 直刃 凸刃 凹刃 交刃 複刃 鋸歯 扶入 模形 礫器 ＲＦ ＵＦ 磨石 敲石 円礫 石棒 棒状 石皿 多凹 凹石 砥石 剥片 石核 礫 その他 計

色頁岩 １ １ 4９ 5１ 

頁岩 １ １ 

黒色安山岩 ５ １ ６ 

浮石質安山岩 １ １ 

安山岩 ４ １ ２ 1 ６ 1４ 
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図－７９Ｊ７号住居跡出土土器（１）

８７ 

石鍛 打斧 磨斧 石錐 尖頭器 石匙 掻器 背付 直刃 凸刃 凹刃 交刃 複刃 鋸歯 扶入 模形 礫器 ＲＦ ＵＦ 磨石 敲石 円礫 石棒 棒状 石皿 多凹 凹石 砥石 剥片 石核 礫 その他 計

花崗岩 1 １ ２ 

ピン岩 １ １ 

珪岩 1 １ 

緑泥片岩 1 5０ 1 5２ 

黒色片岩 １ 1 

結晶片岩 １ １ 

その他 １ ２ ３ 

計 １ １ １ ７ 1 １ １ ３ 1０７ ９ ２ 134 
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図－８０Ｊ７号住居跡出土土器（２）

表－１９Ｊ７号住居跡出土土器観察表（図－７９．８０図版－７８．７９）

8８ 

番号 遺物番号 文様構成・文様施文・器形の特徴 ①胎士②色調③残存 時期 出土位置 備考

１ 1４．１５ 
ＲＬの地文。矢羽根状刻み浮線を頚部以下を横位に、口縁付近で渦巻き状に巡らす。頚部より口縁にかけて強く外反。

①砂粒②黄榿色③胴部上半。諸磯ｂｏ＋３．埋甕。３と同一個体。

２ 2４ 
平行沈線。緩く外反。平口縁。 ①砂粒②にぶい榿色③ロ縁

部

諸磯ｂ Ｐ５内 円孔あり

３ 雑
ＲＬの地文。矢羽根状刻み浮線。獣面。緩い波状口縁。

口縁端刻み列。

①砂粒②浅黄榿色③口縁部 諸磯ｂ

４ 雑
ＲＬの地文。矢羽根状刻み浮線。 ①砂粒②にぶい黄榿色

③胴部

諸磯ｂ

５ 雑
ＲＬの地文。矢羽根状刻み平行沈線。 ①白色粒②にぶい赤褐色

③胴部

諸磯ｂ 6.13と同一個体

６ 1 
ＲＬの地文。平行沈線。 ①砂粒②にぶい赤褐色

③胴部

諸磯ｂ ＋３ 5.13と同一個体

７ 雑
細いＲＬの地文。平行沈線。 ①砂粒②にぶい褐色③胴部 諸磯ｂ

８ 雑
ＲＬの地文。平行沈線。 ①砂粒②榿色③胴部 諸磯ｂ ９と同一個体

９ 2０ 
ＲＬの地文。平行沈線。平口縁外反。 ①砂粒・白色粒②にぶい燈

色③口縁部

諸磯ｂ ＋２２ 

1０ 1１ 
平行沈線。 ①砂粒②明黄褐色③胴部 諸磯ｂ ＋1８ 

1１ 1９ 
ＲＬの地文。浮線。 ①砂粒②にぶい榿色③胴部 諸磯ｂ ＋１３ 

1２ 2０ 
ＲＬの地文。平行沈線。 ①砂粒②にぶい赤褐色

③胴部

諸磯ｂ ＋２２ 

1３ 雑
ＲＬの地文。平行沈線。 ①砂粒・片岩粒②にぶい褐

色③胴部

諸磯ｂ

1４ 雑
ＬＲの地文。沈線。 ①砂粒②榿色③胴部 諸磯？

1５ 雑
間隔をあけたＲＬの地文。 ①砂粒②にぶい赤褐色

③胴部

諸磯？

1６ 2９ 
縦方向撫で。 ①砂粒②にぶい榿色③底部 Ｐ １１ 内
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Ｊ７号住居跡出土石器属性表

［ 
2０ 

表－２１ Ｊ７号住居跡石器器種・石材別一覧表

庄圓朋圓、同ﾛ圓朋囹圖目
￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■囮■■■回
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9０ 

NＯ 
遺物

番号
器種

最大長

(c､） 

最大幅

(c､） 

最大厚

(c､） 

重量

(９） 
石材 刃角

使用痕・装着痕の位置・程度

Ａ Ｂ ａ ｂ Ｃ ． 
備考

1 2８ 打製石斧 1０．６ 6.2 1.4 122 黒頁 3０ 減２ 潰 ＋３９ 

２ 雑 ﾉノ (4.9） (7.1） 1.6 6７ ﾉノ
刃・基部欠

覆

３ 1６ 凸刃削器 ４．８ 7.1 1.8 4８ 〃 6０ ＋１３ 

４ 雑 複刃削器 ５．８ ７．２ 2.0 8５ 〃 4５ 
３刃

覆

５ 2１ 交刃削器 6.3 7.9 １．９ 8５ 〃
4５ 

～6０ 
＋２２ 

６ ２ 棒状石器 1７．２ ９．７ 1.5 396 結片 擦２ 擦２ 敲1 敲１ 敲２ 敲２ ＋６ 

７ 2７ 敲き石 1４．７ ２．９ 2.2 140 緑片 敲１ 敲１ ＋1０ 

８ ５ 円礫石器 1０．９ ７．８ 4.9 511 安 擦ｌ→敲２
擦ｌ→敲２

･凹２
敲１ 敲１ 敲1 敲１

縦断面は紡錘

状・Ｐ８内

９ 2６ 〃 9.9 ７．５ 4.9 526 花 擦２→凹２ 擦２→敲１ 敲１ 敲１ 敲１ 敲１ P5内

1０ 雑 凹石 1２．０ ８．７ 5.1 627 安 凹２ 凹３ 覆

11 1８ 多凹石 1９．７ 1４．２ 5.8 2.350 〃 凹３ 凹３ ＋１６ 

1２ 1０ 石皿 (17.8） (10.9） 5.6 405 浮安 敲 敲 敲 敲 ＋1０ 

石鑑 打斧 磨斧 石錐 尖頭器 石匙 掻器 背付 直刃 凸刃 凹刃 交刃 複刃 鋸歯 扶入 模形 礫器 ＲＦ ＵＦ 磨石 敲石 円礫 石棒 棒状 石皿 多凹 凹石 砥石 剥片 石核 礫 その他 計

色頁岩 ２ １ １ １ 1２ 1７ 

頁岩 １ 1 

黒色安山岩 ２ ２ 

浮石質安山岩 １ １ 

安山岩 １ １ １ ２ ５ 

花崗岩 １ １ 

緑泥片岩 1 1 ２ 

結晶片岩 １ 1 

計 ２ １ １ １ １ ２ １ １ 1 １ 1６ ２ 3０ 
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図－８３Ｊ８号住居跡出土土器（２）

表－２２Ｊ８号住居跡出土土器観察表（図－８２．８３図版-79）

①胎土②色調③残有

①中粒・黒色鉱物②

貴榿色③底吝

の中粒・白色鉱物②灰黄袴

二③口縁モ

9２ 

番号 遺物番号 文様構成・文様施文・器形の特徴 ①胎土②色調③残存 時期 出土位置 備考

１ 4０ 
４単位の突起が考えられる。文様は３本1組の曲線文で

描出される。４組とも文様構成が異なる。

①中粒・黒色鉱物②にぶい

黄榿色③底部を欠損する。

称名寺２ 埋甕

２ 
1３．１６．１８． 

1９ 

小形の胴部がくびれる深鉢。口唇突起は５単位（８字状．

刺突・こぶ)。２単位の乱れた沈線区画。

①中粒・砂粒を含む②榿色

③一部胴部を欠損する。

称名寺２ 埋甕

３ ４ 
太い沈線区画によって文様が描出。 ①中粒・白色鉱物②灰黄褐

色③口縁部

称名寺２ 周礫部



9８ 

番号 遺物番号 文様構成・文様施文・器形の特徴 ①胎士②色調③残存 時期 出土位置 備考

４ 雑
口唇部に刺突。文様は沈線区画がなされる。 ①中粒②にぶい黄榿色

③口縁部

称名寺２

５ 雑
鉢形。突起は円形状になると思われる。刺突と連結する

沈線によって構成。文様は沈線区画。

①細粒②淡黄色③口縁部 称名寺２

６ 雑
沈線と列点。列点は細長く浅い。 ①中粒②浅黄榿色③口縁部 称名寺２

７ 1２ 
口縁に平行する２条の沈線と垂下する条線。 ①細粒②榿色③口縁部 中～後期 ＋８ 

８ 雑
沈線区画された隆線で構成。Ｊ字文の構成や刺突連結沈

線で構成される。

①細粒②黒褐色③胴部 堀之内’

９ ５ 
沈線区画。 ①中粒②浅黄榿色③胴部 称名寺２ 同礫部

1０ 2３ 
沈線区画。 ①中粒②淡黄色③胴部 称名寺２ ＋２８ 

1１ 雑
太く浅い沈線と竹管状工具による列点。工具は斜めに使

用。

①中粒②淡黄色③胴部 称名寺２

1２ 5１ 
浅い沈線。 ①中粒②黄榿色③胴部 称名寺２ 住外

1３ 3９．５５ 
4本単位の浅い条線。 ①中粒②灰黄褐色③胴部 中～後期 －５ 

位置不

１４ 2７ 
沈線区画がなされ、列点が付される。 ①中粒②黄榿色③胴部 称名寺２ ＋１４ 

1５ 7０ 
鉢。８字状貼付文。沈線区画と細縄文ＬＲ。 ①細粒②にぶい赤褐色。

③胴部

堀之内’ 周礫部

1６ 7１．７９．９１ 
胴部がすぼまり、口縁が大きく開く深鉢。４単位の小波

状口縁には突起が付される。文様は沈線区画。

①粗粒・砂粒多い②黄榿色

③％ 

称名寺２ 炉内

１７ 
口縁に平行して１条、斜行して２条の隆帯。隆帯には刻

み。口縁部に弧線が描出。

①中粒②黄榿色③口縁部 中～後期

1８ 4１ 
隆帯上に列点状の刻みが入る。弧線内には細長い列点が

施される。

①中粒②榿色③胴部 称名寺２ ＋２ 

1９ 雑
胴下半部。沈線区画内に縄文ＬＲが施文される。 ①中粒②榿色③胴下半 称名寺２

2０ 3７ 
沈線０ ①細粒②淡黄色③胴部 称名寺２ 住外

2１ ８ 
縄文ＲＬ。 ①中粒②白色鉱物②黄榿色

③胴部

諸磯 周礫部

2２ ３ 
胴部屈曲部に1条の沈線。４単位の沈線区画に充填縄文

ＬＲ 。

①中粒②榿色③胴部 称名寺 周礫部

2３ 3６ 
把手。Ｃ字状の沈線と円孔。 ①中粒②榿色③把手 称名寺２ 住外

2４ 4０ 
無文部。横方向の撫で。 ①中粒②榿色③底部 後期 標高不

2５ 2５ 
無文部。 ①中粒②淡黄色③底部 後期 ＋２８ 

2６ 2９ 
蓋。上面は丁寧な磨き。下面はややザラつく。 ①中粒・黒色鉱物②榿色

③蓋

堀之内？ ＋２２ 
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Ｊ８号住居跡出土石器属性表

Ｉ 
2３ 

…
 

Ｊ８号住居跡石器器種・石材別一覧表

E。;ｉＪＬＩ

９６ 

N０ 
遺物

番号
器種

最大長

(c､） 

最大幅

(c､） 

最大厚

(c､） 

重量

(９） 
石材 刃角

使用痕・装着痕の位置・程度

Ａ Ｂ ａ ｂ Ｃ ． 
備考

１ 5２ 打製石斧 1１．７ 7.8 １．６ 175 頁 5０ 減３ 減３ 住外

２ 3３ 〃 8.2 ５．７ １．５ 6１ 〃 3５ 減1 ＋１１ 

３ 7１ ﾉノ 7.6 ５．６ １．４ 6３ 〃 3０ 位置不

４ 7５ 凸刃削器 5.1 ８．１ 1.5 6４ 〃 6０ ＋８ 

５ 6６ 石核 5.6 7.8 ５．２ 200 安 ＋６ 

６ 1１ 磨製石斧 1７．５ 4.8 ２．７ 345 緑片 4０ 敲２ 潰３ 周礫部

７ 7４ 敲き石 1６．７ 6.3 ４．５ 762 安 火
火

→敲２
敲１

火→敲

位置不

８ 1５ 円礫石器 9.1 7.3 ７．２ 740 〃 敲２ 敲→擦１ 敲２ 敲２
敲

･擦１

敲

･擦１
周礫部

９ 3４ 〃 １４．９ ６．８ ５．７ ＬＯＯＯ 花
擦１．

敲ｌ～２

擦１．

敲１～２
敲１

敲ｌ→

擦１

敲ｌ→

擦１
＋３ 

１０ 6５ ﾉノ 1２．３ 1０．２ ５．２ 950 安 擦ｌ→敲１ 擦ｌ→敲１ 敲１ 敲１ 敲１ 敲１ 周礫部

1１ 6１ 敲き石 9.9 7.2 ６．８ 700 〃 敲１ 敲２ ＋３ 

１２ 6７ 円礫石器 1０．８ ８．０ ６．０ 748 花 擦２→敲３ 擦２→敲３ 敲３ 敲３ 敲３ 敲３ 周礫部

1３ 3２ ﾉノ 8.7 ８．１ ６．５ 700 〃 敲１→擦２ 敲ｌ→擦２ 敲３
敲３

→擦1

敲２

→擦１

敲２

→擦１
＋１３ 

１４ 3５ 〃 １０．９ ７．７ ６．７ 920 安 敲ｌ→擦１ 擦ｌ→敲２ 敲２ 擦１ 擦１ 周礫部

1５ 6２ 〃 １１．４ ９．２ ７．４ 1.200 花 擦１．敲２ 擦１ 擦１ 敲１
擦1．

敲１
敲１ ＋２ 

１６ 5０ 砥石 (9.7） (7.7） １．３ 6０ 砂 擦２ 擦２ 擦２ 擦２ 擦２ 住外

1７ 6０ 円礫石器 1６．３ 1４．８ 1０．３ ３．５００ 花 擦ｌ・凹３ 擦ｌ・凹２ 擦１ 擦１ 擦１ 敲１ 床直

１８ 6３ 凹石 1９．８ 1８．５ 1４．６ 7.600 安 凹３ ＋８ 

1９ 6９ 石皿 (14.5） (20.5） 4.7 1.780 〃 変色・擦２ ＋３７ 

2０ 7３ 石棒 (26.8） (9.1） ６．５ 2.700 緑片 擦３ 擦２ 擦３ 擦３ 擦３ 床直

石鍍 打斧 磨斧 石錐 尖頭器 石匙 掻器 背付 直刃 凸刃 凹刃 交刃 複刃 鋸歯 扶入 模形 礫器 ＲＦ ＵＦ 磨石 敲石 円礫 石棒 棒状 石皿 多凹 凹石 砥石 剥片 石核 礫 その他 計

黒色頁岩 ３ １ 1６ 2０ 

黒色安山岩 ５ １ ６ 

安山岩 ２ ３ １ １ ８ 1５ 

花崗岩 ５ ５ 

珪岩 １ １ 

緑泥片岩 １ １ ２ 

砂石 １ １ 

計 ３ １ １ ２ ８ １ １ 1 １ 3０ １ 5０ 
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表－２５Ｊ９号住居跡出土土器観察表（図 ８６．８７図版－７９．８０）

①胎士②色調③残

①中粒・砂粒②淡黄色③光

①細粒②黄燈色③口縁碧

①細粒②黄榿色③

①細粒②黄榿色③口縁普

①中粒②黄榿色③口縁君

①粗粒②浅黄榿色③口縁君

①中粒・白色鉱物②リ

色③口縁召

9８ 

番号 遺物番号 文様構成・文様施文・器形の特徴 ①胎士②色調③残存 時期 出土位置 備考

１ 
７．３８．４２． 

4４ 

底部が小さくすぼまり、胴部にくびれを持つ平口縁の深

鉢。文様４単位。沈線区画と充填縄文ＬＲが施文。

①中粒・砂粒②淡黄色③％ 称名寺１ 床直－５

埋甕－３

２ ２．３８．３９ 
小波状口縁。文様単位不明。文様区画の間に列点。沈線

区画内には縄文ＬＲが充填。

①細粒②黄榿色③口縁部 称名寺1 －２ 、

床直

５ 

３ ７．４６ 
大きく開く小波状口縁の深鉢。波頂部に突起。文様は太

めの深い沈線でＹ字文が４単位に描出。

①細粒②黄榿色③％ 称名寺２ －３ 

４ 4５ 
沈線区画。円形刺突による列点。内面に縁を有する。 ①細粒②黄榿色③口縁部 称名寺２ 炉内

５ 3３ 
沈線区画。 ①中粒②黄榿色③口縁部 称名寺２ ＋２４＋２３ 

＋３６ 

６ ２ 
沈線区画。 ①粗粒②浅黄榿色③口縁部 称名寺２ ＋２ 
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Ｊ９号住居跡出土石器図－８８ １ 

9９ 

番号 遺物番号 文様構成・文様施文・器形の特徴 ①胎士②色調③残存 時期 出士位置 備考

８ 炉内
沈線。列点０ ①中粒②淡黄色③胴部 称名寺２ 炉内

９ 雑
把手。円孔。内側に刺突と渦巻き沈線。 ①中粒②淡黄色③把手 称名寺２

１０ 雑
隆線。縄文ＬＲ。 ①中粒②にぶい黄榿色

③胴部

加曽利Ｅ

４ 

１１ 3３ 
沈線。縄文ＬＲ。 ①中粒②浅黄榿色③胴部 称名寺１ ＋２４＋２３ 

＋３６ 

1２ ６ 
沈線。縄文ＬＲ。 ①細粒②黄燈色③胴部 称名寺1 ＋２ 

１３ 炉内
微隆起。 ①細粒②浅黄榿色③胴部 加曽利Ｅ

４ 

炉内

１４ 炉内
縄文Ｒ？ ◎ ①繊維②浅黄榿色③胴部 炉内

1５ 3１．３６ 
無文部。縦方向の磨き。 ①中粒②淡黄色③底部 炉内

１６ 2５ 
文部０ ①中粒②淡黄色③底部 称名寺 ＋１４ 

1７ ５ 
無文部。 ①中粒②浅黄榿色③底部 称名寺 床直
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図－９０Ｊ９号住居跡出土石器（３）

表－２６Ｊ９号住居跡出土石器属性表

１０１ 

NＣ 
遺物

番号
器種

最大長

(c､） 

最大幅

(c､） 

最大厚

(c､） 

重量

(９） 
石材 刃角

使用痕・装着痕の位置・程度

Ａ Ｂ ａ ｂ Ｃ ． 
備考

１ 雑 模形石器 3.5 2.6 ０．９ ８ 珪 ０５ ３４ 刃 覆

２ 4０ 打製石斧 1４．５ 7.2 ４．９ 590 頁 9０ －１４ 

３ 雑 〃 1１．５ 5.7 １．５ １１０ 安 ００ ３５ 減１
分銅形

覆

４ 雑 ﾉノ 1０．３ 3.7 １．５ 7２ ﾉノ 5０ 減２
短冊形

覆

５ 雑 〃 ８．０ ４．９ ２．５ 100 黒頁 6０ 
分銅形

覆

６ 雑 〃 ９．０ ３．５ ２．１ 7３ 〃 7０ 減１ 減１ 減１
擢形

覆

７ 3３ 背付き石器 ９．０ ５．６ １．９ １１２ 頁 5０ ＋２０ 

８ 雑 掻器 ７．５ 5.7 １．１ 6０ 黒頁 6０ 覆

９ 雑 凹刃削器 3.9 ３．５ ０．９ ９ 〃 3５ 覆

１０ 雑 複刃削器 5.7 ５．７ １．２ 4６ 〃 4５ 減２ 減２ 減２
３刃

覆

1１ 雑 ＲＦ ３．７ 2.6 ０．７ ７ 〃 4０ 覆

1２ 雑 凸刃削器 (3.7） (3.6） ０．５ １０ 頁 3５ 欠覆
1３ 3３ ＵＦ ４．９ ３．５ ０．９ 1９ 〃 備 刃 刃 刃

刃角3０，６０，７０
＋２３ 

1４ １３ 軽石製石器 ７．３ ６．０ ２．４ 7２ 浮安 擦２ 擦２ 擦２ 擦２ 擦２ 擦２ ＋２０ 

1５ 2７ ＵＦ ８．０ ５．７ 1.0 7５ 黒安 6０ 刃 刃 Ｐ９内

１６ 1９ 敲き石 １７．８ ３．６ ２．４ 270 緑片 敲２ 敲１ 敲１ 敲１ 敲３ 床直
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図－９１Ｊ１０号住居跡出土土器（１） Ｌ－－ｌ ０cｍ 

１０２ 

NＣ 
遺物

番号
器種

最大長

(c､） 

最大幅

(c､） 

最大厚

(c､） 

重量

(９） 
石材 刃角

使用痕・装着痕の位置・程度

Ａ Ｂ ａ ｂ Ｃ ． 
備考

１７ １７ 円礫石器 ８．３ 6.5 ６．５ 472 安 敲ｌ→擦１ 敲２→擦１ 擦１
敲1

→擦１
擦２

敲１

→擦１

擦→火

＋１６ 

１８ ９ 石皿 (17.2） (lL5） ３．５ 730 〃 襟１
欠

＋３ 

1９ 1４ 円礫石器 1０．０ ８．７ 7.4 800 ﾉノ 敲２ 敲２ 敲２ 敲２ 敲２ 敲２ ＋２２ 

2０ １０３ 〃 ８．７ (5.9） 6.7 450 〃 擦２ 敲ｌ→擦１ 擦１ 擦１ 擦１ 擦1 位置不

2１ 104 〃 1３．７ ６．８ 2.6 375 花 敲２ 敲２ 敲１ 敲１ 敲１ 敲１ 位置不

2２ １２ 〃 1２．２ ９．６ 6.5 Ｌ３００ 安 擦ｌ→敲１ 擦ｌ→敲1 擦１ 擦１ 擦１ 擦１ ＋１６ 

2３ 1７ ﾉノ 7.2 ７．１ 5.6 320 〃 敲２→火 敲２→火
敲２→

火

敲２→

火

敲３→

火

敲２→

火

敲２→火

＋１６ 

2４ ３ 〃 1１．５ ８．５ ４．６ 740 ﾉノ 敲ｌ→擦１ 敲ｌ→擦１ 敲３ 敲３
敲２

→擦１

敲２

→擦１
＋２ 

2５ 2９ 石棒 (10.6） (9.1） (2.6） 250 緑片 敲２ 擦２ 擦２
欠

Ｐ８内

2６ ４ 〃 3０．４ 8.5 ７．８ 2.500 〃 敲２ 敲２ 敲２ 敲２ 敲２ 敲２
表面風化

－２ 

2７ １０ 〃 2８．７ 8.2 ７．０ 3.150 〃 敲２→擦３
敲２→擦３

敲２

敲２

→擦３
敲２

敲２

→擦３

敲２

→擦３
床直

2８ １ 〃 (22.0） 1０．０ ９．８ 3.350 〃 敲２→擦１ 敲２→擦１
敲２

→擦１

敲２

→擦１

敲２

→擦１

敲２

→擦１

欠

－１１ 

2９ 3７ 〃 (29.5） 1０．２ ９．０ 4.300 ﾉノ 敲 敲 敲 敲 敲 敲
表面風化強・欠

＋３ 

3０ 2６ 円礫石器 1３．８ 1２．３ 1０．５ 2.370 安 敲２→擦２ 敲２→擦２
敲２

→擦２

敲２

→擦２

敲２

→擦２

敲２

→擦２
周礫内

石鎌 打斧 磨斧 石錐 尖頭器 石匙 掻器 背付 直刃 凸刃 凹刃 交刃 複刃 鋸歯 扶入 模形 礫器 ＲＦ ＵＦ 磨石 敲石 円礫 石棒 棒状 石皿 多凹 凹石 砥石 剥片 石核 礫 その他 計

色頁岩 ３ １ １ １ １ １ １ ２ 1１ 

頁岩 １ １ 

黒色安山岩 ２ １ ３ 

浮石質安山岩 １ １ 

安山岩 ７ １ ５ 1３ 

花崗岩 １ １ ２ 

閃緑岩 １ １ 

珪岩 １ １ 

緑泥片岩 １ ５ １ ７ 

結晶片岩 ２ ２ 

計 ５ １ １ １ １ １ 1 １ ２ １ ８ ５ １ ３ ９ １ 4２ 
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表－２８Ｊ１０号住居跡出土土器観察表（図－９１．９２図版－８０．８１）

⑪｡。②・・③■二・

①中粒②榿色③胴芒 zi寺２１コに西周礫廷文剖ｉｎ縦方向の崖

①粗粒②榿色③胴普 ｺﾆﾙｰｵ;l今r[ｆ

１０４ 

番号 遺物番号 文様構成・文様施文・器形の特徴 ①胎士②色調③残存 時期 出土位置 備考

１ 3３ 
小波状口縁。Ｃ字状沈線と円形刺突。沈線区画による文

様で縄文ＬＲが充填される。

①細粒②浅黄色③口縁部 称名寺１ 炉内

２ 2０ 
沈線。縄文ＬＲ ０ ①中粒②にぶい褐色③口縁

部

称名寺１ ＋６ 

３ 4７ 
沈線区画。縄文ＬＲ。 ①中粒・白色鉱物②にぶい

榿色③口縁部

称名寺１ 周礫部

４ 7９ 
沈線。縄文ＬＲｏ口縁部内側に縁。 ①細粒②淡黄色③口縁部 称名寺１ 周礫部

５ 2６ 
沈線。縄文ＬＲｏ口縁部内側に縁。 ①細粒②浅黄榿色③口縁部 称名寺１ ＋２６ 

６ 6３ 
小波状口縁。沈線区画。 ①細粒②淡黄色③口縁部 称名寺２ 周礫部

７ １０５ 
沈線０ ①粗粒②淡黄色③口縁部 称名寺２ 周礫部

８ 9０ 
大波状口縁。沈線。列 ０ ①細粒②にぶい黄色③口縁

部

称名寺２ 周礫部

９ 7５ 
沈線０ ①中粒・白色鉱物②にぶい

黄褐色③口縁部

称名寺２ 周礫部

1０ 5４．１１９ 
沈線◎ ①中粒②にぶい黄褐色③口

縁部

称名寺２ 周礫部

１１ 雑
横位の沈線。５～６本単位の条線。 ①中粒②淡黄色③口縁部 称名寺？

1２ 162 
細い平行沈線と垂下する４本以上の沈線。 ①細粒②にぶい褐色③口縁

部

堀之内１ 周礫部

1３ １３１ 
沈線。縄文ＬＲ ◎ ①細粒②黒色③胴部 称名寺1 住外

１４ 110 
横方向の沈線。縄文ＬＲ。 ①細粒②にぶい黄榿色③胴

部

称名寺１ 周礫部

1５ 雑
沈線区画。縄文ＬＲ。 ①中粒②榿色③胴部 称名寺

１６ １１３ 
沈線区画。縄文ＲＬ。 ①細粒②淡黄色③胴部 称名寺１ 周礫部

1７ 5２ 
沈線区画。縄文ＬＲ。 ①細粒②淡黄色③胴部 称名寺１ 周礫部

1８ １０ 
隆帯と刻み。円形刺突。細く浅い沈線と縄文ＬＲ。 ①細粒②にぶい黄榿色

③胴部

堀之内１ ＋２０ 

１９ 雑
太い沈線と列点。 ①中粒②淡黄色③胴部 称名寺２

2０ 1６ 
沈線｡ ①中粒②浅黄燈色③胴部 称名寺２ 周礫部

2１ １１６ 
太い沈線。 ①中粒②浅黄榿色③胴部 称名寺２ 士坑内

2２ ５ 
胴部のくびれた横方向の３条の沈線｡その上下に沈線文。 ①細粒②浅黄榿色③胴部 称名寺２ ＋１２ 

2３ １４０ 
沈線。縄文ＬＲｏ縄文地が主体で、施文方向が不規則。 ①中粒②淡黄色③胴部 称名寺１

加Ｅ４

住外

2４ 
1２０．１２７． 

129 

沈線による文様構成。縄文ＬＲが充填される。 ①細粒②榿色③胴部 堀之内’ 住外・周礫

部・土坑内

2５ 149 
不規則な太さの沈線によってＪ字文を基調とする。文様

構成は不規則。

①中粒②黄榿色③％ 称名寺２ 炉内

2６ 4９ 
無文部。斜め方向の磨き。口縁内側に縁がつく。 ①中粒②榿色③口縁部 称名寺２ 住居北側

2７ 3８．１０２．１５２ 
文部。縦方向の磨き。 ①中粒②榿色③胴部 称名寺２ 北西周礫

部

2８ 1１７ 
隆帯と太い刻み。 ①粗粒②榿色③胴部 中～後期 ＋５８ 

2９ ２ 
Ｃ字状の沈線と刺突。２方向からの円孔。口縁内側に縁

がつく ｡ 

①細粒②淡黄色③把手 称名寺２ ＋７ 

3０ 160 
把手。内側にＣ字文。円孔。 ①細粒②浅黄色③把手 称名寺２ 周礫部

3１ 雑
円孔を２つ有する把手。沈線。 ①中粒②にぶい榿色③把手 称名寺２

3２ 4５ 
遺物不明 周礫部
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図－９３Ｊ１０号住居跡出土石器（１）

１０５ 

番号 遺物番号 文様構成・文様施文・器形の特徴 ①胎士②色調③残存 時期 出土位置 備考

3３ ３ 
沈線内に円形刺突。 ①細粒②灰黄色③蓋 後期 －１３ 

3４ １２６ 
土版あるいは士錘か。４面に沈線による文様。 ①細粒②榿色③土版あるい

は士錘

後期 ＋１５ 
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図－９５Ｊ１０号住居跡出土石器（３）

表－２９Ｊ１０号住居跡出土石器属性表

１０７ 

NＯ 
遺物

番号
器種

最大長

(c､） 

最大幅

(c､） 

最大厚

(c､） 

重量

(９） 
石材 刃角

使用痕・装着痕の位置・程度

Ａ Ｂ ａ ｂ Ｃ ． 
備考

１ 3２ 打製石斧 1１．０ ５．０ 1.2 6１ 黒頁 4５ 
溌形

＋３５ 

２ ８ 〃 (9.2） 6.9 ２．０ 130 黒安 4５ 欠 減２ 潰 潰
分銅形・基部欠

．±抗内

３ 7４ 〃 (8.3） 8.1 ２．３ １７９ 〃 7０ 欠 潰
分銅形・基部欠
＋1６ 

４ 5１ 〃 1４．２ ８．０ 3.8 340 頁 7０ 住外

５ 3１ 凸刃削器 7.5 ９．６ 3.9 240 〃 7５ ＋３６ 

６ 2８ 凸刃石器 ７．６ ７．５ ２．４ １２０ 〃 6０ ＋１９ 



Ｊ１０号住居跡石器器種・石材別一覧表表－３０

頂團、叩M
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１０８ 

NＣ 
遺物

番号
器種

最大長

(c､） 

最大幅

(c､） 

最大厚

(c､） 

重量

(９） 
石材 刃角

使用痕・装着痕の位置・程度

Ａ Ｂ ａ ｂ Ｃ ． 
備考

７ １４４ 円礫石器 9.7 ８．５ ５．０ 635 安 凹→擦２ 凹→擦２
敲１

→擦２

敲１

→擦２

敲１

→擦２

敲１

→擦２

火→凹・敲→擦

Ｐ２内

８ 9６ 〃 1１．８ ７．７ ４．５ 625 〃 凹→擦1 凹→擦１
敲２

→擦１

敲２

→擦１

敲２

→擦１

敲２

→擦1
周礫部

９ 9９ ﾉノ 8.3 ７．７ ５．７ 455 花 擦３→敲３ 敲３ 敲３ 敲３ 敲３ 敲３ 周礫部

１０ 6１ 〃 10.0 ８．４ 4.3 550 安 凹→擦２ 凹→擦２ 敲３
敲３

→擦１
敲1 敲１ 周礫部

１１ 雑 〃 (7.8） (7.0） (3.2） 248 頁 敲２ 欠 覆

１２ １５７ 〃 ８．５ ７．２ 6.8 542 花 擦３ 擦２→敲２
擦２

→敲２

擦２

→敲２

擦２

→敲２

擦２

→敲２
周礫部

１３ 3０ 〃 (8.9） ８．４ 3.7 394 ﾉノ 擦２ 欠 敲２ 敲１ 敲１ 位置不

１４ 124 〃 9.8 ８．３ 5.0 636 安 凹→擦１ 凹→擦1
敲２

→擦１

敲２

→擦１

敲２

→擦１

敲２

→擦１
＋７ 

1５ 126 円礫石器 (9.5） 7.1 3.5 370 安 敲２ 敲１ 欠 敲１ ＋１５ 

1６ 1２ 〃 ９．８ 9.2 7.4 900 花 敲２→擦２ 擦２ 擦２ 擦２ 擦２ 擦２ ＋５１ 

１７ 138 〃 1６．０ 9.0 3.8 745 安 敲２ 敲１ 敲３ 敲３ 敲３ 土抗内

1８ 5７ 〃 11.5 1０．０ 8.2 1.260 〃 擦２→敲３ 擦２
擦２

→敲３

擦２

→敲３

擦２

→敲３

擦２

→敲３

擦→火→敲
＋４２ 

１９ 9５ 石皿 (8.2） (8.2） (4.8） 365 ﾉノ 擦２ 欠 欠 欠 擦２ 欠
若干火→破損.

周礫部

2０ 〃 (14.6） (10.8） 3.6 650 〃 擦２ 位置不

2１ 5０ 〃 (15.5） 1０．５ 4.5 785 〃 擦１ 住外

2２ 3３ 凹石 1１．０ 8.2 3.2 360 〃 凹１→擦１ 炉内

2３ １３７ 円礫石器 1４．８ 1２．３ 1１．５ 2.900 ﾉノ 敲２→擦１ 欠
敲２

→擦１

敲２

→擦１

敲２

→擦1

敲２

→擦１
土抗内

2４ 7０ 〃 2０．９ １８．１ 4.8 2.450 〃 凹２ 周礫部

2５ 8５ 
石皿＋多凹

石
１８．２ 1４．０ 8.2 2．１００ ﾉノ 擦１ 凹３ 住外

2６ 1０７ 石皿 (13.8） (16.5） 6.4 1.260 〃 擦１ 欠 欠 欠 周礫部

2７ 143 ﾉノ (18.3） (13.6） 6.3 2.100 〃 擦１ 住外

2８ 8３ 〃 2４．９ 1８．２ 4.8 2.240 〃 擦１ 擦１
欠

住外

2９ 100 石棒 (18.3） ９．２ 6.4 １．５００ 緑片 敵 敲 欠 欠 敲 敲 周礫部

石鍼 打斧 磨斧 石錐 尖頭器 石匙 掻器 背付 直刃 凸刃 凹刃 交刃 複刃 鋸歯 扶入 模形 礫器 ＲＦ ＵＦ 磨石 敲石 円礫 石棒 棒状 石皿 多凹 凹石 砥石 剥片 石核 礫 その他 計

色頁岩 ２ ２ 3５ １ 4０ 

頁岩 1 １ 

黒色安山岩 ２ 1１ 1３ 

石英安山岩 １ １ 

安山岩 ９ ７ １ 1１ 2８ 

花崗岩 ４ ４ 

緑泥片岩 １ １ ２ 

計 ４ ２ １４ １ ７ １ 4７ 1３ 8９ 
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表－３１Ｊ１１号住居跡出土土器観察表（図－９６図版-81）

①■■汀②‐÷・・③■

Ⅱ②‐÷・・③■
■■ 

■ 

⑪■■Ⅳ②‐：・・③■邪

①中粒・白色鉱物②榿色③｜称名寺１１束周礫内死線。縄文ＬＬ〈

氏台

１１０ 

番号 遺物番号 文様構成・文様施文・器形の特徴 ①胎土②色調③残存 時期 出土位置 備考

１ 4４ 
横方向の微隆起。縄文ＬＲ。 ①中粒②浅黄榿色③口縁部 加曽利Ｅ

４ 

東周礫内

２ ２ 
微隆起により口縁部無文帯が形成。縄文ＲＬを貫入して

沈線区画の文様が入る。

①中粒②にぶい黄榿色③口

縁部

加曽利Ｅ

４ 

＋９ 

３ 1７ 
口唇部に刺突の連結沈線。沈線区画と縄文ＬＲ。 ①細粒②にぶい黄榿色③口

縁部

称名寺１ 南東

周礫内

４ 1５ 
円形刺突とＣ字状の突起。沈線区画と縄文ＬＲ。 ①細粒②淡黄色③口縁部 称名寺1 東南

周礫内

５ 1０．１１ 
沈線区画によりＹ字文と縄文Ｌ。 ①細粒②淡黄色③口縁部 称名寺１ 東南

周礫内

６ 1３ 
沈線区画。縄文ＲＬ。 ①中粒②浅黄榿色③口縁部 称名寺１ ＋５ 

７ 雑
沈線区画による縄文ＲＬ。 ①細粒②黒褐色③口縁部 称名寺１

８ ５ 
大波状口縁。隆帯上にはＣ字状の連結刺突の沈線。内側

にも円形刺突がつく。

①中粒②榿色③口縁部 称名寺 床直

９ 雑
沈線区画。縄文ＬＲｏ施文後、円形刺突。 ①細粒②浅黄色③口縁部 称名寺１

1０ 2９ 
刻みのある隆帯。沈線区画。縄文ＲＬ。 ①中粒②榿色③胴部 称名寺１ 住外

1１ 雑
沈線区画。縄文ＬＲ。 ①中粒②灰褐色③胴部 称名寺１

1２ ９ 
沈線区画。縄文ＬＲ。 ①中粒・白色鉱物②にぶい

黄榿色③胴部

称名寺１ Ｐ３内

１３ 1４ 
沈線。沈線重ね。 ①細粒②にぶい黄榿色③胴

部

堀之内１ 東南

周礫内

1４ 1６ 
沈線区画をし、擦痕と磨きを交互に配する。擦痕部に列

点。

①中粒・白色鉱物②褐灰色

③胴部

称名寺２ ＋８ 

1５ 1７ 
沈線。列点。 ①中粒・白色鉱物②浅黄色

③胴部

称名寺２ 南東

周礫内

1６ 5１ 
大波状口縁。把手。円孔の回りに刺突と沈線。胴部は沈

線区画。

①中粒②淡黄色③把手 称名寺２ ＋２２ 

1７ ６ 
把手。刺突が２ケ所に付けられる。渦巻きの沈線。 ①細粒②浅黄色③把手 称名寺 床直

1８ 4４ 
縄文ＬＲ 。 ①中粒②にぶい黄榿色③胴

部

加曽利Ｅ

４ 

東周礫内

１９ １３．１４ 
縄文ＬＲ。 ①中粒②にぶい黄榿色③胴

部

加曽利Ｅ

４ 

東周礫上

2０ 1４．４５ 
縄文ＬＲ。 ①中粒②浅黄榿色③胴部 加曽利Ｅ

４ 

東周礫内

2１ 2９ 
羽状縄文。縄文ＬＲ。 ①繊維・砂粒②にぶい榿色

③胴部

浜 住外

2２ 1９ 
文部。縦方向の磨き。 ①中粒②明黄褐色③胴部 標高不

2３ ７ 
縦方向の条線。 ①中粒・白色鉱物②にぶい

黄榿色③胴部

加曽利Ｅ

４ 

南東

周礫内

2４ 1３ 
沈線。縄文ＬＲ。 ①中粒・白色鉱物②榿色③

底部

称名寺１ 東周礫内

2５ 4４．５４ 
沈線区画。 ①中粒②浅黄色③底部 称名寺２ 東周礫内

北周礫内

2６ 4５ 
文部０ ①粗粒②浅黄色③底部 東周礫内

2７ 5６ 
細い沈線。 ①中粒・白色鉱物②にぶい

黄色③底部

称名寺 ＋８ 

2８ 雑
土製円盤。沈線。側面研磨が行き届いている。 ①中粒②明赤褐色③土製円

盤◎ 

称名寺２
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図－９７Ｊ１１号住居跡出土石器（１）
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図版103

Ｊ３９号住居跡出土土器

蒲...-.

2２ 
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2５ 

Ｊ３９号住居跡出土土器



図版1０４

讓
J40.41号住居跡出土土器
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J40.41号住居跡川土土器
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Illlllllilllllll 
Ｊ４２号住居跡出土土器

Ｊ４３ 

Ｊ４４ 

Ｊ43.44号住居跡出土土器
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2２ 

J４４号住居跡出土土器
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-口淫山口ﾛ

1９ 

Ｊ４４ 

--,戸Ⅳ
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J44.46号住居跡出土土器
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Ｊ４６ 

Ｊ４７ 

Ｊ46.47号住居跡出土土器

Ｊ４８ 

蕊31日

Ｊ４９ 

Ｊ48.49号住居跡出土土器
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J49.50号住居跡出土土器
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J５０号住居跡出土土器
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J50.51.52号住居跡出土土器
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Ｊ５２号住居跡出土土器



図版110

鑿讓；

’ 

2３ 

MH：蝋

|懸鱗iiiiiiiiiiiii;ｉｉｉｉｉｉ;!;鱗鑑識Tl 2４ 

J５２号住居跡出土土器

5４ 
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J53.54号住居跡出土土器
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iiiiml1D 
Ｊ53.54号住居吾跡出土土器 ６ 
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鍵
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J５４号住居跡出土土器

－－－－－－－－－－－ 



図版１１２
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Ｊ５５ 

J34.55号住居跡出土土器

●■ ● 
Ｊ５７ 
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ＪＰ 

J57.58号住居跡・ＪＰ士坑出土土器
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ＪＰ土坑出土土器
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ＪＰ士坑出土土器



図版114

Ｊ１■ 

lllilllllllilllllilllilllllll 
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ＪＰ士坑出土土器
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ＪＰ土坑出土土器
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ＪＰ士坑出土土器

１８１ 

ＪＰ士坑出土土器
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ＪＰ土坑出土土器
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lllllllIIlllll,１ 
ＪＰ土坑出土土器
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4０ 

2４１ 

4４ 

234 

ＪＰ士坑出土土器

…
 

２ 

ＪＰ土坑出土土器
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ＪＰ士坑出土土器
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ＪＰ土坑出土土器



図版119
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liili 

Ｊ２ 

Ｊ１．２号住居跡出土石器

ｊ３ 

Ｊ４ 

Ｊ３．４号住居跡出土石器
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Ｊ４号住居跡出土石器

Ｊ５ 

６ 

Ｊ５．６号住居跡出土石器



図版121

Ｊ７ 

Ｊ６ 
～憐麹騨灘騨』･ｼﾞ:'灘

職

霞llIIlliillliiiiii鰹iifiIiIi

Ｊ６．７号住居跡出土石器

Ｊ８ 

Ｊ７ 

||l1lIliililllliMllliiiiilllllllllllllll,， 

Ｊ７．８号住居跡出土石器
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Ｊ８．９号住居跡出土石器
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Ｊ９号住居跡出土石器
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Ｊ１０号住居跡出土石器
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Ｊ１０号住居跡出土石器
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Ｊ１１ Ｊｌ２ 

Ｊ１１．１２住居跡出土石器雛
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Ｊｌ２ Ｊｌ３ 

Ｊ１2.13号住居跡出土石器
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５ 

Ｊ１4.15号住居跡出土石器
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Ｊ１５．１６号住居跡出土石器
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１１１ 

Ｊ１７号住居跡出土石器
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Ｊ１７号住居跡出土石器



図版127

Ｊ１９．２３ １７ Ｊｌ８ 

,IlliilllIiIIC● 

1111Ｖ 
1戦

iiiiiiliildIIU回'，
６ 

Ｊ１7.18.19.23号住居跡出土石器

Ｊ１９．２３ 

iililiiiiililiilIiiiI 

Ｊ１9.23号住居跡出土石器
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図版1２８
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挑創qdQ

Ｊ１9.23.20号住居跡出土石器

再燃一

釦蕊鱗詳

1８ 

J２０号住居跡出土石器
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1６ 

J21.22号住居跡出土石器

Ｊ２２ 

Ｊ２２号住居跡出土石器
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1９ 

Ｊ２４号住居跡出土石器
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J25号住居跡出土石器
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Ｊ２６ 

J25.26号住居跡出土石器 ｊ２７ 
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J26.27号住居跡出土石器
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J２７号住居跡出土石器
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Ｊ２７号住居跡出土石器
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ＪＰ群一Ｉ（Ｊ２８).Ｊ29.59号住居跡出土石器
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Ｊ29.59.31.32号住居跡出土石器
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Ｊ31.32.33号住居跡出土石器
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J34.35.37号住居跡出土石器
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J43.44号住居跡出土石器

iilllliiiiiiiii 

liLlllillii 
iliIiiiiiilliiiiiiilil 

2３ 
1８ 

J４４号住居跡出土石器
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